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１話　湯けむり妹温泉旅行





　ピンクのフリフリなエプロンをつけて、鶴つる眞ま心こ乃の枝えはちょっと照れた顔でほおを赤らめた。

「うふっ。今夜は腕によりをかけて、お料理を作ったんですよ」

　引き戸の向こうにあるキッチンから、パチパチと魚の脂が弾はじける音が聞こえていた。狭いアパートの部屋中にバターの香ばしさが漂っている。

「いい匂においだなぁ。今日は焼き魚かな？」

　帝みかど野の将しよう悟ごは座卓の前に座り、クゥ～とお腹を鳴らして聞いた。

「ムニエルに挑戦したんです。将悟さんのお口に合うといいんですけど……」

「本格的だな。心乃枝の作ってくれた料理なら、なんでも口に合うに決まってるさ」

　少しキザに答えると、心乃枝は恥ずかしそうにうつむく。

「じ、じゃあすぐに持ってきますね！」

　心乃枝はキッチンのほうへ振り返り、タタタと駆けていった。彼女が背を向けると、エプロンに隠れていた太ももが、ちらりと将しよう悟ごの目に飛び込む。目を逸そらそうとしても、弾はじける健康的な色気は彼の心を捕らえて放さない。

　──あぁ、新婚生活っていいなぁ……。

　心こ乃の枝えの後ろ姿を眺めながら、しみじみと感じ入った。

　二人きりの家、二人きりの生活、そして二人きりの毎日……。

　甘酸っぱい空気に包まれ、将悟は今まさに幸せの絶頂だ。

　しばらくして、心乃枝は大きなドーム型のクロッシュで蓋ふたをした皿を持って戻ってきた。

「おぉ、本格的だな！」

「さぁどうぞ、召し上がれ！」

　心乃枝は皿を座卓に乗せてずいっと差し出し、おもむろにクロッシュを開ける。

　ぶわっとムニエルの熱気と香りが噴き出し、将悟は思わず顔を寄せた。

「いただきま～……」

　箸はしを手に料理を見つめて……そのまま固まった。

　皿の上で、でっぷり太った魚が、白目でギョロリと見返している。

　への字型の口が半開きになって、ノコギリのようなキバが並んでいる。

　悪人だ。この世のあらゆる犯罪に手を染めたかのごとき極悪人顔だ。思いっきりガンつけられてるみたいで、目を合わせたらたちまち絡まれそうである。

　頭から伸びた細い触手状の竿さおの先では、チョウチンのようなものがぷらぷら揺れていた。空腹も一気に食欲減退する不気味さだ。

「な……何？　この魚」

　おそるおそる聞くと、心乃枝は得意げな顔になった。

「はい、チョウチンアンコウのムニエルです!!」

「チョウチンアンコウって食えるんだっけ……？」

「アンコウは高級魚なんですよ。高かったんですから」

「いや食えるアンコウもいるけど、チョウチンアンコウは食わないんじゃ……。しかも丸焼きとか……」

　ぶつぶつ言ってると、すぐ隣で誰だれかがパクパク食べている音が聞こえた。

「そ～よ。こんな焦げすぎたの食べられたもんじゃないわ」

　いつの間にか神かん凪なぎ雅みやびが座って、両手で丸焼きのチョウチンアンコウを持ってかぶりついている。

「こんなんじゃ、とても帝みかど野の家の食卓は任せらんないわね」

　雅にキッと睨にらまれて、心乃枝はショックを受けたように表情を凍りつかせた。

「そ、そんな……。一生懸命愛情を込めてお料理したんですよ……」

「愛情があるのは当たり前。帝野家の嫁としてやっていくには、きちんと作法を身に叩たたき込んでもらわないとね。焼き魚は七輪で焼いたもの以外認めない。揚げ物の油の温度はピッタリ百八十度。一度でも下がったら最初から作り直し。それからこのサラダ。こんな季節にトマトとカボチャなんてないわ。冬なら大根にほうれん草にブロッコリー。毎回必ず季節の野菜を添えて……」

　雅みやびは箸はしの先で料理を一品ずつ差しながら批評していく。まるで意地悪な姑しゆうとめである。

　心こ乃の枝えはますます縮こまり、涙目になってしょげ返った。

「いいこと、心乃枝さん。きちんと帝みかど野の家の料理を作れるまで、毎日確認しますからね」

「はぅ……。ど、努力します……」

「おい雅、何もそんなに厳しく言わなくても……」

　雅をたしなめようとした瞬間、皿に乗っていたチョウチンアンコウの目がギョロッと動いて将しよう悟ごを睨にらみつけた。

「っておい！　このアンコウ生きてるぞ!?」

「そうですよ？　活け作りのムニエルですから」

「いやいやいや、丸焼きにしてどうやって生きてるんだ！」

　叫ぶ将悟の前で、ギョロ目のチョウチンアンコウがしっぽを皿に叩たたきつけ、ビョーンと天井近くまで跳ね飛んだ。空中でアクロバティックに回転すると、大口を開けて将悟の顔面を目がけて落下した──

「うあああああっ!?」

　……と叫びながら、将悟はガバッとベッドの上に身を起こした。

　静かだ。室内に朝日が射し込み、顔に当たる空気がひんやり冷えている。

　意識がはっきりすると、両腕でふわっと柔らかいものを抱えている感触があった。

「ん……。なんだ、これ……？」

　抱きかかえているものを引き離して見たとたん……ギョロギョロギョロッと何個もの暗黒の目が睨みつけた。への字型の口に無数のキバが並んでいる。

　邪悪だ。この世の者とは思えぬ異形の邪悪さだ。チョウチンアンコウのような深海魚がトーテムポールのように縦に五匹積み重なっている。

「うわあっ!?」

　叫んで放ほうり出すと、邪悪なぬいぐるみはパフッとベッドに転がった。

　思い出した。クリスマスパーティーのくじで当たった、生徒会の滋し賀がさんのプレゼントだ。トーテムアンコウちゃんというキャラクター商品で、抱だき枕まくらに最適らしい。

「こんなの抱いて寝たから、あんな夢見たのかよ……」

　ふあぁ……とあくびをしながら、将悟は手元のリモコンで部屋の暖房を入れた。

　見まわすと、いつもと変わらない自分の部屋だ。心乃枝も雅もいない。

　ホッとしたような、ちょっと寂しいような気分を味わいながら、ベッドから出てパジャマを着替える。クローゼットの中から取り出したのは深み流りゆう院いん学園の制服。今日から三学期だ。

「俺おれもこれから、新しい目標に向かうんだよな」

　将しよう悟ごは決めていた。父・熊くま五ご郎ろうからの遺言で託された帝みかど野のグループ社長の座は、継がないことに。

　その代わり、父よりも大きなことをしてみせる。自ら会社を作り、世の人々の役に立つ企業へと育てること。それは大勢の『家族』たちの役に立つ会社だ。

　冬休みを利用して様々な専門書を読みあさったが、もちろんそれだけでは足りない。自らの目で世の中を見なくてはならない。

　何より、将悟自身の家族も大きく変化する。

　お互いに恋人と認め合った心こ乃の枝え。

　彼女は熊五郎が唯一残した実の子供だった。しかし、実父との認知はしないと決めた。育ててくれた養親を本当の親だと思って生きていくのだと。

　そして、もうすぐ義理の妹として家族になる雅みやび。

　将悟の母である帝野鹿か野の子こと、雅の父である神かん凪なぎ一かず馬まは婚約し、この春にも籍を入れる予定だ。

　これからもっと、彼女たちを大切にしていかなければならない。

「よし、また今日からがんばらないと」

　気合を入れ直し、キュッとネクタイを締めた。

　朝食を取ると鞄かばんを持ち、家の扉を開けて外に出た。ピリピリと冷たい空気がほおを打つ。乾いた真まっ青さおな空が広がる、肌寒い朝だ。

　将悟は深呼吸して澄んだ空気を吸い込むと、学校に向かって歩き出した。



　新学期初日の朝でも、将悟たちの教室は特に変わった様子はない。もっとも、みんな休み明けで寝過ごしがちなのか、まだ登校している生徒は少なめだ。将悟の両隣に座る心乃枝と雅もまだ来ていない。

　席に座ってぼんやり窓の外を眺めていると、近づいてくる人の気配がした。

　雅だ。将悟の前に歩いてくると、ニコッと笑顔で言った。

「将悟～、おめぇ～」

「お、雅。おはよう」

「おめぇ～」

　雅はニコニコ笑顔で繰り返す。将悟に呼びかけているらしい。

「お、『お前めえ』……？　俺が、何か？」

　ケンカでも売られてるんだろうか。

　戸惑いながら聞くと、雅みやびは不服そうに目を細めた。

「だ・か・ら、おめぇ～って言ってるの」

「だから、俺おれがどうしたんだよ？」

「あけましておめでとうって意味じゃない！　もう、ニブいんだから」

「……いやいや、略しすぎだろ。お前めえお前めえ言うから、ガンつけられてるのかと思ったぞ」

「つけないわよっ。何よ、ガンって。お正月からヤンキーマンガの読み過ぎじゃない？　そんなんじゃ将来、荒れる新成人とかってテレビに出ちゃうから」

「出ないから。まぁいいや。雅、あけましておめでとう。──って辰たつ子こさんの家に行ったとき、挨あい拶さつも済ませたけどな」

　神かん凪なぎ辰子は、将しよう悟ごと雅の共通の祖母だ。もっとも将悟が生まれるずっと前に帝みかど野の家を出ているから、将悟自身には祖母という感覚はない。

　今年のお正月は、鹿か野の子こや一かず馬ま、そして心こ乃の枝えも一緒に、辰子夫婦の家に遊びに行っていた。鹿野子たちの再婚の挨拶をするためだ。

「俺たち、もうすぐ兄妹なんだよな」

　自分の席に向かう雅を目で追いながら、将悟はつぶやいた。

　母に聞いたところ、結婚式は三月をメドに調整しているらしい。二人の入籍も同じころを予定しているそうだ。

　そのとき将悟も家族の戸籍に入り、彼と雅は正式に兄妹になる。

「これから雅のこと、今まで以上に大切にしないとな」

「き、兄妹だからって馴なれ馴なれしくしないでよ！　人前で『将悟お兄ちゃ～ん』なんて呼んであげないから！」

「呼んでくれなんて言わないって」

「呼んでほしそうな顔してるの！」

　雅は一方的に言い放って、不機嫌そうにほおを膨らませた。

「『人前で』呼ばないってことは、二人ならお兄ちゃんって呼んであげるんですか？」

　ふいに将悟の後ろから声がした。

　心乃枝が隣に立って、将悟たちをのぞき込んでいる。今、登校してきたらしい。

「二人のときだって言わないもんっ！」

「ふふっ、意地張らないで甘えちゃえばいいじゃないですか」

「何よっ。鶴つる眞まさんこそ甘えればいいじゃない。恋人なんでしょ」

　すると心乃枝は、耳まで真まっ赤かになってうつむいた。

「わ、わたしは甘えるだなんて……」

「『将悟さ～ん、ごろにゃ～ん』って、スリスリしちゃいなさいよ」

「そんな猫なで声出しませんっ！　なんですか、ごろにゃんって！」

















「またまた、無理しちゃって～」

「無理なんかしてませんっ。神かん凪なぎさんこそ、もっとお兄ちゃんに甘えたいんでしょう？」

「あーもぅ、二人ともケンカするなって」

　二人に挟まれながら、将しよう悟ごはたしなめた。

「ケンカじゃないもん。鶴つる眞まさんが素直になんないから」

「素直じゃないのは神凪さんじゃないですか」

　二人はちょっと不機嫌そうに口をとがらせた。

　──ったく、心こ乃の枝えも雅みやびも、これから仲よくできるのかなぁ……。

　将悟の恋人となった心乃枝。妹となる雅。二人とも、まだ新しい関係に慣れないのかも知れないけど……。

　この先どうなるのか、将悟は少しばかり不安だった。



「いいかぁ、お前らぁ！　いつまでも正月気分でいるんじゃねーぞっ！　三学期は短いんだからな。最初からフルスロットルでビシバシしごいてやるから覚悟しろっ!!」

　朝のホームルームが始まり、ジャージ姿の小こ都と里り先生がバンバンと教壇を叩たたきながら威勢よく叫ぶ。

「先生、なんでお正月休み終わったのに元気なんですかぁ？」

　気けだるそうな声で、女子生徒が聞いた。

　すると小こ都と里り先生はニヤッと笑いながら、ジャージの懐から封筒を取り出した。ぷっくり膨らんだお年玉袋だ。

「なんせせんせー、実家に帰って親しん戚せき中からたんまりお年玉もらったからな～。お年玉さえ手に入れりゃ正月なんざ用済みだ！」

「はいっ!!」

　と、前方の席に座っていた男子生徒の田た中なかが勢いよく手を挙げる。

「お、なんだ田中？　新年早々質問か？」

「小都里先生は、あからさまに子供扱いされてるのに怒らないんですか!?」

「このスカポンタンがぁーっ!!」

　小都里先生の投げつけたお年玉袋が、田中の顔にベシッと直撃する。

「せんせーはな、金さえ手に入りゃ子供扱いされたっていいんだよ！　オトナだろ!?」

「あぁ、小都里先生にお年玉をあげたい……」

　田中は、千円札を手にした子供みたいに幸せそうな顔でくずおれた。

　そんなホームルームを前にしながら、将しよう悟ごはふと、自分の前の席に目を向ける。

　いつもながらの教室。いつもながらのクラスメイトたち。

　しかしそこに、彼女はいない。去年まで水みず谷たに衣い楠くすが座っていた席は、今は空白だ。

「水谷さん、本当に退学しちゃったんですね」

　将悟の視線に気づいたのか、心こ乃の枝えが同じ席を見つめながら言った。

「学校に来たときも突然だったけど、去るときも突然だよな。ほんと、我が道を行くっていうか、衣楠らしいよ」

「でも嵯さ峨が良らセンパイのカフェで働いていますから、いつでも会えますよ」

「そうだな。今度、またみんなで遊びに行こうぜ」

「ねぇねぇ、知ってる？」

　聞いていた雅みやびが、将悟の肩をツンツンと突っついた。

「嵯峨良センパイが言ってたけど、水谷さん、接客の修業に励んでるそうよ」

「修業？　あの衣楠が？」

「これからは女の子らしい『しすたぁず』になるんだってさ」

　将悟は男装を解いた衣楠の姿を思い浮かべた。確かに女性の姿に戻った彼女は、長いストレートな髪がよく似合う、凛り々りしさが魅力的な美少女だ。

　そんな衣楠がフリフリなエプロンのついたメイド服を着て、ニッコリとショートケーキみたいに甘ったるい笑顔を浮かべる……。

『お帰りなさい、将悟お兄ちゃん。衣楠のこと、お兄ちゃんのいもうとにしてねっ♪』

　想像して、将悟はゾワゾワゾワッと全身に鳥肌を浮かべた。

　──に、似合わねぇ……。いや、かわいいかもしれないけど似合わねぇ……。

　次に『りりかる☆しすたぁず』へ行くときが、恐ろしくなりそうな将しよう悟ごである。



　始業式の学校は半日で終わり、将悟は昼前にアパートに戻ってきた。

　郵便受けを見ると、大判の封筒が入っている。取り出して見ると、差出人は、以前鹿か野の子この秘書をしていた瀬せ利り吏り沙さだ。

「瀬利さん……？」

　つい身構えてしまう。彼女とは、将悟の『妹』の秘密を巡って争った間柄だ。

　また面倒なことが起きるんだろうか？

　とりあえず部屋に戻って、封筒を開く。中に入っていたのは一冊のパンフレットだ。

　表紙の写真には、雪景色に包まれた小さな旅館が写っている。木造の、品のいい建物だ。『秘湯　雪ゆき之の湯ゆ温泉旅館』と宿の名が書かれている。露天温泉のある老舗の宿らしい。封筒にはほかに、何も入っていない。

　──どうして旅館のパンフレットなんか？

　将悟はいぶかしんだ。瀬利は何を企んでいる？

　──これは新たな罠わななのか？　罠だとして、なんで温泉旅館？　まさか温泉の底に沈めるぞっていう脅迫なのか!?

　人里離れた小さな旅館。そこに誘い込まれた将悟は、誰だれも見ていないうちに背後から忍び寄られ、襲われる。悲鳴を聞く者もなく、彼の体は身ぐるみ剥はがされ白い湯けむり香る温泉の底へと沈められていく……。

「恐ろしい……恐ろしいぜ……」

　思わずブルブルと身震いし……

「って、さすがにそりゃ考えすぎだろ」

　将悟は自分の妄想にツッコんだ。

　しばらく迷ったのち、瀬利に電話してみることにした。

　母が隠していた将悟の出生の秘密も明らかになった今、瀬利と対立する理由もないはずだ。携帯電話を取り出し、思い切って彼女の番号へかけた。

『はい、瀬利でございます。将悟さまですか？』

　コール音ののち、いつも冷静沈着な彼女の声がした。

「お久しぶりです、将悟です。──あの、旅館のパンフレットが届いてたんですけど」

『見ていただけましたか。実は次の土日に、静養を兼ねて温泉旅行はいかがかと思いまして、お送りしたのです。お気に召しませんでしたか？』

　将悟は思わずカレンダーを見た。旅行まで一週間もない。

「温泉旅行ですか？　けど冬休みも終わったばかりだし、どうして急に？」

　瀬せ利りは事情を話し始めた。

　元々この旅館は帝みかど野のグループと契約し、社員の福利厚生施設としても使われている。そして今度の土日、国際技術展示会のために招待した海外企業の来賓に貸し切りで宿泊してもらう予定だった。

　ところが展示会の日程が変更になり、来賓の宿泊もいったんキャンセルとなったのだ。

『……ですが宿に準備を整えていただいたあとで、突然のキャンセルを申し訳なく感じた鹿か野の子こさまは、どうせなら代わりにどなたかが宿泊したほうがよいと判断されたのです。それでわたくしが、宿泊者を探していた次第です』

「でもどうして俺おれなんですか？　ほかにも行きたがる人がいると思いますけど」

　すると冷静だった瀬利の口調が、少し優しく変化した。

『将しよう悟ごさまとは、これまでに深い確執がありました。そこでお詫わび……と言えるほどでもありませんが、今までの疲れを癒やしていただきたいのです』

　てっきり、何か罠わなを張って待ち構えているのかと勘ぐったけど、そうじゃない。

　これは瀬利からの和解の証なのだ。

　もう彼女と対立する理由はない。将悟もまた、以前のように瀬利と信頼し合える間柄に戻りたいと感じた。

「そ、そんな、お詫びだなんて。瀬利さんも、母さんに頼まれて行動してただけじゃないですか。いつまでも恨んだりしませんよ」

『ありがとうございます。では、代わりに宿泊していただけますか？　予約をしていたのは十名でしたので、お友だちも多数誘っていただけると助かるのですが』

「十人も？　そんなに行く人、いるかなぁ」

『この機会ですし、将悟さまがご懇意になさっている女性たちをお誘いになってはどうでしょう。元々女性客に人気の旅館です。共に過ごせば、きっと仲も深まりますよ』

「女の子を……ですか!?」

　言われて将悟は、真っ先に心こ乃の枝えと雅みやびの顔を思い浮かべた。

　心乃枝と雅も、これから一緒に過ごす時間が増えるだろう。なのに二人は、どこかお互い素直になれてない気がする。

　皆で旅行に行けば、もっと心から打ち解けられるかもしれない。

「わかりました。とりあえず雅と心乃枝と……それから、ほかに誰だれか行かないか、声をかけてみます」

『人数が決まりましたらご連絡ください。宿泊の手はずはこちらで整えますので』

　瀬利に礼を言って電話を切ると、将悟はさっそく心乃枝たちに誘いの電話をかけた。



　　　　§



　そうして次の週末、将しよう悟ごたちの一行は瀬せ利りの招待してくれた温泉旅館へと向かった。

　朝から雪の降る一日で、電車の窓の向こうでは、雪景色の街並みが流れていく。急行列車で北上するうち、民家はまばらになって、白く覆われた田畑が広がり始めた。

「よく積もったなぁ。絶好の温泉日よりだよな」

　将悟は列車の座席に座り、外の冷たそうな景色を眺めていた。

「わたしも早く温泉に入って、体を温めたいです」

　隣の席で揺られながら、心こ乃の枝えがうなずく。

「急な日程だったけど、来てくれてよかったよ」

「そんな……。将悟さんと一緒だったら、いつでも……」

　心乃枝は、ポッ、と顔を赤らめながらうつむいた。

「……いつでも？」

「なんでもないです！　ところで、温泉って、混浴……とかじゃ、ないですよね」

「混浴!?　いやまさか、パンフレットにはそんなこと書いてなかったぞ。露ろ天てん風ぶ呂ろだけど、ちゃんと男女別に分かれてるから」

「そ、そうですか。混浴だったら恥ずかしいなって、心配しちゃいました」

「心配しすぎだって。俺おれだって混浴温泉なんて、恥ずかしくて誘えないよ」

「そうですよね……」

　心乃枝は少し元気なく言って目を伏せた。どこか残念そうな表情だ。

「いっ、いえっ!!　わたし別に、混浴のほうがよかったなんて思ってませんから!!」

　両手を大きく振りながら、一人であたふたと叫ぶ。

「素直に混浴したいって言えばいいのにな～」

　将悟たちが座っている座席の向かいから、冷ややかな声が飛んできた。

　雅みやびが両手にあごを乗せながら、じーっと白い目で見つめている。

「だ、だから、混浴なんて入りたくありません!!」

「言い訳したって顔に書いてあるんだから。せっかくの温泉旅行なんだし、一緒に入ればいいじゃん。むっつりしてないで」

「……わたし、むっつりなんかじゃないです」

　心乃枝は顔を赤くして背を丸める。

　将悟はなだめるように、雅を手で制した。

「雅、心乃枝を困らせるなって。仲よくしなきゃ」

　彼の言葉に同意したように、心乃枝は何度も首を縦に振った。

「そうですよ。みんなで旅行を楽しみたいんです。──神かん凪なぎさんこそ、わたしのことばかり気にしてないで、兄妹水入らずの旅行を楽しめばいいじゃないですか」

　すると、雅みやびはちょっとムッとした顔で身を乗り出し、将しよう悟ごと心こ乃の枝えの間に割り込んだ。ジャマそうに心乃枝を押しのけ、将悟に引っ付くように腕をからめてくる。

「じゃ～将悟～。鶴つる眞まさんがああ言ってるから、あたしと温泉に入ろっか～」

「なんで俺おれと入るんだよ」

「家族のスキンシップに決まってるじゃん」

「そんなスキンシップ聞いたことないから。そもそも混浴じゃないんで」

「神かん凪なぎさんっ！　そういう意味じゃありません！　将悟さんが迷惑してますよ！」

　心乃枝が叫び、引っぺがすように雅を引っ張る。

「鶴眞さんは関係ないでしょ。混浴入りたくないんだし！」

　キーキー叫び合う心乃枝と雅の声を聞きながら、将悟はガックリと肩を落とした。まったくこの二人ときたら旅行のときまで口ゲンカだ。

「ちょっと、センパイがた！」

　ピシャンと雷の落ちるような声が響き、心乃枝と雅はビクリと背を縮こまらせた。

　振り向くと座席の横に国くに立たち凜りん香かが立って、両手を腰に当てて睨にらんでいる。

「さっきから騒ぎすぎですわよ！　小学生の遠足じゃないのですから」

　通路を挟んだ向こう側の座席には天てん導どう愛ま菜なと嵯さ峨が良ら芽め依いもいて、トランプを手に持ちながら騒がしい心乃枝たちを見ていた。

「だって、鶴眞さんが……」

　雅は叱しかられた子供みたいな顔で、言い訳じみた声を出す。

「神凪さんが茶化すからじゃないですか」

　心乃枝も負けじと言い返す。

「ですから鶴眞センパイも神凪センパイもっ！　せっかくの旅行なんですから、仲よく過ごしてくださいっ」

　凜香に言われて、心乃枝と雅はすごすごと席に座り直した。

　将悟はホッと胸をなで下ろしながら、凜香に軽く頭を下げた。

「国立さん、騒がしくてごめん」

「謝ることないですわ。帝みかど野のセンパイが誘ってくれた旅行なのですから」

「こっちこそ、みんなが来てくれて助かったよ。六人で行くって伝えたら瀬せ利りさんも喜んでたし。慌ただしい旅行になって申し訳ないけど」

　すると凜香は首を横に振った。

「そんなことありません。お正月は実家の両親と、父がお付き合いしているご家庭への挨あい拶さつまわりをして、少々気疲れしてましたの。温泉に漬かってゆっくりしたいです」

　凜香の背後では、芽依がうなずきながら凝った肩をポンポンと叩たたいている。

「わたしも正月はカフェの飾り付けを新年向けに変更していたからな。来くる実みに『たまには休暇を取ったらどうですか？』と言われてしまったぞ」

「それはよかった。二十四時間入れる温泉らしいし、嵯さ峨が良らセンパイもゆっくり休んでください。天てん導どう会長も、な」

「うん！　愛ま菜な、たくさん温泉に入って温泉まんじゅう食べなきゃ～」

　微妙に温泉の目的を間違えていそうな愛菜である。

　ともあれ、賑にぎやかなメンバーを集めることができた。みんな普段から何かとお世話になっているし、こうしてお礼ができるのは嬉うれしい。

　それから将しよう悟ごは、心こ乃の枝えと雅みやびの顔を交互に見た。心乃枝は文庫本を持って読んでいるし、雅は携帯ゲーム機で遊んでいる。

　今回の旅行をきっかけに、お互い素直な気持ちになってくれるといい。二人にとって楽しい思い出となってほしい。

　将悟はそんなふうに思った。

　再び窓の外を眺めようとしたとき、ポケットの中で携帯電話が鳴った。

　取り出して携帯の画面を見ると『非通知着信』と表示されている。

「もしもし、帝みかど野のです」

　しかし電話の相手は無言だ。

「もしもし？」

　再度呼びかけると、電話の向こうから、背筋を凍りつかせるような冷たい声が響いた。

『ふふふふふ。わたくしは、妹です。将悟お兄さまの、妹で～す……』

「なっ!?　だっ、誰だれだ……っ!?」

　将悟は一瞬絶句し、腰を浮かせかけた。

『愛しておりますわ、将悟お兄さま～』

「──って、柚ゆず璃り奈なかよ。何やってんだ」

　ふんっ、と不快そうに鼻を鳴らす宝ほう生しよう柚璃奈の声が聞こえる。

『何やってるですって？　それはこっちのセリフよ。女をはべらせて温泉旅行とは楽しそうね。いいご身分だわ、帝野将悟』

「はべらせてって……。柚璃奈にも声をかけたじゃないか」

『えぇそうよ。わたくしが受験生だと知って、自分たちのリア充っぷりを見せつけるために誘ったんでしょう？　受験戦争に苦しむか弱き少女を絶望の奈な落らくにたたき落として、せせら笑っているのよ。血も涙もない外道だわ』

「そんなつもりじゃないって。気をつかわなかったのは謝るよ。お土産みやげ買ってくから」

『そんなことでわたくしの心を買収しようっての？　誠意を見せたいのなら、わたくしに遠慮して旅行など取りやめるべきよ！　じっと部屋で膝ひざを抱え、物音一つ立てずに過ごしてこそ受験生に対する隣人の気づかいというものでしょ！』

「そりゃ気をつかい過ぎだってば……」

『なら見てなさい。ジャマしてやる！　温泉旅行など地獄巡りに変えてやる!!　煮えたぎる地獄温泉に漬かって茹ゆでダコになって鬼に食われるがいいわっ!!』

　ブチッ!!　と勢いよく通話が切れた。

　いくらなんでも、温泉旅行に来られなかっただけでここまで恨みがましく言われるとは。

　──柚ゆず璃り奈なのやつ、受験勉強でテンパってんのか？

　勉強なんか得意そうに見えるけど、案外そうでもないんだろうか。考えてみれば元天才子役女優と言えども、勉強まで天才とは限らない。

　ジャマしてやる！　……なんて叫んでたけど、何をする気なんだか。家にいるのだから、何もできるはずないけど。

　温泉旅行の先行きが、微妙に不安になる将しよう悟ごだった。



　電車を降りて旅館の送迎バスに乗り、田舎の街並みを通り過ぎて、将悟たちは昼過ぎに目的地の温泉旅館に到着した。

　バスを降り、細い道路に積もった雪を踏みしめながら歩くと、古風で高級感のある二階建ての木造建築の前に出た。ひさしからは何本ものつららが垂れ下がり、陽ひ射ざしを受けてポタポタとしずくが落ちている。建物の向こうには、小高い山の斜面が迫っていた。

「見てください！　温泉の湯気ですよ」

　心こ乃の枝えがはしゃいだ声を出して、旅館の屋根の先を指差した。

　建物の向こう側、山の斜面との間に、うっすらとした煙のような湯気がもくもくと立ち上っている。

「へぇ、ほんとに温泉なんだな」

　将悟たちは立ち止まり、感嘆の息をつきながら見上げた。

「温泉って熱いのかな。あたし、あんまり熱いと茹だっちゃう」

　雅みやびが心配そうに言う。

　すると芽め依いが、チッチッ、と立てた人差し指を左右に振った。

「心配ないぞ、神かん凪なぎ。熱かったらそのへんの雪をスコップですくって、バンバンぶち込んでやればすぐ冷める」

「だからわざわざ雪国に温泉を作るんだ。頭いい～」

　雅は納得したように、ポンと両手を叩たたいてうなずいた。

「嵯さ峨が良らセンパイ、デタラメ言わないでくださいっ！　雪とか入れちゃダメですから！」

　将悟が叫ぶと、芽依は「つまらんやつだ」って顔で肩をすくめた。

　雅は目をパチパチさせながらきょとんとしている。本気で信じかけたらしい。

　再び歩き出そうとしたとき、道路を一台のタクシーが走ってきた。将悟たちが道を空けると、タイヤのチェーンでガリガリと雪を削りながら目の前に停車する。

　見ていると後部座席の扉が開き、中から乗客が降り立った。小学生くらいに見える女の子だ。クマのキャラクターが描かれたぶ厚いジャンパーを着て、頭にはもふもふの耳当てをつけている。

　女の子は将しよう悟ごたちのほうを向くと、大きく手を振った。

「おー！　お前らも今着いたところかー！」

　……そこにいるのは、紛まぎれもなく小こ都と里り先生だった。

「小都里先生も来たんですか!?」

　驚いていると、タクシーからもう一人の女性が降り立った。

　スラリと背が高く細メガネをかけた、冷静で理知的な雰囲気の人物である。瀬せ利りだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、将悟さま」

「電話では、どうも……。小都里先生も瀬利さんに招待されたんですか？」

「おぅ。お正月に瀬利っちから年賀状が来てさー。返礼書くの忘れてて、こないだあわてて電話したんだよ。そしたら招待してくれたんだ」

　元々、小都里先生と瀬利は大学時代の顔見知りだそうだ。そして将悟が深み流りゆう院いん学園に編入するとき、瀬利は手続きのため学校を訪れていて、そこで小都里先生と再会していた。

「わたくしも鹿か野の子こさまに勧められまして、本日は休暇をいただくこととなりました」

「おっしゃ！　お前ら、今夜は宴会だからな！　帝みかど野の、お酌しろよ!!」

　小都里先生は、早くも酔っ払ったみたいに上機嫌に叫んでいる。

「なんで宴会なんですか！　俺おれたち未成年ですってば！」

「んなこたわかってるよ！　ジュースとコーラで吐くまで酔わせたるから覚悟しとけ!!」

　どうやってジュースとコーラで酔わせられるのか、不思議でならない将悟である。

　小都里先生と瀬利は旅館の玄関に向かって歩き出した。

　瀬利が扉を開け、一足先に中へ入る。その一瞬──

　彼女はちらりと将悟を振り返り、「フッ」と口の端を曲げて笑った。

　──な……なんだ？

　得体の知れない笑みに、背筋をゾクリと嫌な予感が駆けのぼる。

　瀬利は何を笑ったんだろう。

　直感した。あれは、何かを隠し企んでいる笑みだ。

　──やっぱりこの温泉旅行は罠わななのか？

　罠だからこそ、瀬利は将悟と同じ日に宿泊したのか？

「将悟くん？　どうかしたの？」

　愛ま菜なの声で将悟は我に返った。

　首を横に振り、嫌な予感を吹き飛ばす。

　きっと考えすぎだ。もう瀬せ利りが敵対する理由なんてないのだし。

「……な、なんでもないよ。寒いし、俺おれたちも中に入ろうぜ」

　将しよう悟ごたちも再び歩き出し、旅館の扉に向かった。

　扉を開けて入ると、そこは広い和風のロビーだ。左手にカウンターがあり、瀬利と小こ都と里り先生がチェックインを済ませている。

　ロビーの中央には囲い炉ろ裏りが作られ、火棚の上にかけられたヤカンがグツグツと煮立つ音を立てていた。

「本物の囲炉裏なんですね。あったかいなぁ」

　心こ乃の枝えたちは囲炉裏の周りに集まって、冷えた手をかざした。

「古風な和風建築で落ち着きますわね」

　名家のお嬢さまである凜りん香かも、感心したように言った。

　──お、なんか好印象だぞ。

　彼女たちの様子を見て、将悟はホッと一安心した。老舗の和風旅館なんて、地味で退屈に思われるかもしれないと、少し不安だったのだ。

「ようこそ、雪ゆき之の湯ゆ温泉旅館へ」

　女の子の声がして、将悟は振り向いた。旅館の従業員らしい。

「あ、宿泊の帝みかど野の将悟です……って」

　従業員の姿を見た瞬間、将悟は目を見開いて固まった。

　一瞬、幻でも見ているのかと我が目を疑った。思考が停止した。だが、どんなに否定してもしきれない。今、将悟の前に立っているのは間違いなく──

　フリフリのエプロンをつけたメイドさんだった。

「お帰りなさいっ、お兄ちゃん♪」

　メイドさんは両手を握りながら満面の笑顔を浮かべ、きゃるんって声で挨あい拶さつをする。

　ゾワッ!!　……と、なぜか全身に鳥肌が立つ。

「な、ななな、なんでメイドさんが……？」

　口をパクパクさせながら彼女を見つめ、やっと将悟は気がついた。

　長い黒髪。凛り々りしく整った目鼻立ち。あまりの変わりように一瞬気づかなかったけど、彼女は間違いなく……

「って、衣い楠くす!?　なんでここに!?」

　将悟の叫び声に気づいて、芽め依いが振り返った。

「おぉ、水みず谷たに！　気合入れて修業してるじゃないか」

「そういえば、接客の修業中って聞いたけど……この旅館だったのか？」

「ここは帝野グループの人々がよく利用する旅館だからね。人脈を伝って頼み込んだんだ。どうだい？　実にサマになっているだろう？」

「……修業はいいけど、なんでメイドの恰かつ好こうしてるんだよ？」

「将しよう悟ごくんが宿泊に来ると聞いて、キミが一番喜ぶ姿でお出迎えしようと考えたのさ」

　メイド姿の衣い楠くすは両手でスカートの端を持ち上げ、パチッとウインクしてみせた。

「俺おれが一番喜ぶ姿って……。旅館の雰囲気がぶち壊しじゃないか」

「おや、将悟くんはメイド服より着物美人のほうが好みだったのかい？　以外とオヤジくさく老成しているんだね」

「そういう問題じゃなくて。ていうか老成って……」

「まぁいいではないか。遠いところをわざわざ来てくれたんだ。今こ宵よいは精せい一いつ杯ぱいお持てなしさせてもらうよ。さ、鞄かばんを運ばせてくれたまえ。部屋に案内しようじゃないか」

　衣楠は将悟のバッグを手に取ると、もう片方の腕を組み、彼を案内して歩き出した。



　将悟が宿泊する部屋は、二階にある畳敷きの六畳間だった。

　こぢんまりとした和室で、張り替えたばかりなのか、青い畳からほんのり草の香りが漂っている。中央にある座卓は黒く艶つや光りして高級感があふれ、乗っている急きゆう須すや湯ゆ呑のみも、伝統ある焼き物の品だ。

「へぇ、風情があるじゃないか。こうして見ると和室もいいもんだな」

　室内を見まわす横で、衣楠が運んできた将悟のバッグを置いている。

「そうだろう？　なんでもこの部屋は、かつて著名な文豪も執筆に使用した部屋だそうだ。俗世間から切り離され、精神を研ぎ澄ませるのに最適なのさ」

「なんか気楽に泊まるのがもったいないな。ま、せっかくのご招待だし、一晩ゆっくり堪能させてもらうよ」

　将悟が座布団に座ったとき、壁の向こうから女の子たちがはしゃぐ声が響いてきた。

『わ～っ、部屋広～い！　あたし真ん中で寝る～！』

『じゃあ愛ま菜なは窓際取ーった！』

　隣は五人が泊まれる大部屋らしい。よっぽど広いのか、トタトタと畳の上を駆ける足音まで聞こえてくる。

「……いいなぁ、あっちは楽しそうで」

　楽しそうな声に、将悟はぽつんと孤独を感じてしまった。文豪みたく精神を研ぎ澄ませるよりも、賑にぎやかに楽しく過ごしたい気分だ。温泉旅行なんだし。

「おや、将悟くん、寂しいのかい？　それならボクが相手をしようじゃないか。一晩中だろうと心ゆくまで」

　メイド服の衣楠が将悟の首筋をツーッと撫なでながら甘くささやいた。

「いやいや、全然寂しくないからっ!!」

「そうかい？　あまり若いうちから孤独を愛していると、メイド服に欲情もできないほど老成してしまうよ」

「だから老成しないから……。それにしても衣い楠くす、本当に接客業で生きていくんだな」

「これは社会勉強さ。こうして多くの人々の顔を見られる職場で働くと、人間の心理というものがよく見えるんだ」

「接客して人間心理、か。やっぱ衣楠は衣楠らしいな」

「もちろん将しよう悟ごくんたちを持てなす気持ちは本物だよ。安心してくつろぐといい」

　衣楠は急きゆう須すにお茶っ葉を入れ、ポットのお湯を注いだ。慣れたしなやかな手つきで、修業もそれはそれで本当なんだなと実感できる。

　煎いれてくれた緑茶を一口すすると、実に完かん璧ぺきな飲み応えで味わいが口中に広がった。

「いいお茶だな～。体の芯しんからあったまるよ」

　心静かにお茶を堪能していると、また壁の向こうが騒がしくなった。

『もうっ！　それあたしのおせんべいだからっ!!』

『何言ってるんですか！　神かん凪なぎさんが取ったんですっ!!』

　雅みやびと心こ乃の枝えがお茶菓子の取り合いをしているらしい。

　たちまちお茶の香りも失うせて、将悟は肩を落とした。

「どうしたんだい、将悟くん？」

「心乃枝と雅、またケンカして……。電車の中でもあんな調子だったんだぞ」

「いつものことじゃないか」

「そうだけど、これから家族になるのに不安だよ。もう少し素直にできないのかな」

　衣楠はしばらくの間、腕を組んで考えていた。

　やがて何か思いついたように顔を上げる。

「そういうことなら、ボクが一肌脱ごうじゃないか。二人が素直な心の交流を持てるよう取りはからおう」

「本当か!?　そんなことまで頼まれてくれるのか？」

「任せるがいいさ。旅行の終わりには、鶴つる眞まくんと神凪くんは誰だれもがうらやむほど仲むつまじい二人へと変へん貌ぼうしているはずだ」

　衣楠は自信満々に拳こぶしで胸を叩たたく。

「いや、そこまで仲むつまじくなくていいんだけど……」

「不安がることはない。将悟くんはなんの心配もせず、ゆっくりと羽を伸ばすといい」

　微妙に不安な将悟をあとに、衣楠はやる気に満ちた足取りで部屋を出て行った。



　　　　§



　衣楠が将悟の部屋を出てから、一時間ほどのち──。

「こっ、混浴ですかっ!?」

　カッと顔を赤くしながら、心こ乃の枝えが叫んだ。

「ここの温泉って、男女別じゃなかったの!?」

　雅みやびも信じられなさそうな表情で聞き返す。

「しーっ！」

　衣い楠くすは人差し指を口に当て、二人に顔を寄せた。

　ここは旅館の廊下の曲がり角。衣楠は心乃枝と雅をそっと呼び出し、彼女たちにナイショ話を持ちかけたのだ。

「将しよう悟ごくんに頼まれて、特別に混浴できるよう取りはからってるんだ。ちょうど、今日はほぼキミたちの貸し切り状態だからね。もうすぐ彼も入浴に来るはずだ」

　心乃枝は、ごくりとつばを飲み込んで聞いている。

「し、将悟さんと……混浴……」

「恥ずかしがることないだろう？　恋人なんだから。なんなら水着も用意しようか？」

　雅は心乃枝を見て、励ますように笑顔を浮かべた。

「よかったじゃん、鶴つる眞まさん。混浴できるって！」

「わ……わたし別に……混浴なんて……」

　心乃枝はボソボソと言い訳じみた声を出す。

「も～、ほんとは楽しみなくせに～」

「楽しみじゃありません！　それに、わたしばかり将悟さんと一緒だなんて……。みんなで旅行に来たんですから、みんなで楽しみましょうよ」

「そんなこと言ってると、チャンス逃しちゃうよ」

「なんですか？　チャンスって」

　白を切る心乃枝を見て、雅は「ふ～ん」と煽あおるような声を出した。

「だったら、あたしが混浴しちゃおっかなー」

　心乃枝は一瞬驚いた顔をしたものの、すぐに平静さを取り戻す。

「い、いいですよ。わたし、全然気にしません。混浴なんて興味ありませんから」

「何よ、強がっちゃってさ！」

「強がってません！」

　二人は互いに挑発するように睨にらみ合い……ツーンとそっぽを向き合った。

　そのまま視線も合わさず、不機嫌そうにズカズカと廊下を歩いて部屋に戻っていく。

「おや、ヘンだね。将悟くんと混浴と聞けば、我先にと温泉へ駆け込むと読んだのだが」

　彼女たちの後ろ姿を見て、衣楠は首を傾かしげるのだった。



　しかし、その数分後。露天温泉へ続く女子脱衣所で、着替えの浴衣とバスタオルを抱えた心こ乃の枝えは、雅みやびとバッタリ出くわした。

「どうしたのよ、鶴つる眞まさん。混浴なんて興味ないんでしょ？」

　雅が挑発気味に聞く。

「も、もちろん興味なんてありませんよ。わたしは一人で入りに来たんです。神かん凪なぎさんこそ、なんで温泉に来たんですか？」

「あたしが入ったら、鶴眞さんも気にして来るんじゃないかな～って思ったの。やっぱり来たじゃない」

「わたし、神凪さんが気になったんじゃありません」

　ツーン、ツーンとまたもお互いに目を逸そらし、二人は無言になった。

　わざわざ脱衣所の端と端の離れた場所に陣取り、黙ったまま服を脱ぎ始める。

「……鶴眞さん、『将しよう悟ごさんと混浴してイチャイチャしたいです～』って認めたら、あたし、出てってあげるから」

「何を認めるんですか？　わたし、混浴なんて興味ありませんから。神凪さんこそ、本当は将悟さんに甘えたいんじゃないですか？」

　二人は裸になると体にバスタオルを巻いて、露天温泉に出る戸口の戸を開けた。目の前には、山肌を削って作られた岩壁に囲まれて、天然の岩いわ風ぶ呂ろが広がっている。

　立ち上る湯気とともに、ヒュウ……と冬の風が吹き込んだ。

















「うぅ……さぶ……」

　バスタオルの下で、雅みやびはカクカクと足を震わせる。

「さ、さぶいなら、戻ってもいいんですよ？」

　心こ乃の枝えは歯をカチカチと鳴らしながら言った。

「さ……さぶくないもん……。むしろ暑いくらいだわ。あ～暑いな暑いな～」

「わ、わたしだって、暑くて暑くて汗びっしょりですから」

　心乃枝と雅は「アツイアツイ」と呪じゆ文もんのようにつぶやき、ブルブル震えながら温泉に向かって歩いていく。



　脱衣所の入り口でこっそり見ていた衣い楠くすは、心乃枝たちが温泉に入るのを見届けると、そっと扉を閉めた。

「やれやれ、やっと入ってくれたね。本当に素直にならず張り合ってる二人だ。──ま、こうして温泉でゆっくり語り合えば、仲も深まるだろう」

　衣楠は一仕事を終えた表情になって、脱衣所の入り口の『女湯』と書かれた暖の簾れんをかけ直した。心乃枝たちが来る前に外しておいたものだ。

　もちろん将しよう悟ごが混浴に来るなどというのは、衣楠の真まっ赤かな嘘うそだ。心乃枝と雅を二人で温泉に漬からせ、緊張を解きながら心の交流をうながすための作戦なのである。

　廊下に出ると、将悟がキョロキョロ見まわしながら歩いてきた。

「お、衣楠！　心乃枝と雅、どこにいるか知らないか？　今からみんなで、土産みやげ物を買いに行こうって話してるんだけど」

　衣楠はチョイチョイと温泉のほうを指差した。

「たった今温泉に入ったところだよ」

「温泉!?　まだ昼なのに？」

「そうさ。夜はみんな温泉を利用するから、二人きりの語らいができないだろう？　だから今のうちに、彼女たちに温泉に入るよう勧めたんだ」

「心乃枝と雅を仲よくさせるため、か」

　そのときロビーへ続く廊下の先から、凜りん香かが顔を出して手を振った。

「帝みかど野のセンパーイ！　そろそろ出かけますわよ!!」

「すぐ行くよ！　──衣楠、ジャマしたら悪いし、俺おれたちは先に出てるよ。二人が上がったら、携帯に連絡するよう伝えてもらっていいかな」

　衣楠に伝言を頼むと、将悟はロビーのほうに歩いていった。



　そのころ露天温泉では、心乃枝が乳白色のお湯に漬かり、極楽気分を堪能していた。

「はぁ～。やっぱり天然の温泉って心地いいですねぇ～」

　隣では肩までお湯に浸かった雅みやびが、真まっ赤かな顔で堪たえ忍んでいる。

「ね……ねぇ、この温泉ちょっと熱くない？」

「そうですか？　体がぽかぽかして、ちょうどいいけどなぁ」

　言いながら心こ乃の枝えは雅を見て、ふふんと余裕の笑みを浮かべる。

「神かん凪なぎさん、熱いのなら無理して入らなくていいんですよ」

　ピクッと雅のこめかみに青筋が立った。

「ななっ、何よ。あたしに出てほしいわけ？　将しよう悟ごと二人きりになりたいんでしょ」

「違いますっ。親切で言ってるんですよ」

「熱くないもんっ！　全然熱くないわっ！　冷たくって凍えそうなくらいよっ!!」

「もう無理しちゃって。かわいいなぁ～」

　ぐぐぐと歯ぎしりしながら、雅は心乃枝を睨にらみつけた。

「そこにくっついてる脂肪のせいで熱さも感じないんでしょっ!!」

「し、脂肪っ!?」

　心乃枝はとっさに自分の胸元を隠した。

　すると両腕に押さえられた胸が寄せて上げられ、くっきりと谷間を作る。それを見て、雅はますますキーッと悔しそうに歯ぎしりした。

「何よっ！　スカスカのスイカみたいにプカ～って浮かべちゃって!!　みっともないったらありゃしないわっ！」

「神凪さんこそ全然脂肪ないから、熱さも防げないんですよっ！」

「あたしだって脂肪あるもんっ!!」

「……ふ～ん、どこにあるんですか？」

　雅はキィーッと叫んで心乃枝に飛びかかり、二つの脂肪をむんずとつかみ上げる。

「何よちょっと大きいからって!!　くのっ！　くのぉっ!!」

「ひゃ、ひゃめっ、ひゃめてくださあああああぁぁいっっ!!」

　自然に囲まれた静かな温泉に、心乃枝の悲鳴がこだました。



「心乃枝と雅、仲よく入ってるかなぁ」

　商品棚に並んでいる温泉入浴剤セットの箱を手に取りながら、将悟はふとつぶやいた。

　ここは旅館から十五分ほど歩いた場所にある物産センターだ。

　この地域にはいくつかの温泉宿やホテルがあり、少し離れた場所にはスキー場もある。そんな土地柄だから、店内には所狭しと名産品のお菓子や物産品が並べられ、大勢の観光客で賑にぎわっている。

　将悟は凜りん香か、愛ま菜な、芽め依いの三人と一緒にお土産みやげを探しながら店内を見まわっていた。

「あっ、何これ～。オンセンオヤジぬいぐるみだって。ダサダサかわいいね～」

　キャラクターグッズのコーナーを見ていた愛ま菜なが、小型のぬいぐるみを手にとって振り返った。ツルピカの頭に三本『～』形の毛が生えた、なんとも微妙なオヤジのキャラクターだ。頭の毛が温泉マークをイメージしてるんだと理解するのに三分ほどかかった。

「か、かわいいか？　天てん導どう会長、それをお土産みやげにするつもり？」

「滋し賀がさんのお土産にしたらとっても喜ぶよ！」

　愛菜の隣で、凜りん香かが反応に困った顔でぬいぐるみを見つめている。

「滋賀さんはとっても喜びそうですけど、滋賀さん以外はとっても喜ばなさそうですわ」

　二人とも、生徒会メンバーへのお土産を探しているらしい。

「と、とりあえず悪夢を見そうなぬいぐるみだけは避けようぜ……」

　将しよう悟ごはトーテムアンコウちゃんの邪悪な顔を思い出しながら、自分のお土産を探すことにした。

　名菓コーナーに来ると、芽め依いが真剣な顔で試食していた。食べては首を傾かしげ、別のお菓子を試食してはまた首を傾げ、どれを買うべきか迷っている様子だ。

「嵯さ峨が良らセンパイは、カフェのみんなにお土産ですか？」

「従業員全員分買わなければならんから、どれにするか悩むぞ」

「なら、お菓子の詰め合わせなんてピッタリじゃないですか。分けて食べられますし」

　すると芽依は、睨にらむような眼まな差ざしで将悟を見つめ返した。

「そんな簡単な問題ではないのだ！　わたしは『りりかる☆しすたぁず』のオーナーにして経営者なのだぞ。中途半端な味の菓子など土産にしたら、オーナーとしての資質が問われるではないか！」

「……そ、そういうもんですか？」

「このせんべいは少々辛すぎる。このクッキーは個性的な味だが好みが分かれそうだ。こっちのケーキは美味だが没個性的な味すぎる……」

　ぶつぶつつぶやく芽依をジャマするのも悪く、将悟はそっと彼女の隣を離れた。

「さて、俺おれはどうするかな」

　将悟は改めて店内を見まわした。

　とはいえ、心こ乃の枝えや雅みやびたちも一緒に旅行に来ているのだから、買うのは母へのお土産くらいだ。名産品の食材とか、無難なものを選ぶのがいいだろう。

　ふと、近くの陳列棚にキーホルダーが並んでいるのが見えた。『家内安全』『健康祈願』などと書かれたお守りだ。

　その中に『合格祈願』の文字を見つけて思いついた。

　──そうだ、柚ゆず璃り奈なにもお土産を買っていってあげようか。

　しかし柚璃奈はどんなお土産を喜ぶだろう。あの変わり者の少女が喜ぶお土産なんて、イマイチ思いつかない。

　考えていると、携帯電話が鳴った。

「お、心こ乃の枝えと雅みやび、温泉から上がったかな」

　そう思いながら携帯を見ると、着信表示は『非通知着信』だ。

　イヤーな予感がしながら電話に出た。

「もしもし……」

『ふっ、ふふふふふ。わたくしよ』

「やっぱり柚ゆず璃り奈なかよ。今度はなんの用だ？」

『なんの用だ、ですって!?　そんなこともわからないの!?　さすがは人が受験地獄で地をのたうつほど苦しんでいるときにノーテンキに遊びほうけていられる鳥頭ね！　とっとと地獄の底へ墜おちるがいいわっ!!　リア充どもに死の鉄てつ槌ついを!!』

　地の底から響くような恨みがましい声が聞こえる。どう考えても受験のストレス解消に嫌がらせの電話をかけてるようにしか思えない。

「それより今、お土産みやげを選んでるんだ。柚璃奈はほしいものとかあるか？」

『おっ、お土産っ!?　こ、この期に及んでまだリア充ぶりを見せつけて、わたくしの精神を絶望の淵ふちにたたき落とそうというのね。帝みかど野の将しよう悟ご、なんと卑劣な男かしら！』

「いやいや、そこまで悪意に取らなくていいから」

『……そうね。なら、木刀がいいわ。お土産の定番と言えば木刀よ』

「ぼ、木刀？　なんでそんなのを」

『あなたの頭を叩たたき割るために決まってるでしょっ!!』

　電話を叩きつける勢いでブチッと通話が切れた。

　──ゆ、柚璃奈、相当テンパってんなー。

　ツーと回線音の鳴る携帯を見つめながら、将悟は恐ろしいような気の毒なような、複雑な気分になった。

　しかし今さらお土産を買わなかったら、それはそれでぶちぶち文句を言われそうである。

　とにかく柚璃奈へのお土産は慎重に慎重を重ねて選ぼうと決意する将悟だった。



　そのころ、旅館の露天温泉では……。

「ね、ねー、将悟、ちっとも来ないんだけど？」

　茹ゆだって全身が真まっ赤かに染まり、雅は絶え絶えの息を吐きながら言う。

「そっ、そうですね。将悟さん、遅いなぁ……」

　心乃枝は頭をフラフラさせながら答える。

「ほ、ほら鶴つる眞まさん、やっぱ将悟と混浴したいんでしょ～」

「ちちち違いますよ。わたし、一人で入ってるだけですから。神かん凪なぎさんこそ、のぼせそうなら早く上がったほうがいいですよ」

「の、のぼせてなんかないもん。まだ全然あったまってないんだから！」

「わたしだって、手も足も冷えたままですから！」

「あー、温泉って気持ちいいなぁ～。あはははは」

「そうですよー。もっと温まらないと、もったいないですよね～。うふふふふ」

「あははははは……」

「うふふふふふ……」



　将しよう悟ご、凜りん香か、愛ま菜な、芽め依いの四人が買い物を済ませて物産センターの外に出ると、歩道の先から小こ都と里り先生と瀬せ利りが歩いてきた。二人とも両手にどっさり紙袋をぶら下げている。付近の店をまわって買い物をしていたらしい。

「お前らもお土産みやげ買いに来てたのか」

「小都里先生の荷物、全部お土産なんですか？」

　将悟が聞くと、小都里先生はやれやれとため息をつく。

「職員室中に配るからなー。オトナの付き合いってのは大変なんだぜ」

「わたくしも、社内での人脈作りに贈答品は不可欠ですので」

　瀬利もかしこまった声で言う。

「ところで買い物が終わったんなら、ちょっと付き合わないか？　近くに珍しいフルーツパーラーがあるらしいんだ。せんせーがおごってやるからよ」

　小都里先生に言われて、将悟たちは顔を見合わせた。

「愛菜は行きた～い！」

「そうですわね。歩きましたから、一休みしましょう」

「わたしも観光地の飲食店に興味があるぞ」

　というわけで愛菜、凜香、芽依も賛成し、皆で小都里先生オススメのパーラーへと向かうことになった。

　一度将悟は立ち止まり、旅館の方角を見る。

「どうしました、将悟さま？」

　瀬利が気づいて聞いた。

「いえ、心こ乃の枝えと雅みやび、まだ温泉なのかなって思ったんです。……ま、パーラーで待ってれば、そのうち来ますよ」

　将悟は一同のあとを追って再び歩き出した。

　小都里先生に連れて来られたのは、物産センターの近くにあるフルーツパーラーだった。店内はヤシの木の形をした柱が立ち並び、ハワイアンミュージックが流れている。暖房が効いて暖かく、雪景色の屋外とは対照的に南国気分が広がっていた。

「ん～っ、このパインフラッペ、冷たくておいし～い！」

　窓際の席でフラッペにパクつきながら、愛ま菜なが感激の声を上げる。

「つぅ……。頭がキーンとしてきましたわ……」

「もぅ、凜りん香かちゃんったら、いっぺんにかき込むからだよ～」

　その横では、芽め依いがシャリシャリ音がするジュースをストローでかき回していた。

「むぅ、このマンゴーフロートなど、半分凍ってシャーベット状になってるぞ」

　一同が食べているのは、フルーツがたっぷり盛られたかき氷や、シャーベットの入ったフロートだ。どれもスプーン一いつ杯ぱい口に入れるだけで、舌が凍りそうなほど冷えている。

「どーだ、うめーだろ。せんせー、旅行前から目をつけてたんだぞ。一年中冷菓を堪能できるパーラーでな、ガイドブックじゃ、毎年三つ星のオススメ店に選ばれてるんだ」

「さすがは小こ都と里り先生です。酒とＢ級スイーツに関する情報通ぶりは、帝みかど野のグループのマーケティング部をも凌りよう駕がするほどですね」

　瀬せ利りはいつもと変わらぬ冷静な顔でフロートを飲みながら、本気なんだかおだててるんだか判断できない言葉で褒めそやした。

　将しよう悟ごも季節外れのスイカフラッペを食べている。味は確かにおいしい。店内は暑いくらいに暖房が効いているから、デザートの冷たさもちょうどいい。

「……にしても小都里先生、なんで冬にわざわざかき氷を食べるんですか？」

「チッチッ、わかってねーなぁ、帝野は。寒～い真冬に冷た～いかき氷やアイスを食べる！　この無駄っぷりこそが、最高の贅ぜい沢たくってなもんなんだ！」

　わかったようなわからないような気分で、将悟はまた一口、凍りつくほど冷たいかき氷を口に運ぶのだった。



　そのころ、旅館の露天温泉……の隣に併設されたサウナルームでは……。

　バスタオル一枚巻いた心こ乃の枝えと雅みやびが、全身からダラダラと滝のような汗を流していた。

「はぅ……。あづい……」

　真まっ赤かな雅の額ひたいから、ポタッ、ポタッと汗のしずくが落ちている。

「頭がぼんやりしてきます……」

　心乃枝はだらんと両腕を垂らし、あごから落ちる汗をぬぐいもしない。

「かき氷が食べたいよぉ……」

「ジュースが飲みたいです……」

　雅は、どんよりした目で力なく心乃枝を見た。

「ね、ねぇ鶴つる眞まさん。将悟、もう来ないんじゃないの？」

「わ、わたしも……そんな気がしてきました……」

「そろそろ混浴したいって認めたら……？」

「神かん凪なぎさんこそ、将悟さんに甘えたいって認めるべきですよ……」

「も、もぅ、鶴つる眞まさんったら意地っ張りなんだから……」

「神かん凪なぎさんこそ、もっと素直になればいいのに……」

「と……ところであたしたち……なんでサウナ入ってんの……？」

「さ、さぁ……？」



　夕方近くなって、将しよう悟ごたちは旅館に戻ってきた。

「やぁ、ただいま！　お土産みやげは無事に買えたかい？」

　入り口の扉を開けるとさっそく衣い楠くすが出迎えて、女の子たちの荷物を預かってくれる。

「いろいろ探したけど、なんとか見つかったよ」

　将悟は柚ゆず璃り奈なへのお土産が入った紙袋を掲げた。受験勉強の集中力が高まるという温泉カルシウム入りミルククッキーだ。本当に集中力が高まるのかよくわからないけど。

「いろいろあって楽しかったし、心こ乃の枝えと雅みやびも来ればよかったのに……って」

　何なに気げなくロビーの端にあるソファを見て、将悟は思わず目を丸くした。

　ソファに浴衣姿の女の子が二人、茹ゆでダコのように真まっ赤かな体でクテッと座りながら扇風機の風に当たっている。

「心乃枝!?　雅!?　二人ともどうしたんだ？」

「実は将悟くんたちが出かけている間、ずっと温泉に入っていてね。しかもその後サウナにも入り続けて、ようやく出てきたときにはすっかりのぼせ上がっていたというわけさ」

「ずっと温泉にって……そんな長なが風ぶ呂ろしてたのかよ？」

　将悟はちょっと呆あきれながら二人のそばに駆け寄った。

「あのなぁ、いくら温泉好きでも、長風呂には限度ってもんがあるぞ。もうちょっと常識をわきまえてだな……」

　お説教を始めたとたん、心乃枝と雅はパチッと目を開け……

「将悟さんのせいですっ!!」

「そーよ！　将悟が悪いっ!!」

　ギロリと恐こわい目で睨にらまれ、将悟はわけもわからず目をパチクリさせるのだった。



　　　　§



　夜になると雲はすっかり晴れて、月明かりが雪の積もる旅館の建物を照らしている。

　夕食を終えた将悟は露天温泉の男湯に漬かっていた。月光と常夜灯に照らされた夜の温泉は、昼とは違った神秘的な雰囲気に包まれている。

　今夜は貸し切り状態だから、ほかに男性客はいない。広々とした天然温泉を独り占めだ。

「疲れが癒えるなぁ～」

　将しよう悟ごは身も心もリラックスしながら、思いっきり体を伸ばした。

　板壁で隔てられた女湯のほうから賑にぎやかな声が聞こえてくる。女の子たちが温泉に入ったようだ。心こ乃の枝えと雅みやびの声もした。もう一度みんなと温泉を楽しむのだろう。

　賑やかな声を聞いていると、ちょっとばかり、一人で温泉に入ってるのが寂しくなる。

　すると湯気の向こうから、ピチャピチャとお湯をかき分けて近づく物音がした。誰だれかがこちらに向かっているらしい。

　ほかに男性客はいないはずだけど……従業員の男性が利用してるんだろうか。

　やがて湯気の中に人影が見え、その姿が明かりの中に現れた。

「将悟くん。心ゆくまで温泉を堪能してるかい？」

　体にバスタオルを巻いた衣い楠くすが立って、髪や肌から温泉のしずくをしたたらせている。

「い、衣楠っ!?　なんでここに!?　女湯はあっちだぞ！」

　将悟はバチャバチャとお湯をはね飛ばす勢いで後ずさるが、背を竹垣に阻まれる。衣楠は構わず将悟の前に歩いてくると、すぐ隣に腰を下ろした。

「いいじゃないか。女を磨く修業も疲れるものだ。たまには元に戻りたいよ」

「いや元から女だろうがっ」

「女湯は人数が多いからね。従業員の身であるボクとしては、遠慮するべきだろう」

「お……俺おれには遠慮しなくていいのかよ……」

　騒ぐと女湯に聞こえてしまいそうだ。

　しかたなく将悟はドギマギと鼓動を打ちながら腰のバスタオルを堅く巻き直し、衣楠に背を向けて湯の中に座り込んだ。

「それにしても、難しいもんだ」

「……何が」

「鶴つる眞まくんと神かん凪なぎくんさ。あれほど長時間温泉で一緒だったのに打ち解けないとはね」

「心乃枝も雅も、もう少しお互い素直になればいいのにな……」

　言うと、衣楠はしばらく黙った。

　やがて口を開き、こんなことを言った。

「一番素直じゃないのは、案外、将悟くんかもしれないよ」



　温泉に入り、愛ま菜なは両手でお湯をすくって香りを嗅かいでいた。

「お湯がミルクみたいな色してるよ～。飲んだら甘いのかなぁ」

「やめてください天てん導どう会長。お腹を壊しますわ」

　隣にいた凜りん香かが呆あきれた顔で注意する。

　心乃枝は左腕を伸ばし、お湯に濡れた手でこすってみせた。

「こんなふうに、体に塗るといいそうですよ。お肌がすべすべになるんですって」

「ほんと!?　じゃあ、まず凜りん香かちゃんからお肌すべすべにしてあげる！」

　愛ま菜なは凜香の背後に立ち、彼女のバスタオルの下に手を伸ばす。

「ひゃうっ!?　ちち、ちょっと天てん導どう会長！　脇わき腹ばらをすりすりしないでくださいっ！」

　凜香がくすぐったさに悲鳴を上げ、ザバッと波しぶきを立てて立ち上がった。

　その瞬間、彼女が体に巻いていたバスタオルが愛菜の手に引っかかって解け落ちる。

「うわぁ……」

「ほほぉ……」

　凜香の正面にいた雅みやびと芽め依いが、露あらわになった凜香の体を見つめて感嘆とも嘆息ともつかない息を吐いた。

「ど……どうしたのですか、センパイがた。わ、わたしの体が、何か？」

　見つめられて少し恥ずかしそうに、凜香は両腕で自分の胸を覆い隠す。

　芽依が、自分の胸元をちらりと見下ろしながらつぶやいた。

「なぁ神かん凪なぎ。国くに立たちは一番年下なのに、こんな胸をしてるんだぞ。許せんとは思わないか」

　雅は大きく首を縦に振った。

「思う！　一年生なのにこんな胸されたら、あたしたちが小学生に見えちゃうじゃん」

「む、胸でしたら、鶴つる眞まセンパイや天導会長だってあるではありませんか！」

　必死に反論しながら、凜香は助けを求める目を心こ乃の枝えたちに向ける。

「凜香ちゃんって、お腹もこんなにほっそりしてて、ほんとにナイスバデーだよねぇ。愛菜、うらやましいなぁ……」

「おしりもキュッて引き締まってますよ。モデルみたいな体形ですよね……」

　愛菜も心乃枝も口をとがらせながら、うらやましそうに凜香の体を見つめた。

「ち、ちょっと、そ、そんなジロジロ見ないでください……」

　四人の少女に前後から体を凝視され、凜香は身もだえした。

「どうしたらこんな、引き締まったおしりになるんでしょう……」

「おっぱいも大きすぎず小さすぎず、きれいすぎてあたし圧倒されちゃうよぉ」

「腰のくびれなんて、こんなにほっそりしてるのに健康的なんだよ～」

「う～む。国立の裸体を目に焼き付けておけば、今後理想のしすたぁずを考える上で大いなる一助となりそうだ」

　みんな目を逸そらさず、羨せん望ぼうの眼まな差ざしで凜香の裸を上から下まで見つめまわした。

「ああっ、もう！　いいかげんにしてくださいっ!!」

　とうとう堪たまりかねて、凜香は両手でビシャンと水面を叩たたいた。

「いいですか、センパイがた！　美しい体になりたいのでしたら、一に努力、二に努力です！　毎日早寝早起きをし、栄養ある食事と規則正しい生活を心がけることです!!」

　凜香は腰に手を当て、講師のような目になって一同を見下ろしながら説教した。

　努力、と言われて、たちまち四人はシュンとうつむいてしまう。

「はぅ、やっぱり努力ですか……？」

「あたし、夜更かししてるから胸がおっきくならないのかなぁ……」

「愛ま菜なも毎日お菓子食べてるし……」

「わたしも『りりかる☆しすたぁず』の経営でストレスが溜たまっててな……」

　凜りん香かの完かん璧ぺきな肉体を前に誰だれ一人反論できず……

「はぁ～……」

　と、重いため息を響かせるのだった。



「俺おれが素直じゃないって、どういうこと？」

　将しよう悟ごは衣い楠くすに聞き返した。

「では聞くが、将悟くんは鶴つる眞まくんと恋人らしく過ごしているかい？　神かん凪なぎくんと、兄妹らしく振る舞っているかい？」

「え……。恋人らしく……兄妹らしく……」

　将悟は口ごもった。

　言われてみれば今回の旅行で、心こ乃の枝えと雅みやびが打ち解け合うことばかり気にしていた。旅行のときだけじゃない。最近ずっと、そんな気持ちだった。

　これから皆で仲よくやっていけるか気にするあまり、恋人としての心乃枝や、妹としての雅との『今』を大切にすることを、忘れていたのかもしれない。

「ボクが思うに、鶴眞くんは遠慮しているんだ。神凪くんから、兄である将悟くんを奪ってしまうんじゃないかとね。だがその気持ちを察した神凪くんは、自分が重荷にされていると感じてるんじゃないかな」

「重荷……」

「神凪くんは、将悟くんと鶴眞くんに恋人でいてほしいと願ってる。だけど自分の存在が重荷に感じられている。……だから鶴眞くんに対して素直になれないのさ」

「そうか……。俺、新しい家族ができるからって、難しく考えすぎてたのかも」

　心乃枝や雅と、自然な気持ちで接する。きっとそれが一番大切なのだ。

　将悟は心乃枝と恋人らしく過ごす。そうすれば、雅だって自分が重荷になってると気にする必要もない。

　もちろん心乃枝と過ごしながらも、雅と兄妹として向き合うことも忘れちゃいけない。

　恋人らしく。兄妹らしく。

　そんなふうに素直に接することが、一番大切なのかもしれない。



「よいですか？　毎日のトレーニングと予習復習。それを欠かさず継続していれば、間食をすることもなく、体が自然と栄養のある食事を要求するようになり……」

　女湯では、凜りん香かの講義がさらに熱を帯びていた。太ももより上をお湯から出し、素すっ裸ぱだかのまま冬の外気にさらしているのに身震い一つしない。さすがは努力によって、完かん璧ぺきに美しい体を作りあげただけのことはある。

　心こ乃の枝えと雅みやび、愛ま菜なと芽め依いの四人は自信喪失した顔で背を丸め、凜香の熱弁を聞いていた。

「そんなところで突っ立って、何やってんだー？」

　一同が声に振り返ると、頭にタオルを乗せた小こ都と里り先生がやって来た。両手で、日本酒のとっくりとおちょこを乗せたお盆を持っている。

　小都里先生は岩壁にもたれて座ると、おちょこに日本酒を注いで一気に飲み干した。

「ぷは～。こりゃ生き返るぜ～。やっぱ人生は温泉と酒だよなぁ」

　見た目は小学生なのに、中身はすっかりオヤジと化している。

「小都里先生！　生徒の前でお酒を飲まないでくださいませ！」

「ま～ま～国くに立たち。せっかくの温泉なんだし、固いこと言うなって。──ところでお前ら知ってるか？　この温泉には、願掛けの効能があるらしいぞ」

「願掛けですか？」

　心乃枝が聞き返す。

「温泉の湯で手を清めて望みのものに触れると、なんでも手に入るんだってよ。まー世の中、努力より神頼みだよなー。せんせーも札束に触れたいぜー」

　教師にあるまじき発言をしながら、小都里先生はグビッともう一いつ杯ぱいお酒を飲み干した。

「お湯で手を清めて……望みのものに触れると……」

「なんでも手に入る……」

　先生の言葉を聞いて、心乃枝や雅たち四人は、ゆっくりと凜香のほうを向いた。

「……？　な、なんですか？　センパイがた、またわたしの体を見て……」

　次の瞬間、四人の目が一斉にキラーンと光った。

「ちょうだいっ！　そのおっきなおっぱいちょうだいっ!!」

　雅が凜香の胸に飛びかかり、

「こら抜け駆けするなっ！　年上に道を譲れっ!!」

　負けじと芽依がもう片方の胸につかみかかり、

「愛菜も！　愛菜にもナイスバデーほしいな～っ!!」

　愛菜は凜香のお腹をスリスリ撫なで回し、

「わたしも、引き締まったおしりになりたいです!!」

　心乃枝は両手で凜香のおしりを揉もみしだいた。

「ひゃあっ!?　みみ、み、皆さん何をするんですかっ！　ちょっ、そ、そんな、強く揉まないで……ひゃふっ、ど、どこ触って……ひ……ひぃあああああああぁっ!?」

　凜りん香かはたまらず全身をくねらせ、彼女たちのバスタオルをはぎ取って抵抗する。それでも最高の美を前にした女の子たちの願いは勢いを止めず、凜香の艶つやを帯びた悲鳴が湯気とともに夜空に響き渡り続けた。



「ひゃ、ひゃめ、ひゃめれすっ！　そ、そんなとこ、くすぐった……あ、ひゃっ、あぁっ、ひゃあああああんっ！」

　女湯を隔てる竹垣の向こうから、妙に艶っぽい悲鳴が断続的に聞こえてくる。

「……隣で何やってんだ？」

　将しよう悟ごはけげんな思いをしながら、つい耳を傾けてしまう。

「さぁね。女同士なのだし、どうせお湯でもかけ合って遊んでるんだろう」

「そんな平和そうな声に聞こえないけど……まぁいいか」

「ところで将悟くんは帝みかど野のグループを継がず、将来、自らの手で新たな会社を興すことに決めたんだね」

　ふいに言われて、将悟は背後の衣い楠くすを横目で見た。

「世の中にはさ、たくさんの家族がいるだろ？　そんな大勢の家族が絆きずなを確認し合える、その手伝いのできる会社を作りたいんだ。──方法はいろいろあるだろうし、俺おれも、これからもっと勉強しなきゃいけないけど」

















「そうか。もし将来、企業活動で困難が生じたときは──ボクを呼んでくれないかな」

「衣い楠くすを？」

「これは嵯さ峨が良らオーナーとも話しているのだが、ボクも、ずっと『りりかる☆しすたぁず』でお世話になれるわけじゃない。やがてはこの力を必要とする人々のために活動したいと考えている。そして、いつかは……」

　衣楠は白い歯を見せ、ニコッと笑った。

「再び将しよう悟ごくんと、活動を共にしたいな」

「そうだな。きっと衣楠の力が必要になる。そのときは頼む。また俺おれを助けてほしい」

　衣楠は何も言わず、ただ、固い約束を受ける表情でうなずく。

　しばらくして彼女は立ち上がった。

「さて、と。ボクも今は旅館の従業員だ。仕事に戻らないとね」

「明日まで、みんなでお世話になるよ……って」

　言いながら彼女の姿を見上げて……将悟は絶句した。

　いつの間にか、衣楠が体に巻いていたバスタオルが取れていた。

　細身に締まった全身が濡れて、艶つややかにきらめいている。男装のときには目立たない胸の膨らみが、月光に照らされて浮かび上がって見えた。

「なな、なんで裸なんだっ!?」

「そりゃあ、温泉に入るために決まってるだろう？」

「そうじゃなくて、なんでバスタオルを外してるんだよ！」

「巻いていると動きにくいからね。取ってしまったよ。……将悟くん、顔が赤いが、のぼせているのかい？　脱衣所まで背負ってあげようか？」

「いやいやいや、のぼせてないからっ!!」

　差し出された衣楠の手を避けるように、将悟はとっさに立ち上がって後ずさりする。

　その瞬間……あわてて動いたせいか足を滑らせ、背を派手に竹垣に打ちつけた。

　バキッ!!　と何かが折れる音がした。

　続いて連鎖的にバキバキと弾はじけるような音。寄りかかった将悟の背が、少しずつ重力に引かれて倒れていき……

「うわわわぁっ!?」

　体制を立て直すヒマもなく、将悟の体は竹垣の向こう側に投げ出された。

「いっててててて……」

　横倒しになってお湯に沈んだ竹垣を押さえながら身を起こす。

　そのとき、背中に視線を感じて将悟は振り返った。

　そこは女湯だった。みんなが呆ぼう然ぜんとこっちを見ていた。

　真ん中に真まっ赤かな顔の凜りん香かがいて、その周囲に雅みやびと芽め依い、愛ま菜なと心こ乃の枝えがいる。

　なぜかみんなバスタオルすらはぎ取った素すっ裸ぱだかで、凜りん香かの体を触りまくっている。

　将しよう悟ごと女の子たちは、お互いに何が起きたのかわからず見つめ合った。そして……

「「「「「きゃああああああああああっ!?」」」」」

　五人分の悲鳴が、一斉に周囲に響き渡った。



「まっっったく、帝みかど野のセンパイときたら、ほんと、信じられませんわっ!!」

　旅館のロビーで、浴衣に着替えた凜香が腕を組んで激しく怒っている。

「め、面めん目ぼくありませんです……」

　彼女の前に正座させられながら、将悟はガックリとうなだれた。

　あのあと、壊れた竹垣を旅館の従業員が調べたところ、一部の根元が壊れかかっていたらしい。そのため将悟は怒られるどころか、旅館側から謝られることになった。

　しかし、それと入浴を見られた凜香たちの怒りは別問題だ。とりわけ凜香は恥ずかしい場面を見られたと思っているらしく、怒り心頭である。

　八つ当たりされてる気がしなくもないけど、そんなこと言える雰囲気じゃない。

「でも、何度も言うように、わざとじゃないんだ。足を滑らせちゃって」

「どうやったらそんなに都合よく足を滑らせるのですかっ!?」

　まさか衣い楠くすと一緒だったとも言えず、答えられない。

　救いを求めるように、囲い炉ろ裏りを囲んでお茶菓子を食べている女の子たちのほうを見た。

「将悟ってほんとイヤラシーんだから」

「だから雅みやび、誤解なんだって」

　白い目を向ける雅に弱々しく言い訳する。

「まったく、裸を見たいのなら堂々と女湯に入ればいいのだ」

「嵯さ峨が良らセンパイ、ムチャクチャ言わないでください」

「やっぱり将悟くんも、凜香ちゃんのナイスバデーがほしいんだね」

「……天てん導どう会長、言ってる意味がわからない」

「…………」

　心こ乃の枝えは困った顔で黙り込んでいる。

　ちなみに小こ都と里り先生は一人で勝手に酔い潰つぶれたらしく、今は部屋でグースカ眠っている。

　さっきから聞いていた瀬せ利りが将悟の前に来て、嘆かわしそうな声を出した。

「将悟さま、やはり不健全な生活をなさっていたのですね。鹿か野の子こさまが知ったら、さぞかし嘆かれますよ」

「瀬利さんまで……。ていうか、なんで母さんが出てくるんですか？」

「将悟さまは帝野グループの跡継ぎとはならず、ご自分の道を歩むと決意されました。それによって、熊くま五ご郎ろうさまの遺言による『生涯の伴はん侶りよを得ること』という跡継ぎの条件も事実上無意味となりました。ですが、緊張感を失った将しよう悟ごさまが深み流りゆう院いん学園の女性たちと放ほう埒らつな生活に浸ひたってしまうのではないかと、鹿か野の子こさまは心配なさっているのです」

「放埒って……」

「そこでわたくしは温泉旅行の機会を利用して、将悟さまが女性に紳士的な態度を貫いておられるか、見極めようとしていたのです」

「だ、だから俺おれたちを招待してくれたんですか……」

「最初のうちは、将悟さまはやはり紳士的であると感心していたのですが、まさか、女湯を覗のぞかれるとは……」

　瀬せ利りは大げさにため息をつく。

　将悟は何も言えなかった。誤解だということは何度も釈明しているし、それに、みんなの裸を見てしまったことも事実だ。

　でも……と、将悟は思った。

　信用されないのは、自分の態度をきちんと表明してないからではないか？

　自分は心こ乃の枝えを大切な恋人だと思っている。それをしっかり伝えれば、いやらしい気持ちなんかないと信じてもらえるんじゃないか。

　決意すると、将悟は立ち上がった。

「瀬利さん、それにみんなも、聞いてほしいんだ」

　その場にいた皆が振り返る。

　彼女たちを見まわし、そして心乃枝の顔を見て、口を開いた。

「信じてほしい。俺が好きな女の子は──」

　言いかけたとき、浴衣のポケットに入れてあった携帯電話が鳴った。

「って、なんだよ、こんなときに……」

　ぶつくさ文句を言いながら画面を見ると『非通知着信』。

　やれやれと思いながら電話に出る。

「もしもし、柚ゆず璃り奈なか？」

『ふ、ふふ、ふふふ……。帝みかど野の将悟、今夜はさぞかし楽し～い思いをしてるでしょうね』

　よほど受験勉強が堪こたえているのか、哀れなほど疲れた声がする。

「あー、今ちょっと取り込み中なんで、またあとで……」

『とっ、取り込み中ですって!?　さては、お、女とねんごろになって体の芯しんまで取り込んじゃうほどいい夢見ようってのね!?　な、なんという淫いん蕩とうリア充！　ゆ、ゆゆゆゆ、許すまじっ!!　壊してやる、絶対ぶっ壊してやるぅっ!!』

「お、落ち着けって。いったいどんな想像してるんだよ」

『いぃやああああっ！　将悟お兄さまぁ、わたくしとの愛を忘れないでえええぇっ!!』

　突然柚璃奈は泣き叫んだ。スピーカーを通じて、周囲にまで漏れ聞こえそうな大声だ。

　あわてて通話を切ろうとした瞬間、瀬せ利りがスッと将しよう悟ごの手から携帯を取り上げた。

「ちょっ、せ、瀬利さん!?」

　瀬利はスピーカーの音量を最大に上げる。たちまちロビーに柚ゆず璃り奈なの声が響き渡った。

『将悟お兄さまああぁ！　わたくしを捨てないで!!　もう一度、もう一度わたくしを愛してください！　あの熱い一夜のように、わたくしを抱いて、体中にキスをして、甘い声で永遠の愛をささやいてくださぁい!!　う……ううぅっ……。わたくしは……わたくしは決して、将悟お兄さまと重ねた肌の温かさを、忘れることなどできませんっ!!　最近……全然、ないんですうううぅっ!!』

　さすがは元天才子役女優だ。男に愛され騙だまされポイッと捨てられた悲劇の女を完かん璧ぺきに演じきっている。その悲痛な叫びを聞けば誰だれもが彼女に同情し、非道の男を憎むだろう。

「あ、あの～、これ、フィクションなんで……」

　将悟はごまかすように力なく笑いながら、周囲の皆を見まわした。

　女の子たちが全員、白ーい目を向けていた。



　　　　§



　約一時間後。ロビーを出た将悟は、疲れた足取りで旅館の廊下を歩いていた。

　あれから必死になって、電話は旅行に来られなかった柚璃奈の腹いせだと瀬利に説明し続けた。最終的には信じてもらえたものの、ぐったりした気分だ。

「まったく、とんだ温泉旅行だぜ……。早く寝よ……」

　自室に戻ろうと階段に差しかかったとき、降りてきた心こ乃の枝えとバッタリ出くわした。

「心乃枝……。どこか行くの？」

「その……将悟さん、まだ怒られてるのかなぁって……」

　心乃枝は心配そうな顔で将悟を見た。

「俺おれの様子を見に来てくれたんだ。大丈夫。別に怒られてたわけじゃないって」

「そうなんですか……。よかった」

「あの、心乃枝。俺、決して覗のぞこうとしてたわけじゃなくて……」

　弁明する自信もなく言いかけると、心乃枝はクスッと笑った。

「わかってますよ。さっきの電話も、宝ほう生しようさんのイタズラでしょう？」

　こんなふうに心乃枝が、心配してくれるのは嬉うれしい。だけど同時に、恋人らしい態度を見せられない自分が、少し情けなくなる。

「それじゃわたし、部屋に戻りますね」

　心乃枝は背を向け、また二階に戻ろうとする。

「待って、心乃枝。今から一緒に、温泉に入らないか？」

「ふ、二人で……ですか……？」

　心こ乃の枝えは見開いた目で将しよう悟ごを見つめながら、ポッとほおを赤く染めた。



　将悟と心乃枝が来たのは、サウナルームの隣にある小部屋だ。中央に小さな浴槽があって、二人は腰掛けながら裸足を湯に浸ひたしている。

「足だけ漬かるのも気持ちいいですねぇ……」

　心乃枝はうっとりと心地よさそうな声を出す。

「さっき見つけたんだ。足湯の温泉もあるんだな」

「これならずっと漬かってても、のぼせませんよね」

　昼間のことを思い出したのか、心乃枝は恥ずかしそうに笑う。

　心乃枝と話しながら、将悟は考えた。

　やっぱりもう一度、ちゃんと心乃枝に告白するべきだろうか。

　将悟と心乃枝はお互いに告白し、気持ちを確かめ合った。だけどそのあと、心乃枝が妹かもしれないという疑惑が浮かび、状況は二転三転した。

　二人の関係が判明した今、改めて、恋人になってほしいと告白するべきなのかもしれない。気持ちを確認し、きちんと伝えるために。

　しかし将悟より早く、心乃枝が口を開いた。

「将悟さん、あの……。もうすぐ、バレンタインデーですよね」

「そういえば、そうだよな」

　心乃枝はそれきり、何も言わない。

　将悟は告白の言葉を口にすることをやめた。その代わり、心乃枝にこう答えた。

「バレンタインデーの贈り物って、お返しするべきだよな」

　すると心乃枝はほほ笑んで、大きく首を縦に振る。

「はい！　お返しがもらえたら、とっても嬉うれしいですから！」

　将悟は考えた。ホワイトデーのお返しは、何がいいだろう。

　そして、これからこんなふうに、心乃枝と恋人らしくしていこうと思った。

　恋人は、将来、家族になるのかもしれない。

　妹となる雅みやびとも、もっと家族らしくしていこう。

　そんなふうに考えたとき、ふと、頭に疑問が浮かび上がる。

　──家族らしいって、どういうことなんだろう？

　……と。










２話　決戦はバレンタイン！





　放課後の生徒会室でノートパソコンを開き、国くに立たち凜りん香かは三十分近くも悩んでいた。

　ワープロソフトを立ち上げ、文章を書き出しては消し、また書き出しては消す。そんなことを何度も繰り返している。

　文章のファイル名は『生徒会選挙演説』。その演説の原稿を考えているところだった。

　凜香が立候補した役職は、生徒会長。学園生徒を代表する生徒会の責任者だ。

　現在の生徒会長である天てん導どう愛ま菜なは、来年度は生徒会長職から退くと言っている。となれば、誰だれかが後任になる必要がある。

　そこでこの一年、副会長として活動した凜香は、自ら立候補を表明したのである。

　今のところ、凜香以外に生徒会長の立候補者はいない。

　わざわざ生徒会役員なんて面倒ごとを引き受ける生徒は少ないものだ。むしろ候補者がいなくて役員の席が埋まらず、先生から頼まれることすらある。

　このまま順当に進めば、凜香は来年度の生徒会長だ。

　しかし、たとえ立候補者が一人でも、所信表明はおこなわれる。全校生徒の前で演説し、生徒会でどんな活動をしたいのか自分の意見を述べるのだ。

　凜香が書いている演説の原稿は、その演説で話すものだった。

「どう話せばいいのか、迷いますわ……」

　凜香はキーボードを打つ手を止め、つぶやいた。

　もう一月も終わりだ。来年度の生徒会役員を決める投票日は、二月の十四日。あと二週間程度しかない。

　日は刻々と過ぎていくのに、演説の内容が決まらない。数日間、頭の中で言葉がまとまらなかった。

　椅い子すの背にもたれかかり、目を閉じて考えた。

　心の中に、訴えたい意見はたくさんある。

　生徒たちが自らの責任を自覚し、規律を正して行動すること。皆が自主性を持って努力できること。世のため、人のために行動できる道徳を身につけること。

　この深み流りゆう院いん学園に通う皆に、そんな人間になれるよう訴えかけたい。

　しかしその思いを文字に打とうとすると、うまく言葉にならなかった。

　並べた言葉が自分の本心と違うものに思えて、空虚に感じられてしまう。

「何が間違ってるのかしら」

　凜りん香かは考え込んだ。

　空虚に感じるほど、規律を重んじる心を失ってしまったのだろうか。

「昔はもっと、規律正しさを信じていられましたのに……」

　つぶやきながら、ふと一年ほど前のことを思い出した。彼女が入学した直後のことだ。

　　　　◇

　春の陽気が清すが々すがしかった、その日の昼休み。真新しい制服を着た凜香は、深み流りゆう院いん学園の中庭を歩いていた。

　由緒正しき深流院学園の生徒たちは皆、気品の高い人間としての教育を受けている。政財界の親を持つ生徒も多く、将来はどこに出ても恥ずかしくない上品さを身につけることができる。

　こんな学校に入学したのだから、自分もより高く磨かれるはずだ。

　……凜香はそんなふうに考えていた。

　けれど今、彼女の心は違和感がうずまいている。

　歩きながら、ベンチや芝生に座ってお弁当を食べている女子生徒たちを見た。たとえ屋外であろうと、知性あふれる会話をしながら上品な食事を心がけているに違いない……。

　そんな理想もどこへやら。

「あっ、そのタコさんウィンナーも～らった!!」

「ちょっと、取んないでよ～っ！　それならこの唐揚げもらうから!!」

　現実は、騒がしく叫びながら行儀悪くおかずを取り合っていた。

　──少々、品がないのではありませんか？

　遠くから彼女たちを睨にらみ、凜香は不満を募らせた。あんなことで、きちんとテーブルマナーを身につけているのだろうか？

　さらに先へ歩くと、木陰に一人の男子生徒が座って熱心に手元を見ていた。読書をしているらしい。

　──きっと文学を嗜たしなんでいるのですわ。厚い本のようですが、プルーストかしら？

　フランスの偉大な文学者を想像しながらよく見ると、指先が小刻みに動いてる。

　携帯ゲームで遊んでいるらしい。今までゲーム機など実際に触れたことのない凜香は、とっさに判別ができなかった。

「くっ……」

　凜香は軽い怒りを覚えて奥歯を噛かんだ。

　──そもそも、なぜ学校内で遊び道具が必要ですの!?

　これじゃあ、そこらの学校と同じじゃないか。由緒正しき学園の品行方正な生徒たちはどこへ行ったんだろう。

　このままじゃ幻滅しそうだ。

　しかし幻滅したら負けだ。学園がこんな怠惰な状況なら、自ら率先して規律正しく、模範的な行動を示すべきだ。そんな姿を見れば、皆も態度を改めてくれるはず。

　──深み流りゆう院いん学園を、変えてみせますわ。

　熱い思いを抱きながら中庭の端まで来たとき、隅のベンチに一人の女子生徒が座っているのが見えた。

　柔らかそうな長い髪の少女だ。両手を膝ひざにつき、うつむいて地面を見つめている。同学年ではないから、上級生のはず。

　彼女の不安そうな表情が気になって、凜りん香かは声をかけた。

「どうか、なさいましたか？」

　すると少女は顔を上げ、凜香を見返した。突然話しかけられたことに驚いた様子だ。

「新入生の国くに立たち凜香と申します。どうぞ、お見知りおきを」

「に、二年生の天てん導どう愛ま菜なです。よろしく、えっと……凜香ちゃん、だね」

「凜香ちゃん……？」

　子供みたいな呼び方をされて戸惑ったものの、すぐに心を落ち着かせた。

「天導センパイですね。不安そうな顔をされていますけど、困りごとですか？」

　すると愛菜は再びうつむいて、話し始めた。

「……愛菜ね、今年から生徒会長になったの」

「せ、生徒会長ですか？」

　凜香は思わず聞き返した。

　生徒会長というには、少々頼りなさそうな雰囲気だ。おまけに口調も子供っぽい。放課後など真っ先に学校を飛び出して、お菓子を買い食いしてそうな雰囲気だ。

　──いえ、第一印象で人を判断してはいけませんわね。

　すぐに反省し、凜香は思い直した。

　一見頼りなさそうに見えても、生徒会長を引き受ける志を持っている。由緒正しき深流院学園にふさわしい、立派な生徒と考えるべきだ。

「お話しできて光栄ですわ。──生徒会で、何か悩みがありますの？」

「みんなで新しい生徒会がスタートするはずだったんだけど、副会長の子が、春休み中に転校になっちゃったの。新しい副会長が決まるまで仕事を分担するんだけど、まだみんな、生徒会に慣れてなくて……」

「それは大変ですわね」

「生徒会では、毎年新入生歓迎のダンスパーティーを主催することが恒例になってるの。その準備もしないといけないし、人手が足りなくて、困ってたんだ……」

　愛菜の説明を聞いて、凜香は考えた。

　自ら規範的な行動を見せる。学校を変えてみせる。そう決意したばかりだ。

　ならば、困っている人がいたら助けること。

「天てん導どう生徒会長。その副会長職、わたしに手伝わせてくださいませんか？」

　すると愛ま菜なは、驚いた目で凜りん香かを見つめた。

「手伝ってくれるの～？」

「もし任命していただけるのでしたら、そのまま副会長をお引き受けします」

　いい考えだと思った。生徒会役員となれば、全校生徒に規律正しい態度を呼びかけることができる。この学園を変えられる！

　愛菜は顔を明るく輝かせた。

　ベンチから立ち上がり、凜香の両手を握りしめる。

「ありがと～、凜香ちゃん！　すごく助かるよ～!!　今ならすぐ副会長になれるから！」

「生徒会の皆さんで協力して、歓迎ダンスパーティーを成功させましょう」

「うん！　新入生のみんなに、楽しい学校なんだよ～って教えてあげないと！」

「そうですわね。学園の新しい仲間どうし、楽しんで社交を深めるべきですわ」

「凜香ちゃんのおかげで、愛菜もい～っぱいダンスの練習できそうだよ！」

「……ダンスの……練習……？」

　愛菜は早くもダンス気分の顔で、腰をリズミカルにジャカジャカ振り出した。

　どう見ても優雅な社交ダンスの動きじゃない。騒々しい音楽をバックに、ちょっと品のないお姉さんが踊ってそうなダンスだ。

　何かが微妙に違っているような予感がしながらも、凜香は……

　──これで学園生活の目標が決まりましたわ。

　と、生徒会副会長としての決意を噛かみしめるのだった。

　　　　◇

　生徒会室のノートパソコンの前で、凜香は憂ゆう鬱うつなため息をついた。

「あのころは、迷うことなどありませんでしたのに……」

　規律正しい学園を目指す。そんな目標を疑うことなく邁まい進しんしていた。

　なのに……どうして今、その目標に自信が持てないんだろう。

　──きっと、天導会長のせいですわ。

　ちらりと、誰だれもいない生徒会長席を見る。

　学園を楽しくするためとはいえ、お祭り騒ぎのイベントばかり企画している愛菜。毎日毎日仕事もいいかげんなまま、お菓子ばかり食べている愛菜。一年間、そんな生徒会長と一緒にいたせいだ。

　彼女だけじゃない。

　──帝みかど野のセンパイも、悪いんですわ。センパイがわたしの心を惑わせるから……。

　帝野将しよう悟ご。いつだったかこの生徒会室で、自ら服を脱ぎ捨てて彼に迫ったときのことを思い出し、凜りん香かはほおを赤らめた。

「そっ、そうですわよ！　センパイがわたしの心を惑わすから、あんな乱れたことをする人間になってしまったのです!!」

　一人、思わず叫ぶ。

「天てん導どう会長と帝みかど野のセンパイが……わたしを、堕落させたのですわ……」

　それでも凜香は、愛ま菜なや将しよう悟ごを憎んでなどいない。今となっては大切な友人だ。

　自由奔放に見える愛菜だけど、心の中では生徒たちを思いやっている。

　将悟を好きになったのも、結局は凜香のほうからだ。

　そして何よりもこの一年、いろいろあったけど……楽しかった。

　楽しかったからこそ、愛菜や将悟と一緒に活動するうち、凜香は変わっていったのだ。自由と恋を求める一人の少女として。

　──いけませんわ、こんなことでは。

　凜香は自らを否定するように、首を横に振った。

　新しい生徒会長として、しっかりしなければ。

　初心忘れるべからず。全校生徒の規範となるよう心がけないと。

　改めてノートパソコンに向かい直し、選挙演説の原稿を書き出した。

　二、三行ほど書いたとき、生徒会室の扉がノックされ、一人の女子生徒が入ってくる。

　新聞記者のような大げさなコートを着て、首から大型の一眼レフカメラをぶら下げた少女。小こ脇わきに折り畳んだ学校新聞を抱えている。新聞部の新あら谷や部長だ。

「ククク、失礼するぞ。生徒会選挙への準備は万端かな、副会長」

　新谷部長は凜香の近くに歩み寄ると、パシャリと一枚、彼女の写真を撮った。

　凜香は椅い子すをまわして、新谷部長のほうへ向き直る。

「今、演説用の原稿を書いていたところです。──生徒会室にご用ですか？」

「生徒会選挙立候補者にインタビュウを申し込みたい。来年度生徒会長としての意気込みをお聞かせ願えないか？」

　新谷部長は小型ボイスレコーダーを取り出して凜香に向け、スイッチを入れる。

「いいですわ。──わたしはこの深み流りゆう院いん学園に通う皆さんに、規律と自主性、道徳に富む人々であってほしいと願っています。生徒会長として、皆さんが勉学に集中できる環境を構築するよう邁まい進しんし、自ら学園生徒の規範となるよう努力を怠らない所存です」

　新谷部長はもう一度ボイスレコーダーのスイッチを押して録音を停止した。

「……実に揺るぎない意見だな。さすがは国くに立たち凜香。選挙戦の行方が実に楽しみだ。誰だれが次期生徒会長になるのか、まさに学園の将来を占う決戦となるであろう」

　ふと凜香は、新谷部長の言葉を聞きとがめた。

「……選挙戦の行方？　行方も何も、生徒会長の立候補者はわたし一人ですが……」

「まだ聞いてなかったのか？」

　新あら谷や部長は、抱えていた学校新聞を机に置いた。

「明日の朝に配信される、出来たてホヤホヤの『深み流りゆう院いんタイムズ』だ。見るがいい」

　凜りん香かは言われたまま、学校新聞を手にとって広げた。

　紙面のトップに書かれた見出しを見て、凜香は目を見開いて絶句した。

『天てん導どう生徒会長、来年度の生徒会選挙に出馬表明！』

　と、書かれている。

　見出しの下には、大きく愛ま菜なの写真が載っていた。リボンのかかったハートマーク型の箱を持って、手でピースをしながら満面の笑顔を浮かべている。

「天導会長が立候補ですって……？　ど……どういうことですかっ!?　来年度は生徒会長を退くと言っていましたのに！」

「今朝になって、急きゆう遽きよ立候補を決めたようだ」

　わからない。愛菜の意図がわからない。

　これは、凜香へ挑戦状を叩たたきつけたのか？

　彼女と選挙を戦うつもりなどなかった。愛菜が来年は生徒会長を退くと言ったからこそ、凜香は後任を引き受けようと決めたのに。

　それが今になって突然……。

















　凜りん香かは震える手で紙面を凝視した。

　愛ま菜なへの緊急インタビューが掲載され、彼女が選挙公約を語っている。

『愛菜が生徒会長になったら、毎日た～くさん、楽しいイベントを開催しちゃいます！　二月十四日には、バレンタインのチョコレートパーティーも開くから来てね～。みんなでチョコを食べていっぱい楽しも～！』

「な……なんですか、これは。いくら天てん導どう会長でも不ふ真面目まじめです！」

　凜香は憤慨した。毎日イベントだなんて不可能に決まってる。一年間生徒会長をしたのに、なんでこんな公約を掲げてるんだろう。

「……きっと天導会長は、選挙を楽しみたいだけですわよ」

　凜香はそう考えて納得し、新聞を机に置こうとした。

「あの天導会長が、そんな単純な理由で重要な選挙に立候補すると思うか？」

　しかし、新あら谷や部長の言葉で手が止まってしまう。

　そうだ。愛菜は何も考えていないように見えて、実は深い考えを持っている一面がある。一年間共に活動してきた凜香には、それがよくわかる。

「国くに立たち副会長。おぬしに天導会長に勝てる見込みがあるか？」

「どういうことですか？　わたしが負けると……？」

　新谷部長は「ククク……」と笑いながら、愛菜の写真が載った紙面を指差した。

「よいか、天導会長は極めて戦略的だ。彼女がチョコレートパーティーを開くと聞けば、お祭り好きの生徒たちはこぞって彼女に票を入れるだろう」

「な、何を言うのですか。バレンタインなど学生の本分ではありません。年度末は一年間の勉学の仕上げをする重要な時期。もっと気を引き締めるべきです」

「正論だな。だが正論だけで人は動かせぬ。──生徒のためにイベントを開き楽しく過ごそうと主張する候補者と、生徒は常に努力し勉学に励めと主張する候補者。どちらに人気が集まるかな？」

「それは──」

　言いかけて、言葉が続かない。

　凜香も見てきたはずだ。いくら由緒ある深み流りゆう院いん学園の生徒と言えども、勉強なんかより遊ぶことのほうが好きだ。苦しいことより楽しいことのほうがいい。多くの生徒がそう考えている。

「バレンタインなど、ほんの一例に過ぎぬ。重要なのは、国立副会長、おぬしが──生徒の人心を掌握できておらぬことだ!!　人の心がわからぬ者に、信頼が集まると思うか!?」

　今度こそ、凜香は声も出せなかった。

　生徒の心がわかっていない……。

「天導会長はわたしに、生徒会長になる資質がないと言うのですか……？」

　だから彼女は、突然立候補したのだろうか。

　凜りん香かに生徒会長を任せられないと判断して……。

　そのとき生徒会室の扉が開いて、凜香は振り返った。

　入って来たのは愛ま菜なだ。凜香はつい顔を強こわばらせてしまうが、愛菜は気づいた様子もなく新あら谷や部長のほうを向く。

「ただいま～。あ、新谷部長、来てたんだ！」

　愛菜は凜香が持っていた新聞を見ると、無邪気な顔で笑う。

「ねぇ凜香ちゃん。愛菜の写真、どうかな～？　きれいに撮れてる？」

　凜香は答える余裕もない。

　立ち上がるなり、愛菜の正面に詰め寄った。

「天てん導どう会長!!　これはどういうことですか!?」

「愛菜も立候補しちゃったの～。しばらく迷ってたんだけど、やっぱり出ようかなって」

「こ……これでは、わたしと天導会長が選挙で戦うことになるんですよ!?」

　すると愛菜はキリッと表情を引き締め、大きくうなずいた。

「うん！　お互いがんばろうね、凜香ちゃん!!」

　自分は誰だれからも信頼されないのだろうか……？

　本当に、選挙で負けてしまうのか……？

　もはや選挙演説の言葉など消え失うせた。凜香は心が不安に覆われたまま、何も言えず立ち尽くしていた。



　　　　§



　しかし立候補した以上、あとには引けない。

　それに、自分が誰からも信頼されていないなどと認めたくなかった。そんなはずはない。自分にだってちゃんと、皆と心を通わせられるはずだ。

　凜香は思い立ち、生徒たちの心を理解するべく行動を開始した。

　まずは愛菜が生徒会室に置いていたマンガを拝借して読んでみた。

　さすがの凜香も、マンガまで否定するほど古風な頭ではない。彼女自身が読んでいる作品もある。問題は、校内にマンガや携帯ゲームを持ち込む生徒が多いことだ。その行動が、凜香には理解できなかったのだ。

「家で読めばいいではありませんか。なぜ勉学の場で遊ぶ必要があるのです？」

　しかし愛菜は毎日、生徒会室で仕事をサボって笑い転げている。きっと学校でマンガを読むという行為には、途方もない魅力があるに違いない。

　凜香は副会長席に座り、ページを開いた。

　内容はシュール系のギャグマンガだ。十ページ、二十ページと読み進めていく。

　しかし一向に楽しめない。

　生徒会室でサボっている罪悪感が勝まさり、のめり込めないのだ。

　──いけませんわ。校内でマンガを読んで笑えるようにならないと。

　そう考え、愛ま菜ながやってるように三ページ読むごとに一度、

「あはははは～」

　と、無理やり声を上げて笑った。

　真剣にじっくりと二時間かけて一冊読み終わったころには、すっかり徒労感と虚しさに包まれていた。残ったのは、生徒会の仕事を片付ければよかったという後悔だけだ。



　それでも凜りん香かは諦あきらめない。

　──マナーを守らない生徒の気持ちも理解しなくては。

　昼休みになると、自家製の重箱弁当を持って中庭へ向かう。

　ちょうど近くで神かん凪なぎ雅みやびと嵯さ峨が良ら芽め依いがお弁当を食べていたので、彼女たちの前に歩いて膝ひざをついた。

「お、国くに立たちも一緒に食うか？」

　芽依に聞かれても黙ったまま、凜香はじっと雅の弁当箱をのぞき込んだ。

　箸はしを取り出し、サッと弁当箱の中に伸ばす。

「このタコさんウィンナーも～らった！」

　凜香はタコさんウィンナーを奪って、パクリと口に放ほうり込む。

　その間、わずか一・五秒。あまりの早業に、雅はポカンと口を開けている。

「あ……あたしのタコさん～っ!!」

　我に返って叫ぶ雅にも気にせず、凜香はおもむろに重箱を開けた。

　角切りステーキをつまみ、雅の弁当箱に放り込む。

「あらっ、松まつ坂さか牛うしのステーキを取られてしまいましたわ～」

　雅も芽依も顔にハテナマークを浮かべ、あんぐり口を開けて凜香を見ていた。

　凜香は考え込んだ。

　なんで学校の女の子たちは、お弁当のおかずを交換するのだろう。

「これの、何が楽しいのですか？」

　凜香は率直に聞いてみた。

「さぁ……？」

　雅は呆ぼう然ぜんとした顔のまま首を横に振った。



「よくわかりませんね……」

　放課後、凜りん香かは女子寮への帰り道を歩きながらつぶやいた。片手にクレープを持っている。駅前の商店街にあるクレープ店に寄り道して買ったものだ。

　歩きながら一口食べて、『やっぱりわからない』という表情で首を横に振った。

「クレープ、おいしくなひですか？」

　隣を歩く滋し賀がさんが、不安そうに聞く。

　深み流りゆう院いん学園の生徒たちがする困った行動の一つが、寄り道と買い食い。感心できることじゃないけど、きっと秘められた魅力があるはず。

　そう考えた凜香は、滋賀さんに人気の店を教えてもらったのである。

「いえ、味は悪くありませんが……。マナーの悪いことなどせず、寮に帰って落ち着いて食べたほうがゆっくり味わえますわ。なぜ下校中に歩いて食べる必要があるのです？」

「そ、それは……お腹が空ひちゃうんですよ。学校で疲れたあとは、甘いものが食べたくなるんです」

「では、校内でマンガを読んだりゲームをすることは？」

「勉強で疲れたら、ちょっと頭を休ませたくなるんです、きっと」

　滋賀さんは不ふ真面目まじめな生徒を弁護するように言った。

「わたしは何も、マンガを読んだりクレープを食べたりするなと言いたいのではありませんわ。嗜たしなむことも結構。……ですが、小さな気の緩ゆるみが大きな気の緩みに繋つながるのです。嗜む場所をわきまえ、欲求を自戒すべきではありませんか。学業の場に持ち込むなど、もってのほかです！」

「は……はひ……」

　凜香の勢いに気け圧おされ、滋賀さんはコクコクとうなずいた。

　しかし、凜香はすぐに自信を失ってうつむく。

「こんなわたしは、やはり、生徒たちを理解できていないのでしょうか……」

「そんなことなひですよ！　みんな、国くに立たちさんのこと信頼してますから」

　滋賀さんが勇気づけるように言うと、凜香はほほ笑み返した。

「ありがとう。そう言ってもらえるだけで嬉うれしいです」

「……実はわたしも、生徒会選挙に立候補したひって思ってるんです。生徒会長なんて無理だから、副会長になって、国立さんと協力して生徒会を運営して行きたひなって……」

　滋賀さんは消え入りそうな声でボソボソと話した。自信なさそうに視線を落とし、まるで怒られると思っているみたいだ。

　凜香と同様に一年生の滋賀さんは、現在、生徒会の副書記という立場だ。正書記は三年生の生徒だけど、受験勉強のためあまり活動していなかった。

　今のところ、副会長に立候補している生徒はいない。だから彼女が立候補すれば、そのまま副会長に就任するだろう。

「わ、わたし、大したことできなひですけど、一生懸命やりますから……」

　凜りん香かはそっと滋し賀がさんの肩に手を置いた。

「滋賀さんに手伝ってもらえたら、とても心強いですわ」

「ほ、本当ですか!?」

「えぇ。この一年間、わたしが見落としたことを気づいてもらえて、何度も助けられました。来年も生徒会を盛り上げましょう」

「はひ!!」

　滋賀さんは嬉うれしそうに笑った。

　──そうです。滋賀さんのためにも、来年度は自信を持って生徒会長を務めなくては。

　凜香は心の中で決意した。

「わたしは、生徒の皆さんが、よりよい学園生活を送ってくれることを望みます。それにはまず、規則正しい生活と、常に努力を怠らない精神を心がけること。──誠心誠意呼びかければ、皆さんも理解してくれますわ」

　迷ってはいけない。生徒の規範となるには、自分自身が強く信念を貫かねばならない。

　自ら信じる道を歩いて、生徒たちを導かなければならないのだ──。

　ふと、凜香は甘ったるそうな看板に気づいて立ち止まった。

　そこは『マリー・ショコラ』という洋菓子店の前だ。目に入ったのは、チョコレートケーキのイラストが描かれた、バレンタインセールの立て看板だった。

「まったく、バレンタインなどに浮かれて何が楽しいのやら」

　呆あきれながら、ショーウィンドウを見た。ガラスの向こうに、数々のケーキや洋菓子が陳列された店内が見える。

　そこに、ウキウキした顔でお菓子の棚を吟味している愛ま菜なの姿があった。

「て、天てん導どう会長……？」

「すごく楽しそうな顔してますね……」

　凜香と滋賀さんが見ている前で、愛菜はチョコレートの箱を次々と手に取り、山盛りになった網カゴをレジへと持っていく。

　やがて支払いを済ませた彼女が店の外に出て来た。

「あ、凜香ちゃん、滋賀さん！　バレンタインのチョコ買いに来たの～？」

「違いますわよ。……何をそんなに買い込んでいるのですか？」

　凜香は愛菜の抱える紙袋を見た。チョコレートの入ったギフトボックスが目め一いつ杯ぱい詰められて、今にもあふれ出しそうだ。

「チョコレートパーティーのチョコだよ。パーティーでは、みんなにチョコを持ち寄ってもらうんだけど、愛菜からもたくさんプレゼントするんだ」

「バレンタインはまだ先ですわよ」

「これは試食用のチョコなの。この中からプレゼント用のチョコを決めるんだよ」

「……言っておきますが、試食用の予算など生徒会から出ませんからね！」

　釘くぎを刺すと、愛ま菜なは少し口をとがらせた。

「わかってるよ～。ちゃんと愛菜のお小遣いで買ったんだから。──それじゃ、これから一生懸命試食するから、先に帰ってるね」

　笑顔に戻り、「また明日～」と手を振りながら寮の方角へ走っていく。

「天てん導どう会長、活き活きしてますね……」

　愛菜の背を見送りながら、滋し賀がさんがつぶやいた。

　凜りん香かは何も答えられなかった。滋賀さんの言うとおり、活き活きして楽しそうだ。愛菜はきっと生徒たちの気持ちを知っている。知っているから楽しさを共感し合える。

　心を共有するために行動する人だからこそ、生徒たちは彼女を信頼する……。

　──わたしが生徒会長になって、皆に信頼されるのかしら……。

　凜香の心の中で、ついさっきの決意は、早くもぐらつきそうになっていた。



　凜香の不安が決定的になったのは、ある日の昼休みのことだった。

　職員室での用事を済ませ、教室に戻ろうと校舎の渡り廊下へ差しかかったときだ。廊下の先で、三人の生徒が騒々しい声を上げていた。一年生の女子生徒が二人、言い争いながら睨にらみ合っている。

「あんたが先に言い出したんでしょ!!」

　ショートカットの活発そうな子が叫ぶと、

「すぐ人の責任にするのって、ズルくない？」

　ロングヘアで落ち着いた雰囲気の子が冷たく言い返す。

　凜香はすぐに駆け寄り、オロオロした顔で見守っているおかっぱの女の子に聞いた。

「どうしたのですか？」

「ライブのチケット予約で、約束を破った破ってないってケンカになっちゃって……」

　彼女はケンカしている二人を心配そうに見ながら説明した。片方の子が予約チケットの購入を引き受けながら、守れなかったことが原因のようだ。

　些さ細さいな理由から言葉の応酬を重ねているうちに、こんな言い争いに発展したらしい。

　話している間にも二人が投げつける言葉はエスカレートし、とうとう、片方の女の子がもう一人の腕をつかみ上げた。

「お待ちなさい！」

　凜香は両者の間に割って入り、二人の肩を手で制した。

「国くに立たちさんには関係ないでしょ！　黙っててくれる？」

　ショートカットの子が叫ぶ。

「関係あろうとなかろうと、ケンカを見過ごすわけにはいきません！」

「わたしたちの問題だから放ほうっておいて」

　ロングヘアの子も、苛いら立だたしげに凜りん香かを睨にらみつけた。

「あなたたちだけの問題ではありません！　校内で言い争うなど、他ほかの生徒にも迷惑が及びます。どちらが悪いなどと言わず、冷静になって話し合うべきですわ！」

　名家のお嬢さまで成績も優秀。そのうえ生徒会の副会長と、校内でも一目置かれる存在の凜香だ。彼女の気迫に押されて、争っていた女の子たちは不機嫌そうに押し黙った。

「もういいわ」

　ロングヘアの子はそう言い捨てると、背を向けて去っていく。

「ちょっと、お待ちなさい」

　凜香が引き留めようとすると、ショートカットの子も反対側を向いた。

「ふんっ」

　腹立たしさを押さえきれない足取りで、校舎のほうへと歩いていく。

　見守っていたおかっぱの女の子が、あわてて彼女の隣に歩きながら、なだめるように話しかけていた。

「み、皆さん、待ちなさい、しっかり話し合って、仲直りを……」

　背を向け合い、離ればなれに去っていく三人の背に声をかける。

　ショートカットの子がちらりと振り返り、凜香を見た。そして吐き捨てるように言った。

「ほんと、ウザい。いい子ぶってさ」

　その言葉が胸に突き刺さり、凜香は動けなくなった。

　ウザがられたことではない。堪こたえたのは、あとの言葉だ。

　──いい子……ぶって……？

　そんなふうに見られていたのだろうか。

　猫を被かぶって、教師に媚こびを売って、きれいな言葉だけを並べ立てている。自分の主張も生徒会での活動も、そう思われていたのだろうか……。

　凜香は、足下が崩れるような感覚に襲われてふらついた。

　──もう、選挙に立てない……。

　そう思った。もう、生徒会選挙の候補者として立つことなど、できない……。



　すっかり自信を喪失し、凜香は気弱な足取りで生徒会室に向かった。教室のある校舎に戻ると、今の生徒たちと顔を合わせそうな気がしたのだ。

　生徒会室には愛ま菜ながいた。生徒会長席の机には、チョコのギフトボックスが山のように積まれてる。その向こうで、愛菜が真剣な顔つきでパクパクとチョコを食べていた。

「凜香ちゃんもこのチョコ食べてみて！　こんなおいしいのパーティーで配ったら、みんな大騒ぎだよ～」

　しかし凜りん香かは答えられず、うつむいたまま自分の席に座る。

「……凜香ちゃん？　気分、悪そうだよ？　風邪でもひいた？」

　愛ま菜なが心配そうに声をかけても、やはり何も言えない。

　しばらくうつむいて、ぽつりと言った。

「わたし……生徒会長の立候補を取りやめます」

　愛菜はしばらくの間、意味がわからなさそうに凜香を見ていた。

「ど……どうして……？」

「わたしより、天てん導どう会長が生徒会長になるべきですわ。よっぽど生徒の気持ちがわかりますもの。皆さんもそのほうが喜びます」

「そんな……。凜香ちゃん、生徒会を辞めるつもりなの……？」

「まだ、立候補者のいないポストが残っていますから。わたしは来年も、天導会長をサポートさせていただきます」

　そう言って、凜香は無理に笑顔を浮かべてみせた。

　愛菜は呆ぼう然ぜんとした目で凜香を見つめた。視線が揺れている。

　沈黙が息苦しい。凜香は落ち着きなく立ち上がると、扉へ向かった。

「先生に、立候補の変更を届け出てきますわね」

　生徒会室の外に出ると、再び職員室へと足を向けた。

　これでいいんだ。これでいい。無理に生徒の心を理解しようなどと考えず、自分の得意な範囲で生徒会の仕事をサポートすればいい。

　それが自分にとっても愛菜にとっても学校にとってもベストなことだから。

「凜香ちゃん！」

　廊下の階段を下りかかったところで、背後から呼び止められた。

　振り返ると、あわてて追って来たらしく、愛菜が荒い息を吐いている。

「ダメだよ……。凜香ちゃん、生徒会長にならなきゃ」

「ですから話したとおり、わたしなんかより天導会長のほうが……」

「違うの！」

　愛菜は凜香の言葉を遮った。

「違うの……。愛菜は、凜香ちゃんに生徒会長になってほしかったの……」

「だって、天導会長も立候補したではありませんか。わたしが生徒会長に向いていないと、見抜いていたのではありませんか？」

「そうじゃないよ……。愛菜と凜香ちゃんが選挙で戦っても、愛菜、負けるに決まってる。誰だれだって、凜香ちゃんのほうが頼りがいがあるって知ってるから。だから……」

　凜香は狐きつねにつままれた気分で愛菜を見つめ返した。

「……どういうことか、さっぱりわかりません。負けるに決まってるって、それならなぜ立候補など……？」

「凜りん香かちゃん、選挙演説の原稿を書きながら悩んでたでしょ。なんだか、生徒会長になるのに自信がなさそうな顔してた。だから……選挙で誰だれかと戦って勝てば、みんなに認められたんだって自信がつくって思ったの」

「自信がつく……？　そ、それじゃ、天てん導どう会長は、まさか……わざと……」

「凜香ちゃんに負けるために、立候補したの……」

　学校新聞に載った立候補表明を思い出した。あそこで愛ま菜なは、不ふ真面目まじめな公約を掲げていた。あれも落選するための小芝居だったのだ……。

「凜香ちゃん、負けず嫌いだからやる気出してくれるかなって考えて……。そんなに悩んでたなんて気がつかなくて……」

　愛菜は消え入りそうな声で謝る。

「ごめんね……」

「……ふざけないで……」

　声が震えていた。なぜだか悲しかった。裏切られて胸がえぐられたような思いがする。

　目頭が熱くなって、両目からこぼれ落ちた涙がほおを伝った。

「ふざけないでくださいっ!!」

　凜香の叫びが廊下に響き渡る。そのまま愛菜の顔も見ず、凜香は彼女を振り切るように駆け出した。

　愛菜はうなだれたまま、追いかけて来なかった。
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　放課後の生徒会室で、凜香は一人、ぼんやり座っていた。

　午後の授業を過ごしたあとで、感情はだいぶ落ち着いてきた。昼間、愛菜から立候補の真意を聞かされて動揺した心も、平静さを取り戻している。

　生徒会長の席を見ても、愛菜はいない。机の上にチョコレートのギフトボックスが無造作に置きっぱなしになっている。

　愛菜に対して、あれほど感情的に怒ど鳴なってしまったのは初めてだ。

　生徒会室の扉が遠慮がちに開き、滋し賀がさんが入って来た。

「国くに立たちさん……大丈夫ですか？」

「えぇ、なんとか。昼間は取り乱してしまいましたわ」

「本当に、生徒会長の立候補を辞めちゃうのですか？」

「それは……」

　凜りん香かは答えられなかった。迷っていた。

　冷静になって考えてみれば、愛ま菜なは凜香に自信を持たせようとしてくれた。凜香のことを考えてくれていたのだ。

　それでもやはり、『わざと負ける』などという言葉を受け入れられない。

　自分の心の弱さを見透かされた気分だった。苦しくて、愛菜を責める言葉を吐かずにいられなかった。

「わたしも未熟ですわね。人には『落ち着いて話し合いなさい』などと言いながら、自分では取り乱してしまうのですから」

　愛菜とは、まだ気まずいままだ。さっき廊下で顔を合わせたときも、一言謝ろうと思ったのに、何も言えないまますれ違ってしまった。

「仲直りしましょう！　天てん導どう会長と仲直りしたほうがいひですよ」

「でも、なんと言って謝ればいいのかしら……」

　愛菜に対して怒ってるわけじゃない。心の底では謝りたい。

　だけどまだ、感情が素直になれなかった。

　凜香は立ち上がって生徒会長席のそばに寄った。散らかっている机を眺めていると、ふと、一枚の上質紙が目に留まる。ギフトボックスの下に埋もれかかっていたものだ。『家族に贈るチョコレート』というキャッチフレーズが書かれていた。

　なんとなく手に取り、チラシを見た。

　それは『マリー・ショコラ』のバレンタインギフト用のカタログだ。何種類ものチョコレート菓子やケーキの写真が並んでいる。

　お菓子だけでなく、ギフト用ラッピングの見本も何種類も掲載されていた。恋人に贈る『彼チョコ』ラッピング、片思いの相手への『本命チョコ』ラッピング、『義理チョコ』ラッピング……。

　それだけでなく『友チョコ』『家族チョコ』など、様々な目的に合わせたギフトラッピングが用意されている。近年はバレンタインデーといっても、必ずしも告白相手に贈るとは限らない。

「バレンタインデーがなんの日か、わからなくなりそうですわね」

　凜香は苦笑した。

　店からすれば、いろんな相手に贈ってもらったほうが、より多くチョコが売れるというものだ。そんな商業的な仕掛けが簡単に透けて見える。

　けれどカタログを眺めながら思いついた。

「滋し賀がさん。天導会長にバレンタインチョコを贈れば、仲直りできると思いますか？」

　男性への愛の告白でなくてもいい。友人への和解の言葉を贈ってもいいはずだ。

「素敵ですね！　天導会長、お菓子が好きですから、喜んでくれますよ」

「ですが、うまくいくかしら……。チョコを渡しても、素直に謝れなかったら意味がありませんわ」

　すると滋し賀がさんは少し考え、アドバイスをしてくれた。

「男の人に告白するのと同じじゃなひでしょうか？　気持ちを伝えることですから」

「滋賀さんは、バレンタインに告白したことがありますの？」

　聞くと、滋賀さんは顔を真まっ赤かにして「ぴっ!!」としゃくり上げた。

「こ、告白なんて、で、できなひですぅ……。く、国くに立たちさんなら、ありますよね？」

　むぅ……と、凜りん香かは思わず眉み間けんにシワを寄せた。

「そんなこと、一度もありませんわ……」

「国立さんでも、経験なひのですか……？」

　滋賀さんに信じられなさそうな目で見つめられ、凜香は、なぜだか少しばかり悲しい気分になってしまうのだった。



　翌日の放課後、凜香と滋賀さんは『りりかる☆しすたぁず』の店舗の近くにある、小さなビルに挟まれた路地に立っていた。

　せわしなくビルの陰から顔を出し、誰だれかを待ち構えるように正面の通りを見まわす。

　二十分ほど待ち続けたとき、曲がり角の向こうから歩いてくる人影が見えた。

「来ましたわ」

　凜香は身を潜めながら言って、チョコのギフトボックスを持つ手に力を込めた。

「がんばってくださひ！」

　チョコの入った紙袋を持った滋賀さんは、凜香に発破をかける。

　今、凜香はバレンタインの予行演習をしていた。

　贈り物とともに真心を伝える。簡単なようで難しい。バレンタインの経験がない凜香では、緊張して失敗してしまいそうだ。

　そこでバレンタイン前だけど、親しい人にチョコを贈って真心を伝える練習をしようというわけである。

　人影は近づいてきた。小柄な体に、魔女の三角帽子と黒マント。コスプレな彼女がすぐそばに差しかかると、凜香はビルの陰から飛び出した。

「嵯さ峨が良らセンパイ！」

「のわっ!?」

　芽め依いは、突然目の前に現れた凜香に驚いてのけ反った。

　凜香は両手でチョコを差し出す。

「ば……バレンタインのチョコ、受け取ってください!!」

「バレンタイン……だと……？」

　芽め依いはおそるおそる凜りん香かを見つめた。

「わたしに……か……？」

「はい……」

　う～む、とあごに手を当て、芽依は難しい顔で考え込んでいる。前例のない困難に遭遇した顔だ。彼女の頭脳が全力で困難に立ち向かおうとフル回転しているようだ。

　真剣に考え込んでいた芽依は、再び鋭い目で凜香を見返した。

「なぜだ？」

「な、なぜと言われましても……。その、感謝ですわ。普段からお世話になっている、感謝です」

　またも芽依は考え込み……やがて何か思いついたのか「おぉ！」と手を打った。

「それでいこう！　感謝を込めてチョコを手渡す。シンプルだが、もっとも喜ばれる方法に違いないぞ！」

「嵯さ峨が良らセンパイ？　何をおっしゃってますの？」

「実は『りりかる☆しすたぁず』のバレンタインイベントをどうするか悩んでいたのだ。スペシャルメニューに『チョコレートカレー』を用意してインパクトを狙ねらおうかとも考えたが、やはりオーソドックスに、お客さまにチョコを手渡しするのが一番だ」

　芽依は凜香の手からチョコを受け取り、ニッコリ笑顔で握手した。

「さすがだ、国くに立たち。わたしが悩んでいたことを知って、ヒントを与えてくれたのだな。礼を言うぞ。『しすたぁず』としてバイトしたくなったら、いつでもカフェに来るがいい。国立に似合う高飛車メイド服を用意して待ってるからな」

　芽依は意気揚々とカフェへの帰り道を歩き出した。

「そうと決まればさっそく準備に取りかからないとな～」

　去っていく芽依の背を、凜香はあっけに取られて見送る。

　見ていた滋し賀がさんが駆け寄って、ポカンとしている凜香の肩を揺すった。

「国立さん、どうでした？　気持ち、伝えられましたか？」

「想像と違う形で伝わった気がします……。というか、嵯峨良センパイがビジネス脳すぎて反応が理解できません……」



　次に凜香と滋賀さんは、女子寮付近の通学路にやって来た。ここで帰宅途中の女子生徒を待ち構えようというわけだ。

「今度こそ成功してみせますわ」

　曲がり角に隠れて、凜香はグッと拳こぶしを握って気合を入れる。

「わたし、応援してますから！」

　滋賀さんは紙袋から、次のギフトボックスを手渡してくれた。用意した中で一番高価な本命用チョコだ。これならきっと、真心も伝わるに違いない。

　しばらく待っていると、女子寮に向かって歩いてくる女子生徒の姿があった。

「神かん凪なぎセンパイですわ。──センパイは去年、多くの悩みがあったでしょうから……」

　凜りん香かは、将しよう悟ごの『妹』を巡っての日々をしみじみと思い返した。

　あの日々の中で、雅みやびは大きな秘密を抱え、将悟との関係がいちじるしく変化した。今は明るく振る舞っている彼女だけど、たくさん心を悩ませ、傷ついたに違いない。

　そんな彼女に贈る真心として、よき友人となってくれた感謝を伝えよう。

　凜香は曲がり角から飛び出し、雅の前に立った。

「神凪センパイ!!」

「く、国くに立たちさん？　どしたの？」

　凜香は、サッとチョコの箱を差し出した。

「わたしの真心です!!　受け取ってください!!」

　雅はしばらくの間、無言で凜香を見つめていた。

　やがて、ポンと慰めるように両手を凜香の肩に置く。

「気持ちはわかるわ、国立さん」

「神凪センパイ……わたしの気持ちを知ってもらえたのですか？」

「もちろんよ。国立さんも辛つらかったんでしょ？　将悟、鶴つる眞まさんを選んだんだもんね」

「……はい？　帝みかど野のセンパイが、何か？」

「でも、辛いことを乗り越えないといけないの。国立さんは美人で頭もよくて胸もあってナイスバデー。すぐにでも、新しい恋のチャンスが訪れる」

　雅はじっと目を見つめ、勇気づけるように言った。

「だからね、諦あきらめちゃダメ。女の子に走るなんて、禁断の道を歩いたらいけないわ！　大丈夫。冬が過ぎれば必ず春が来るから!!」

　そして凜香の手からチョコを受け取ると、笑顔のまま寮のほうへと歩き出す。微妙に早足だ。刺激しないように、そーっと逃げ出してるように見える。

「せっかくだから、気持ちだけ受け取るね。心配しないで。来年はきっと、カッコいい男の子に渡せるから」

「…………」

　凜香は呆ぼう然ぜんとして、去っていく雅の背を見送った。

　滋し賀がさんが凜香の隣に来て、ちょっと不安そうに顔をのぞき込む。

「ど……どうでしたか？」

「神凪センパイ、何かいいことを言ってる顔でしたが……何を言われたのかさっぱりわかりませんわ……」

「チョコだけ持ってかれちゃひましたね」

「一番高級なチョコレートでしたのに……」



　それでもめげず、凜りん香かは次のターゲットを待ち続けた。

　残るチョコはあと一つ。今度こそ、きちんと真心を伝える自信を得なくては。

　さらに三十分ほどして、空が暗く暮れかかったころ、鶴つる眞ま心こ乃の枝えが寮に戻って来た。手にスーパーの袋をぶら下げている。買い物の帰りらしい。

「鶴眞センパイっ!!　バレンタインの気持ち、受け取ってください!!」

「は……はい？　どうしたんですか、急に？」

　驚いた顔で、心乃枝はパチクリと目をしばたたいた。

　凜香はチョコの箱を差し出し、必死になって叫ぶ。

「わ……わたしのチョコレートを食べてくださいっ!!」

「た、食べてくださいって……」

「お願いです！　わたしを受け入れてください！　受け止めてくださいっ!!」

　愛ま菜なと仲直りしたい思いが先走ったせいか、凜香は知らず知らずのうちに切羽詰まった声を出していた。

「どうか、気持ちをわかって……！」

　声が、だんだん気弱に小さくなっていく。

　様子のおかしさに気づいて、心乃枝が心配そうに凜香の顔をのぞき込んだ。

「あ、あの、国くに立たちさん？　さっきから、どうしたのです？」

　見かねた滋し賀がさんが駆け寄り、戸惑っている心乃枝に声をかけた。

「鶴眞センパひ。これは練習なんです」

「練習……？」

　心乃枝は凜香を見て、優しい顔をした。

「何があったのか、聞かせてもらえますか？」

　落ち着きを取り戻すと、凜香たちは女子寮のロビーに移動した。ベンチに座りながら、愛菜とケンカしている事情を話す。心乃枝は黙って聞いてくれていた。

「……それで、バレンタインデーをきっかけに、天てん導どう会長へ和解の意図を伝えられたらと考えていたんです」

「そうだったんですか……。仲直りの練習だったんですね」

　聞き終わると、心乃枝はロビーのベンチに座ったまま、考えるように天井を見上げた。

「確かにバレンタインデーは、普段はできない告白をしたりしますけど……。でもそれは、あくまで背中を押してもらうだけだと思いますよ」

「背中を……ですか？」

「いくら愛の告白といっても、よく知らない人から突然チョコをもらってもビックリするだけじゃないですか。本当に大切なのはバレンタインデーじゃなくて、それまでの毎日なんです。日々の交流の積み重ねがあって、それでも伝えきれない思いを、この日に背中を押してもらって告白するんですよ」

　心こ乃の枝えの言葉に、凜りん香かはハッと気づかされた。

　バレンタインのチョコは、背中を押してもらうもの。きっかけに過ぎない。

　愛ま菜なとの仲直りだって同じだ。普段から歩み寄る姿勢を見せていなければ、いくら贈り物をしたところで、心は伝えられない。

「そうですわよね……。プレゼントだけで仲直りなんて、できるはずありません。わだかまりがあっても、少しずつでも歩み寄っていかないと……」

　凜香はベンチから立ち上がり、心乃枝に向かって頭を下げた。

「ありがとうございます、鶴つる眞まセンパイ。大切なことを見失いかけていましたわ」

　すぐに愛菜と打ち解けられるかは、わからない。

　それでも、毎日少しずつでも、彼女に気持ちを伝えられるよう行動しよう。

　凜香は心乃枝にお礼のチョコを手渡しながら、そんなふうに思った。
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　次の日の放課後、生徒会室の前に来た凜香は、そっと扉を開けて室内を見た。

　愛菜が一人、生徒会長席に座っている。窓のほうを向いていて、表情は見えない。

「こんにちは、天てん導どう会長」

　凜香は生徒会室に入ると、軽く挨あい拶さつをして自分の席に向かう。

　愛菜は「うん……」と元気のない声で答えた。

　今も二人の間には、素直になれない気まずさが漂っている。

　席に着くと、凜香はノートパソコンを開き、先日の会議の報告書を確認し始める。別に必要な仕事じゃないけど、何かしていないと居心地が悪い。

　話しかけようとしても、話題を思いつかない。

　ちらちらと愛菜のほうを見ているうち、ふと、机の上に数枚の大判の紙が置かれているのに気がついた。最初は生徒会の書類かと思ったけど、そうじゃない。ハート形のチョコレートがかわいらしくデザインされたポスターだ。

　立ち上がり、愛菜のそばに近づいて見る。生徒会主催と銘打たれた、チョコレートパーティーの告知用ポスターだった。

「また、勝手に生徒会予算で作ったのですね」

　ポスターを見下ろしながら、ついいつものようにお説教が出てしまう。

「ずっと前に頼んでたから……」

　愛ま菜なは小さな声で言った。言い訳するような、謝罪するような声。パーティーを楽しみにしていた彼女の姿は、もうそこにはない。

「愛菜のすることって、よけいなことなのかな。迷惑かけること、してるのかな……」

「天てん導どう会長は、わたしにわざと負けようと立候補したと言いましたけど……このパーティーは本当に楽しみだったのですよね？」

　愛菜はしばらく黙り込み、やがてコクリと小さくうなずいた。

「もうすぐ生徒会長も任期切れだから、最後に自分でイベントを企画したかったの……」

「……でしたら、しかたありませんわ。もうポスターを刷ってしまったんですもの。パーティーを成功させなければ、無駄になってしまいます」

　言いながら凜りん香かは、数枚のポスターを両手に持った。

「凜香ちゃん……？　どうするの……？」

「わたしも生徒会の人間として、お手伝いします。今日は大した仕事もありませんし、ポスターを貼はってきますわ」

　不安そうな顔の愛菜に、凜香はニコリと笑いかけた。

　ポスターを持ったまま、生徒会室を出て歩き出す。校内の掲示板にポスターを貼るだけのこと。それだけでも仲直りしたい思いは、少しは伝わるはず。

　凜香は下駄箱の近くにある掲示板に行き、ポスターを貼った。

　ちょうど下校時で、貼っている間にも、帰宅や部活に向かう生徒が廊下を歩いている。そのたびに凜香はチョコレートパーティーをアピールした。

「天導会長の厳選チョコも用意されますから、ぜひ来てくださいね」

　生徒たちの反応は……イマイチだった。ちらりとポスターに目を向けるものの、一いち瞥べつしただけで興味なさそうに去っていく。

　凜香は肩をすくめた。

「ま、みんなが天導会長みたいに浮かれていたら困りますものね」

　さらに校内の掲示板をまわりながら、残りのポスターを貼っていく。二枚目、三枚目と貼り、最後は正門の近くにある屋外の掲示板だ。

　ここでもすれ違う生徒たちに声をかけ、パーティーについて告知した。

　男子も女子も、恋人がいてもいなくても、深み流りゆう院いん学園の生徒なら誰だれでも気軽に参加できるチョコレートパーティー。

「どうでしょう。あなたも参加してみませんか？」

　女子生徒の一人に、積極的に誘ってみた。

「学校が終わったら早く帰りたいし」

　帰ってきたのは、素そっ気けない答えだ。

　皆の反応は鈍かった。たまに興味を示す子もいるけれど、大半は関心なさそうに通り過ぎてしまう。

　──こんなものですか？

　凜りん香かは拍子抜けした。

　ポスターを貼はり終え、立ち尽くしながらグラウンドで練習する運動部の姿を眺める。

　てっきりみんな、愛ま菜なと同じようにパーティーを楽しみにしているのかと思っていた。彼女は生徒たちの気持ちを知り、共感し合えているのだと。

　だけど目の前にあるのは、愛菜のイベントに興味なさそうな生徒たちの姿だ。今まで愛菜が企画したイベントは学校行事と一緒だったから気づかなかったけど、彼女独自の企画では、こんな反応しか得られないのだろうか。

「国くに立たちさん。生徒会の仕事？」

　声をかけられて振り向くと、将しよう悟ごが立っていた。これから下校のようだ。

「ポスターを貼っていましたの。天てん導どう会長の気まぐれみたいなパーティーですけど」

　将悟はポスターを見た。

「チョコレートパーティーかぁ。みんなで賑にぎやかに集まるのも、楽しそうだよな」

「帝みかど野のセンパイには鶴つる眞まさんがいるのですから、関係ないですわよね？」

　ちょっと嫌味っぽく言ってやると、将悟はあわてて首を横に振った。

「い、いや、そんなことないよ」

「本当ですか？　……どうせ恋人のいない人間は、パーティーでも開いて同性どうしチョコを送り合って過ごすしかありませんから」

　なおもチクチク言ってやると、将悟は「困ったなぁ……」という顔で頭をかいた。

　彼の困惑ぶりが妙におかしくて、凜香はクスッと笑ってしまう。

「ふふっ。冗談ですわよ」

「からかわないでくれよ。──けどさ、バレンタインは『恋人の日』なんて言うけど、いろんな人が楽しめたほうがいいじゃないか。ただチョコレートを食べる日にするなんて、天導会長らしい企画だよ」

「それもそうですね。……しかし、せっかくのパーティーも、誰だれも来てもらえなかったら寂しいですわ。天導会長が悲しみます」

「誰も来てくれないって？」

　凜香は、ポスターを見た生徒たちの反応を将悟に聞かせた。

「この様子では、大して盛り上がらないパーティーになってしまいそうです」

「チョコレートを食べるだけってのも、地味といえば地味だからな……」

「天導会長、おいしいチョコを用意するんだって、張り切ってましたのに」

　将悟はしばらく考え込み、言った。

「それじゃ俺おれも、クラスで声をかけて誘ってみるよ。少しでも参加者が増えるように」

「ご迷惑ではありませんか？　そもそも、天てん導どう会長の思いつきなのですから……」

「迷惑じゃないさ。面白そうなイベントなら、俺おれだって友だちを誘いたい」

「それでは……わたしからもお願いいたします」

　礼を言うと、将しよう悟ごは「チョコレートパーティー、楽しみにしてるよ」と言って去っていく。彼を見送りながら、凜りん香かは不思議な気持ちになっていた。

　チョコレートパーティーなんて浮ついたイベントには反対だったのに、気がついたら、こうして愛ま菜なの手伝いをして、将悟に協力まで頼んでいる。

　──天導会長の思うがままに、動かされてるようですわね。

　愛菜は『しっかりした人』ではない。頼りなくて、浮き足立っていて、だけどつい、助けたくなってしまう。

　そんな人だからこそ、周囲の人間を動かす不思議な力があるのかもしれない。

　──きっと、天導会長こそ生徒会長にふさわしいのですね。

　少し寂しいけど、凜香は納得した。

　やっぱり自分には、彼女を支える立場のほうが似合っている。だから生徒会長の立候補は取りやめよう。

　校舎に戻ろうとしたとき、また近くを下校中の女子生徒が歩いていた。将悟にばかり誘ってもらうのも申し訳ない。自分でも動かなきゃ。

「どうでしょうか。バレンタインのチョコレートパーティーに参加しませんか？」

　声をかけると、彼女は立ち止まって振り返る。

　おかっぱの髪形の女の子は、凜香を見て「あ」と声を上げた。

「国くに立たちさん！　こないだはありがとう！」

　彼女の顔を見て、凜香も思い出した。

　先日、口ゲンカをしていた生徒たちと一緒にいた子だ。

「わたし、お礼を言われることしましたっけ？」

　聞くと、女の子は「忘れたの？」という顔で詰め寄った。

「友だちのケンカを止めてくれたじゃない」

「ですが、お二人ともケンカ別れしてしまいましたわ」

「あれから二人を言い聞かせて、仲直りさせたのよ。今じゃすっかり元どおり」

「それはよかったです。わたしが無理に止める必要、ありませんでしたね」

　するとおかっぱの女の子は、「ううん」と首を横に振った。

「あの二人があんなケンカするの初めてだったから、わたし、足がすくんじゃってたんだ。でも国立さんが止めてくれるのを見て、二人を仲直りさせないとって思い直したの。──国立さんが、きっかけをくれたのよ」

　彼女はもう一度凜香に礼を言って、学校の外へ歩いていく。最後に、三人でパーティーに来てくれることを約束しながら。

　凜りん香かはしばらく立ち尽くし、考え込んでいた。

　──わたしが、きっかけになった……。

　ケンカを止めることなどできなかった。それは単に無力だったから。彼女たちが和解できたのは、おかっぱの子の行動と、ケンカした二人の歩み寄りのためだ。

　ふと凜香は、一年前の自分を思い出した。

　由緒正しき歴史ある学園と、そこに通う規律正しい生徒たち。

　しかし理想と現実は違っていた。理想と違う皆の姿に苛いら立だっていた。だから彼女は生徒会に入り、深み流りゆう院いん学園の生徒として模範的な姿を教えたいと考えていた。皆がそのような姿に変わってほしいと願っていた。

　……そんなことが必要なんだろうか？　それは、何かをきっかけに自ら変わっていく皆の心を、縛り付けるだけじゃないのか？

　凜香は、生徒の気持ちがわからなかったのではない。

　その心に踏み込み、自由を奪おうとしていた。

　それは、人は自ら変われるのだと信じる力がなかったから。

「自分が人を信用できないのに、人から信用されるはずありませんよね」

　どうして選挙に自信が持てないのか、今、やっと理由がわかった。

　凜香はこの一年の間に、皆の心から自由を奪うことに、疑問を持ち始めていた。

　多くの仲間と一緒に過ごしているうちに、凜香自身が変わり始めていたのだ。



　生徒会室に戻ると、愛ま菜なはまだぼんやりと座っていた。

「ポスター、貼はり終わりましたわよ」

　室内に入りながら報告する。

「……凜香ちゃんは、生徒会長になるべきだよ」

　ぽつりと愛菜は言った。この一言のために、帰らず待っていたのかもしれない。

「天てん導どう会長はわたしに、生徒会長の力があると思いますか？」

「一年前、愛菜が生徒会長に立候補したときはね、ほかに誰だれも候補者がいなかったの。だから愛菜は不戦勝で生徒会長になれた。……でも心のどこかで、ずっと不安だった。本当にみんな、愛菜のこと信頼してくれたのかなって。ほかの誰かが立候補していたら、愛菜は生徒会長になれなかったんじゃないかって。──凜香ちゃんにもそんな不安を引きずってほしくなくて……」

「それで、わたしに自信を持たせようとして、わざと負けるために対立候補になろうとしたのですね」

　こくん、と愛菜は首を縦に振る。

「だけど凜りん香かちゃんは、立派な生徒会長になれるよ！　だから諦あきらめるなんて言わないで。愛ま菜な、立候補を取り消すから！」

「……わたしが自信をなくしていたのは、わたしの心に理由があったんです。生徒のみんなに自分の理想を押しつけることばかり考えていた自分に、気づきかけていたんです」

「それじゃ、もう、立候補しないの？」

「……わたし、確かめたいのです。自分の考えを押しつけるのではなく、わたしの言葉に耳を傾けてもらえるのかどうか。聞いてもらえる言葉を、話すことができるのかどうか。──だから選挙に立って、自分の考えを伝えますわ」

「よかった……。それでこそ凜香ちゃんだよ～」

　久しぶりに愛菜の顔に笑顔が戻る。

「愛菜はね、目の前に大変なことや苦しいことがあると、すぐ逃げ出したくなっちゃう。楽しいことばかりしてたいって思っちゃう。でも凜香ちゃんは、正面から立ち向かえるの。やっぱり生徒会長は、そうでなきゃ」

「い、いえそんな、褒めすぎですわ。……別に、不安が払ふつ拭しよくできたわけではありません。選挙で演説して、やはり誰だれにも支持されなかったらと考えると、恐ろしいです。しかも、そんな気持ちを抱えたまま、不戦勝で生徒会長になったら……」

　そうなれば、愛菜と同じ不安を凜香も抱えてしまうことになる。誰にも支持されない生徒会長という不安を……。

「天てん導どう会長、お願いしてもいいですか？　わたしはまだ、天導会長のあとを継げるのかわかりません。ですから……一緒に選挙で戦いませんか。自分の力を確かめたいのです」

「でも愛菜は、わざと負けようとして……」

　言いかけて愛菜は口をつぐんだ。

　しばらくの間黙って考え込み、やがて決意したように顔を上げる。

「わかったよ、凜香ちゃん。愛菜もこのまま、生徒会長に立候補する。その代わり……」

　愛菜は目を細め、真顔になって続けた。

「もう、わざと負けるなんて言わない。やるからには、真剣勝負だからね！」

　凜香も気を引き締めながら口元を結び、大きくうなずき返した。

「相手にとって、不足ありませんわ」

　睨にらみ合うほどに強い視線を交わしながら……凜香は感じていた。

　この戦いは愛菜との戦いではない。彼女を負かすことが目的ではない。

　自分自身の弱さを克服するための戦いなのだ、と。
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　そうして日は過ぎ、二月十四日のバレンタインデー、生徒会役員選挙の日になった。

　一時限目が生徒会役員選挙の投票時間だ。生徒全員が講堂に集まって各候補者の演説を聞き、最後に各役員に投票する。投票結果が出るのは昼過ぎだ。

　今、講堂の壇上に愛ま菜なが立って、立候補の演説をしている。

　凜りん香かは舞台の袖そでに立って順番を待ちながら、彼女の言葉を聞いていた。

　……みんなが楽しい思い出を作れる学校にしたい。深み流りゆう院いん学園の生徒でよかったと思える、そんな学校にしたい。学校生活には嫌なことも苦しいことも多いけど、そんな辛つらさからみんなが解放される生徒会活動をしていきたい。

　愛菜は、そんなふうに主張している。

　一年間生徒会長を務めただけに、壇上での演説も慣れたものだ。口調も表情も本当に楽しそうで、お堅いはずの選挙演説なのに、聴衆からは時々笑い声さえ聞こえてくる。

　愛菜の演説が終わり、拍手を受けながら舞台の袖に戻って来た。

「では国くに立たち凜香さん、演説を始めてください」

　生徒会顧問の小こ都と里り先生の声が、スピーカーを通じて響く。

　凜香は舞台中央に向かって歩き出した。

　途中で愛菜とすれ違い、軽く会釈を交わす。

「──がんばって」

　と、愛菜は小声で声をかけてくれた。

　マイクの前に立ち止まると、凜香は数百人もの全校生徒を見まわした。

　ちらほらと、親しい顔がある。心こ乃の枝え、雅みやび、芽め依い、そして将しよう悟ご。壇の前では、新あら谷や部長がカメラを向けている。こないだお礼を言いに来てくれたおかっぱの女の子もいた。そして大勢のスクールメイトたち……。

　凜香は深呼吸して、話し始めた。

「皆さんは、生徒会など誰だれがやっても同じだ。──そう思っておりませんか？　誰がなっても同じだから、わざわざ自分から立候補しない。そうではありませんか？」

　突然の攻撃的な言葉に、生徒たちからざわめきが聞こえた。

　しかし凜香が続けると、聴衆は再び静まった。さらに意外な言葉だったからだ。

「──きっと、それは正しいのです。生徒会といっても、大きな権限があるわけでもない。生徒会長など誰がやっても大差ありません。わたしたちの力は小さいのです」

　生徒たちのざわめきは収まったものの、今度は教師たちが信じられなさそうな顔をしている。無理もない。真面目まじめな凜香の口から、開き直ったような言葉が飛び出したのだ。

「ならどうして、わたしが生徒会長に立候補したのか。──それは、気づいたのです。大切なのは、一人で物事を変えられる偉大な力ではない、と。むしろ、大きな変化を呼び覚ます、小さなきっかけなのだ、と」

　凜りん香かは話し続けた。

　学校生活の中には、目標がある。困難もある。目標は簡単に達成できないし、困難は簡単に乗り越えられない。そんなとき、みんな無力で苦しい。

　だからこそ、そんな苦しさを支え合い、変えるきっかけとなる生徒会を作りたい。

「わたしはこの生徒会を、皆さんの学校生活がよりよくなる、小さなきっかけにしたいと考えています。もし学校生活で困難に直面したら、わたしたちに相談してください。もし学校で活動したいことがあれば、教えてください。おそらくわたしたちは、それをすぐに解決できる力など持っていません。ですが、そうした交流をきっかけにして、共に大きく物事を変えていきましょう」

　そして凜香は、最後の言葉で締めくくった。

「一人一人の小さな力こそが、大きなことを成し遂げる。わたしは、そう信じています」

　話し終わったあと、講堂の中はシンと静まり返っていた。

　パラパラと拍手が聞こえ、少しずつ広がっていく。それが心からの拍手なのか、単なる儀礼の拍手なのかは判断できなかった。

　凜香は一礼して、舞台の袖そでへ退場した。

　わかりやすい公約もなく、気の利いた冗談も言わない演説。あれで自分の気持ちが伝わったのか、心こころ許もとない。

　でも言いたいことは言った。選挙に負けてもいい。そのときは生徒会役員の一人として、全力で愛ま菜なを支えよう。



　その日の昼休み。生徒会室には、選挙戦を終えた凜香と愛菜、そして滋し賀がさんがいた。

　もう一人新谷部長がいて、ボイスレコーダーを手に彼女たちへインタビューをしている。

　すでに選挙結果は出て、来年度の生徒会役員が決定していた。さっそく新聞部による新メンバーへの取材がおこなわれることになり、凜香たちは集まったのだ。残りのメンバーももうすぐ来るはずだ。

「ククク、もっと堂々とするがいいぞ、次期副会長」

　新あら谷や部長が一眼レフカメラを構え、パシャリとシャッターを切る。

「は、はひ！　こ、こうでしょうか」

　彼女の前で、滋賀さんは精せい一いつ杯ぱいピンと背筋を伸ばしている。

　滋賀さんは緊張でカチコチになりながらも演説を済ませ、次期生徒会副会長に選ばれた。もっとも副会長の立候補者は彼女一人だったので、順当に不戦勝となったのだ。

　滋賀さんの写真を撮り終えると、新谷部長は凜香と愛菜の顔を交互に見た。

「さて、次はどちらを撮るべきかな？」

　愛菜がちらっと凜香を見た。

「凜りん香かちゃん、先に撮ってもらう？　愛ま菜なはあとでいいよ～」

「わたしこそ、最後で構いませんわ」

　二人が互いに譲り合っていると、新あら谷や部長が口を挟んだ。

「ならば、新聞に一番大きく載る者が最後としよう。記事の主役、次期生徒会長はトリを務めるというわけだ」

　新谷部長の提案を受けて、愛菜が一歩前に出た。

「それじゃ、愛菜が先に撮るんだね！」

「そういうことだ、次期会計」

「ん～、『会計』って、なんか地味な役職名だよね。どうせなら『お菓子予算委員』って名前にしない!?　決めた、愛菜決めたよ！」

　愛菜はいい提案を思いついたとばかり、笑顔で凜香のほうを振り返った。

「いいよね！　生徒会長！」

　凜香はピクピクとこめかみに青筋を立て……

「そんな役職名はありませんっ！　却下です!!」

　丸めた書類で、ポコーンと愛菜の頭を叩たたく。

「ひ～んっ！　進級したら、ますます凜香ちゃんにいぢめられちゃうよ～っ」

　……結局生徒会長になっても、気苦労の絶えない気がする凜香だった。

















　バレンタインデーの放課後、愛ま菜なの企画したチョコレートパーティーは無事に開催され、一時間ほどのパーティーを無事に終了した。

　結局凜りん香かはずっとイベント進行を手伝っていた。

　パーティーは予想以上に参加者が多く、会場となった会議室は終始賑にぎやかだった。約束どおり将しよう悟ごはクラスメイトたちに声をかけ、彼自身も心こ乃の枝えや雅みやびと一緒に来てくれた。

　芽め依いも、カフェの仕事で忙しい合間をぬって顔を出した。『りりかる☆しすたぁず』でもバレンタインイベントを開催していて、特製のチョコレートを差し入れてくれたほどだ。パーティーのあとはカフェにどうぞと、ちゃっかりアピールも忘れない。

　そして、あの日ケンカをしていた女の子たちも、すっかり仲よしな顔を見せていた。

　みんなでチョコを持ち寄って、ただ食べるだけのパーティー。

　それでも、学校生活の小さな思い出だ。

　パーティー終了後、凜香と愛菜は会場の後片付けをしていた。ゴミを裏庭のゴミ集積場に捨てて戻るころには、もう陽ひが暮れかかっていた。

「さすがですわね、天てん導どう会長。結局イベントを成功させてしまいました」

　裏庭を歩きながら言うと、愛菜は小さく首を横に振った。

「凜香ちゃんが手伝ってくれたおかげだよ～。来年は、愛菜が凜香ちゃんを支えるから、だから……」

　愛菜は立ち止まり、凜香の目を見る。

「生徒会長、がんばってね」

　凜香も彼女を見返し、しっかりとうなずいてみせる。

「わたしが当選できたのは、天導会長のおかげですわ」

　投票結果は、凜香が約三分の二の得票率だった。

　凜香は愛菜に勝った。けれど、愛菜がいなければ勝てなかった。凜香はそう思う。

「ううん。みんな、一年間の凜香ちゃんを見てたの。だから信用してくれたんだよ」

　そして負けた愛菜も、悔いのない表情だった。

　校舎の角を曲がろうとしたとき、二人はそこにいた男女に気づいて足を止めた。

　将悟と心乃枝だ。

　壁際に向かい合って立ち、心乃枝は少し顔を赤くしてうつむいている。

「将悟さん、こ、これ……バレンタインのチョコレートです……」

　心乃枝は、美しくラッピングされたチョコレートの箱を両手で差し出した。

「ありがとう……。大切に味わって食べるよ」

　将悟は照れながらも嬉うれしそうに、両手で受け取った。

　校舎の角に身を潜めながら、凜香は聞いていた。しばらくして将悟たちが去ると、ホッとしたように小さく息を吐く。

「……凜りん香かちゃん、大丈夫？」

　愛ま菜なが気をつかう声で聞いた。凜香の恋心を心配しているのだろう。

「平気ですわ。気持ちの整理はついてますし、それに……わたしが本気を出せば、帝みかど野のセンパイなどイチコロですから」

　しかし……ふと凜香は思い出し、困惑した。

　──困りましたわね。あんなカップルの姿を見せられたら、渡しづらくなりますわ。

　愛菜は校舎内へ戻ろうと、先に歩き出す。

「あ、待ってください、天てん導どう会長！」

　凜香はあわてて引き留め、制服のポケットに隠し持っていた箱を取り出す。

　振り返った愛菜の前に、ラッピングされたギフトボックスを両手で差し出した。

「こ……これ……。いつもお世話になっている、お礼ですわ」

「え……。愛菜に……？」

　愛菜は意外そうに目をしばたたきながら、凜香を見つめ返した。

　彼女に謝るためと用意したチョコレート。

　もう、その役目は必要なくなったけど……。

「ありがとう……」

　愛菜は言って、そっとチョコを受け取ってくれた。

　凜香は目を閉じ、ホッと胸をなで下ろした。

　とっくに仲直りしてるとわかっていても、やっぱりチョコを渡す瞬間は緊張してしまう。

「天導会長も、みんなを楽しませるばかりでは、疲れてしまいますわよ」

　言いながら目を開いて愛菜を見ると……

　彼女はさっそくギフトボックスの包装を解いてチョコを持ち、大口を開けていた。

「うわぁ、おいしそ～!!　いただきま～す!!」

「って、食べることしか考えてないんですか!?　天導会長!!」

　思わず叫ぶ凜香の前で、愛菜は幸せそうな顔でパクパクとチョコを食べ始めた。

「お菓子を食べることしか考えてないのですから。新入生が入学したら驚かれますわよ」

　ちょっと呆あきれながらため息をつく。

「そうか～。もうすぐ入学式なんだね」

　新入生。もうすぐ凜香にも後輩ができる。どんな子が来るんだろう。

「天導センパイ。新しい生徒会のメンバーで、新入生の皆さんを出迎えましょう」

　凜香は来年の生徒会活動が、早くも楽しみになっていた。










３話　季節限定☆普通っ娘こクラブ





　バレンタインデーの少し前。二月上旬の午後八時過ぎ。

　カランカランと鐘の音を響かせながら、カフェ『りりかる☆しすたぁず』の扉が開く。扉にかかったプレートはひっくり返され『CLOSED』になっていた。

「おつかれさまでした～」

　私服に着替えた女性が、店内に向かって挨あい拶さつをしながら夜道へ出て行く。カフェでアルバイトをしている大学生だ。

「おつかれさまでーす」

　レジの横のテーブルに座って伝票を確認していた嵯さ峨が良ら芽め依いは、立ち上がって返事をしながら見送った。扉が閉まると再び座って、また伝票とにらめっこする。

　芽依はこの『りりかる☆しすたぁず』のオーナーだ。

　みなしごだった彼女は養子として引き取られ、育てられた。このカフェは元々、育ての母が経営していたものだ。彼女が亡きあと、一度閉店し、他者の手に渡っていた。

　しかし芽依は父のいるアメリカに滞在中、数学の知識を応用した発明で特許を取り、お金を手に入れた。それで店を買い戻し、オーナーとなって新装開店させたのだ。

　もちろん、高校生である芽依一人で経営をこなすことは無理だ。そこで昔、母が経営していた時代にカフェで働いていた女性に事務を手伝ってもらっているし、未成年では難しい契約をするときは、父に連絡を取る。店は平日も朝から営業しているから、アルバイトの大半は大学生や社会人だ。

　つまり芽依は、大勢の年上の人々とともにカフェを運営していた。

　もちろん年下でもオーナーである以上、店での立場は芽依のほうが上だ。しかし年上の人々に囲まれていると、日々、社会勉強をしている気分になる。皆、長く生きているだけに、芽依の知らない知識を持っていたり、思いもよらなかった価値観を見せてくれる。

　そんなふうに刺激を受けることは、芽依にとって楽しみでもあった。

「しかし……あまり大人びるのも考えものだな」

　ふと手を止め、芽依はつぶやいた。

　学校での彼女は、同年代より大人っぽく見られている気がする。背が低くて子供っぽい外見にもかかわらず、だ。口調や雰囲気が落ち着いているせいだろうか。

「毎日魔女っ娘コスプレをしてるのだがなぁ……。やはりもっと、きゃるるんなキャラ作りをしなければダメなのか……」

　椅い子すの背にもたれて目を閉じ、考え込む。

「鶴つる眞まや天てん導どうのように若さを前面に出していれば、例えばあの帝みかど野のも、わたしになびいただろうか……」

　しかし芽め依いはすぐに思い直した。

　──ま、しかたないな。わたしには、神かん凪なぎを見守る必要があった。

　今でも、まだ小学生だった雅みやびが実の母親に連れられて、このカフェに来たときのことを覚えている。

　小さくて気弱で、本当に妹みたいだった雅を……。

「オーナー、何を考えてるんですか？」

「ぬぉっ!?」

　突然背後から話しかけられ、芽依は椅子から転げ落ちそうになった。

　振り返ると、樫かしの木き来くる実みが立っている。彼女は深み流りゆう院いん学園の一年生で、この店でアルバイトしている。カフェでも『くるみさん』の名前で親しまれていた。

　しかし今は『しすたぁず』の衣装から着替え、深流院学園の制服姿だ。

「な、なんでもないぞ。バレンタインイベントの計画を練っていたところだ」

　芽依はあわててごまかした。

「そういえばオーナー。イベントでは、溶かしたチョコをかけたカレーふうチョコをメニューに出すって言ってましたけど……それって、喜ばれますかね？」

　芽依は椅子から立ち上がると、近くの棚に置いてあった小さなギフトボックスを手に取った。今日の夕方、国くに立たち凜りん香かから突然手渡された『バレンタインプレゼント』だ。

「わたしも考え直していたところだ。このチョコレートは国立が手渡してくれたものだが……正直、感動したぞ。渡された瞬間、ビビッと来た。やはり真心を込めて贈り物をされるのは、何にも勝まさって嬉うれしいものだな」

「へぇ……。なんで国立さんがチョコレートを？」

「よくわからんが、わたしたちがイベントの企画で悩んでいたことを知ったのだろう。そこで、バレンタインプレゼントの真のよさを教えてくれたのだ」

「実際にやってみせるなんて、さすが国立さんですね。本当に生徒会長になるかも……」

　凜香の真意を知らない二人は、しみじみと感心した。

「そこでだ。やはりバレンタインではオーソドックスに、お客さまへチョコを手渡しする企画でいこうと思う。どうだ？」

「ですよね。そのほうが皆さんも嬉しいですよ！　……あ、でもそんな高級チョコを全員に渡したら、予算オーバーしませんか？」

「なら、千五百円以上お支払いのお客さまに……いや、バレンタイン気分が壊れるな」

　芽依と来実はそれぞれ腕を組み、二人してうぅ～んと頭をひねった。

「オーナー、こんなのはどうです？　お客さまの目の前で、チョコの上にホワイトチョコのソースでメッセージを書いて、食事の間に冷蔵庫で冷やすんです。それをラッピングして、帰りにお土産みやげにする……なんて、どうでしょう？」

「なるほど、オムライスにメッセージ、のチョコバージョンか。目の前でメッセージを書くというのは珍しくて、よいアイディアだな……。よし、さっそく検討しよう」

　芽め依いに認められ、来くる実みは嬉うれしそうにニッコリ笑った。

　それから芽依は、立っている来実を見上げてつぶやいた。

「こういうセンスは、かなわん。──わたしは経営だのなんだの、そんなことばかり考えているからな。普通の女の子らしい、かわいいセンスが思いつかないのだ」

「そんな、わたし、センスなんてないですよ」

　来実は遠慮がちに言う。

　カフェの奥にある扉が開き、やはり深み流りゆう院いん学園の制服に着替えた女の子が二人入って来た。彼女たちもカフェのアルバイトだ。

「おまたせー。樫かしの木きさん、帰ろう」

　声をかけられると、来実は床に置いてあった鞄かばんを持った。

「それじゃオーナー、おつかれさまでした」

　女の子たちも「おつかれさまでしたぁ」と頭を下げ、三人で扉から外へ出る。

「おつかれだぞ～。帰りに気をつけてな～」

　芽依は店の入り口に立って、女子寮へ帰っていく来実たちを見送った。

　三人は昨夜見たテレビ番組の話をして笑い合っている。カフェの制服から着替えた彼女たちは、ごく普通のかわいい高校生だ。

　──わたしも、あんなふうに無邪気に笑える高校生活が、あったのかもしれないな。

　彼女がどこか大人びた性格なのは、幼いころ、みなしごを世話する施設で育ったせいかもしれない。施設の人たちは優しかったけど、他人の中で暮らすということは、精神をより早く成長させてしまうのかもしれない。

　だからこそ今、違う生き方をしている来実に憧あこがれるのかもしれない。

　あと一ヶ月ほどで、深流院学園も卒業だ。

　──このまま卒業していいのか？

　ふと、そんな疑問が頭を過よぎる。

　成績や出席日数に問題はない。けれど、高校生活で何かやり残している気がする。

「ま、今さら考える必要もないか」

　しかし芽依は、吹っ切るようにつぶやいた。

　大学に進学する予定はない。卒業後は経営に専念したいのと、実務のほうが勉強になると感じているからだ。将来勉強が必要になったときは、父が講師をしているアメリカの大学へ留学しようと考えている。

「わたしはもう、子供ではいられないのだからな……」

　今日はもう、カフェに出入りする人はいない。

　芽め依いは再び屋内に入って扉を閉め、鍵かぎをかけた。



　数日後の昼休み。深み流りゆう院いん学園の中庭は、百人近くの人々で賑にぎわっていた。

　集まっているのは、セーラー服や詰め襟、ブレザーなど、様々な制服を着た中学生と、その父母たちだ。多くの人が入れ替わり立ち替わりやって来ては、緊張した表情で中央に立てられた掲示板を見上げている。

　昨日おこなわれた深流院学園の入学試験の、合格発表だ。

　しかし賑やかなのは、受験生だけじゃない。

　中庭の周縁に沿って、大勢の在校生たちが、もうすぐ新入生となる彼らを取り囲んでいた。いくつものグループに分かれ、それぞれクラブの旗を振ってアピールしたり、部活の名前を連呼したり、バンドを組んで派手に演奏している一団まである。文化祭のような騒がしさだ。

　そんな中に、芽依は三角帽子に黒マントの魔女っ娘こコスプレ姿でチラシを配っていた。

　初めて見るとインパクトがあるらしく、中学生の女の子たちがちらちら見ながら前を通り過ぎていく。

「ふふふ、どうだ、来くる実み。注目を浴びてるぞ。最近はこのコスプレで校内を歩いててもスルーされてばかりだったからな……。魔女っ娘を続けたかいがあったというものだ」

「ずっと同じコスプレしてるからスルーされるんじゃないですか？」

　隣に立つ来実が冷静にツッコんだ。彼女は今日は、普通の制服姿だ。

「これはわたしのトレードマークだぞ。着なければカフェの宣伝もできん」

　芽依は持っていた看板をひょいっと持ち上げた。角棒の端に板が取り付けられ、刷ったばかりのバレンタインイベントのチラシが貼はられている。

　芽依はメガネを外すと、満面に愛あい嬌きようある笑顔を浮かべて大きく口を開いた。

「誰だれにもきゃる～んな『いもうと』ができるカフェ、『りりかる☆しすたぁず』のバレンタインイベントは二月十四日開催だよ！　ぜ～ったい来てよね！　約束だよ、お兄ちゃん、お姉ちゃん!!」

　突然の黄色い声に、付近にいた受験生たちがゾワゾワゾワっと青ざめた顔で振り返る。

「さすがですね、オーナー。まるで人格が変わったかのような『いもうと』っぷり。わたしにはとてもマネできません……」

「これもカフェのためだ。本気を出せばこのくらいちょろいもんよ」

「……嵯さ峨が良らセンパイ、学校内で妙な声を出さないでくださいってば」

　突然横からツッコミを入れられて振り返ると、帝みかど野の将しよう悟ごがいた。

　隣には神かん凪なぎ雅みやびもいて、二人で芽め依いの近くに歩いてくる。

「む、なんだ帝野。わたしのいもうとボイスに釣られてフラフラ来たくせに」

「釣られてませんって」

「将悟ったら、新入生にかわいい女の子がいないかな～って鼻の下伸ばしてるのよ！　あたしが見張ってなきゃ、何するかわかんないわ」

　雅がぷんぷんと怒りながら言う。

「伸ばしてないって。──いえセンパイ、柚ゆず璃り奈なを探してたんです。見ませんでした？」

「宝ほう生しよう？　見てないぞ」

「あいつも今日、合格発表なんだけどなぁ。どうなったんだろ」

　少し心配そうに、将悟は受験生が集まっている掲示板のほうを見まわした。

　芽依はそっと雅に顔を寄せ、小声で聞いた。

「おい神凪、その……平気か？」

「ん？　どうしたの？」

　雅はきょとんとした顔で聞き返す。

「お前と宝生とは、ほら……いろいろあっただろ」

　芽依は言葉を濁しながら聞いた。

















　宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈な。彼女が最初に現れた目的は、将しよう悟ごを陥れることだった。柚璃奈は将悟の敵であり、彼を罠わなにかけて社会的地位を失墜させるために雅みやびを騙だまし、利用したのだ。

「──宝生さんも子供のころ、大変だったんだもん。だからあたし、同じ学校に通うようになったら、もっと仲よくできるといいなって思ってるの」

　その言葉を聞いて、芽め依いは安心した。

　けれど同時に、一抹の寂しさを感じた。

　雅はもう、芽依が守るべき少女じゃない。昔は妹みたいに思えた彼女も、もうすぐ将悟の妹だ。新しい家族を見つけて、新しい道を歩き出している。

「おっ、いたいた」

　将悟が声を上げた。柚璃奈を見つけたらしい。

　彼は雅と一緒に、掲示板の近くへ歩いていく。

　その先へ目を向けると、受験生に交じって、黒いセーラー服の少女が背を向けていた。

　スラリと細い体にも関かかわらず、大勢の少年少女に交じっても埋没しない存在感がある。

「宝生さんって、独特の魅力がありますよね。文化祭での演技もすごくうまかったし」

　来くる実みが、当時を思い出すように言った。

　去年の文化祭で、来実たちは子供客向けのヒーローショーを開催した。そのとき、急きゆう遽きよ参加できなくなった出演者に代わり、柚璃奈が悪の女王役を演じてくれたのだ。

「元天才子役女優、檀だん埜の那な百ゆ合りか。引退しても力は衰えず、だな」

「思い出すだけで、世界が征服されそうなほど恐こわくなりますよ」

　ちょっと冗談めかして言い、来実は笑った。

「入学したら、また文化祭に誘ったらどうだ？」

「そんな、恐れ多くて誘えません！　宝生さんと一緒の舞台じゃ、わたしなんか霞かすんじゃいますし」

「『りりかる☆しすたぁず』でも人気の来実が怖おじ気けづくことないぞ」

　芽依が勇気づけると、来実は「あはは……」と照れ笑いを浮かべた。

「さて、わたしもカフェの宣伝をしないとな」

　再びカフェの看板を掲げようとしたときだ。

　突然掲示板の付近で、「きゃあっ」と黄色い悲鳴が上がった。

　思わず見ると、いつの間にか受験生たちが輪になって誰だれかを取り囲んでいる。中心は、ちょうど柚璃奈が立っている辺りだ。

「……なんだか騒がしいですね」

　芽依は心配になった。

　柚璃奈と雅の間で、争いごとなど起きてないといいのだけど……。

「すまん、来実。ちょっと見てくるぞ」

　芽め依いは看板を来くる実みに預け、騒ぎのほうへ駆け出した。

　受験生たちの中をかき分けて走っていくと、人垣の間に柚ゆず璃り奈なの姿が見えた。

　そして彼女に腕を引っ張られ、将しよう悟ごが困惑した表情を浮かべている。隣には歯ぎしりしながら柚璃奈を睨にらみつけている雅みやびの姿もあった。まるで将悟を取り合っているようだ。

「あの人が、噂うわさに聞く帝みかど野のグループの御曹司なの？」

　将悟たちを見ながら、受験生の女の子が話している。

　芽依は強引に人垣を押しのけて間に割って入った。

「だから柚璃奈、離れてくれってば！」

　将悟は叫びながら、柚璃奈の手を振りほどこうと大きく振った。

「どうしてですか？　これからは同じ学校に通う生徒どうし。今まで以上にお近づきになりましょうよ」

「宝ほう生しようさんってば、離しなさいって！　将悟っ！　何鼻の下伸ばしてんのよ！」

　雅が怒ど鳴なりながら、綱引きみたいに将悟を反対側に引っ張る。

　芽依は唖あ然ぜんとしながら三人の騒ぎを見た。

「……何をやっとるんだ」

「嵯さ峨が良らセンパイからも言ってくださいよ。柚璃奈のやつ、合格したとたん、この調子なんですから」

「当然です。わたくしの学力なら、あの程度の入試問題など寝ながらでも解けますわ」

「受験勉強、思いっきりテンパってたじゃねぇか」

「うるさいっ」

　ボソッとツッコむ将悟を、柚璃奈はキッと睨みつけた。

「と、とにかく合格して嬉うれしいのはわかったから落ち着いてくれ！」

「将悟お兄さまと同じ学校に通えるなんて、こんな嬉しいことありませんもの」

　将悟に抱きつく柚璃奈を見て、周囲の受験生たちが「きゃあ～っ」と声を上げた。

「あのきれいな子、帝野センパイの恋人かしら？」

「きっと恋人を追って深み流りゆう院いん学園に入学したのよ。ロマンだわぁ……」

　将悟はぶんぶんと首を振って否定した。

「いやキミたち、それ誤解だから！　俺おれにはほかに本命の彼女がいてですね」

　すると女の子たちは、ますます顔を真まっ赤かに染め上げた。

「す……すごいわ……。帝野グループの御曹司ともなると、本命彼女のほかに愛人を作るくらい当たり前なのね……」

「しかも中学生すら平気でハーレムの一員にするなんて……。さすがカリスマ社長の一人息子、貪どん欲よくなまでに色を好む超肉食系なんだわ……」

「わたし、食べられちゃったらどうしよう……」

　将しよう悟ごはぶんぶんと大きく手を振った。

「いやいやいや！　キミたちこそ中学生なんだから不健全な妄想しないで！　もっと健全に！　健全に！　ほら柚ゆず璃り奈な、俺おれたちヘンなふうに思われてるだろ!!」

　すると柚璃奈は本性を現すように目を細め、ふふんと鼻を鳴らした。

「そうよ。もっとヘンに思われるがいいわ、帝みかど野の将悟。わたくしが入学した以上、あなたの充実したスクールライフなど限りなくゼロになると覚悟しなさい」

「だから、なんで俺、そんなに恨まれるんだよ！」

「なんで、ですって？　へ～ぇ……、もう忘れたの。受験勉強で苦しむわたくしを放ほうり出し、温泉旅行で遊びほうけてた外道が！」

「まだ根に持ってるのかよ！　お土産みやげ買ってきたじゃないか」

「ふんっ！　温泉カルシウム入りミルククッキー程度でわたくしを買収する気!?」

「買収って……」

「えぇいただいたわ。ドヤ顔で自慢げに渡されたわよ。その晩、悔しくって泣きながら一箱全部一気食いしたらお腹を壊しかけたわよ!!　ミルクで!!」

「しかも全部食ってるし……」

　将悟は困り果てた顔で雅みやびのほうを見た。

「なぁ、雅も見てないで助けてくれよ……」

　雅は白い目を将悟に向けながら、携帯電話のキーをポチポチ押していた。

「将悟が宝ほう生しようさんにデレデレしてる～って、鶴つる眞まさんに報告するから」

「はぁっ!?　ほ、報告しなくていいって！」

「ダメよ。これも女の友情だから」

「なんでこんなときだけ友情が芽生えるんだっ！　頼むから報告しないで、な、な!?」

　そんな騒がしい三人を見ながら、芽め依いは肩をすくめた。

　柚璃奈はあれこれ暴言を吐いて将悟を困らせているけれど、以前のような本気の悪意や憎しみは感じない。ワガママを言ってるのも彼女なりのコミュニケーションだ。

　結局、芽依が心配することなどなかった。

「まったく、カフェの宣伝時間を損したぞ」

　芽依はぼやきながら背を向け、人垣の外に向かって歩き出した。

「さ、嵯さ峨が良らセンパイ！　た、助けてくださいっ!!」

　ちょっと涙目な将悟など放っておいて。
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「はい、将悟お兄ちゃん！　め・い・が愛情た～っぷり込めて手作りした、とろ～りとろける甘々チョコレ～トだよ。めいのこと思い出しながら食べてね。甘いもの食べたあとは、ちゃんと歯磨きしなきゃ虫歯になっちゃうゾ！」

『りりかる☆しすたぁず』の学園ふうウェイトレス制服を着た芽め依いは、チョコレートもドロドロに溶けそうな甘ったるい声を出し、半透明のシートでラッピングされたメッセージ入り板チョコを将しよう悟ごの前に差し出した。

　テーブル席の将悟と雅みやび、それに鶴つる眞ま心こ乃の枝えもいる。雅と心乃枝は物珍しそうにチョコをのぞき込んだ。将悟は鳥肌でも立ったように寒そうに両腕をこすっていた。

　今日はバレンタインデー当日。学校で生徒会主催のチョコレートパーティーに参加した将悟たちは、その足を芽依のカフェにも向けてくれたのだ。

「チョコに『にいちゃんへ』って書いてありますけど、微妙にガラが悪くないですか？」

　将悟がチョコを見ながら聞く。

　芽依は両手の拳こぶしを口に当て、うるうると涙目になった。

「めい、どじっこだから『お』をつけるの忘れちゃったの～」

　もはやツッコむ気も失うせたような顔の将悟である。

「嵯さ峨が良らセンパイ。わたしたちのチョコレートはないんですか？」

「そーだよ。将悟ばっかずるい！」

　心乃枝と雅が、思いっきり物欲しそうな顔で見上げる。

「ごめんね～。今日はバレンタインデーだから、お兄ちゃんにしかプレゼントがないの。その代わりお姉ちゃんたちには、特別に十パーセントＯＦＦのサービス券をあげる！　有効期限は一ヶ月だから、ホワイトデーイベントで使ってね！」

　手を合わせて謝ると、芽依は周到な手つきでサービス券を差し出した。



　カフェの閉店後、芽依はテーブル席に座って、大きく伸びをした。

「今日は忙しかったな～。お客さまも大勢来てくださったし」

「メッセージチョコ作戦、大成功でしたね！」

　モップとバケツを持った来くる実みが言う。

「そうだぞ。来実のアイディアのおかげだ」

　来実は、はにかんだ笑顔を浮かべながら、着替えのためスタッフルームへ消えていく。

　一人になると、芽依はレジの後ろにかけられたカレンダーを見た。

　バレンタインイベントは無事に終了した。しかしすぐ、ホワイトデーイベントの準備に取りかからなければならない。

「卒業までの残り期間も、結局カフェの仕事で埋まりそうだな」

　それは経営が順調な証拠であり、嬉うれしいことだ。けれど……。

　──これで、いいのか……？

　また、心の中に疑問がわいてしまう。

　ぼんやり考えていると、私服に着替えた水みず谷たに衣い楠くすがスタッフルームから出てきて、芽め依いの正面の席に座った。

「どうしたんだい、オーナー。物憂げな顔をしているよ」

　ふと、芽依は彼女に聞いてみることにした。

「水谷は深み流りゆう院いん学園を退学したが、悔いや寂しさは感じないのか？」

「そもそもボクは、将しよう悟ごくんを守るために学園に潜入しただけだからね。任務が終了したなら問題ないさ。──嵯さ峨が良らオーナーは卒業が寂しいのかい？」

「いや、寂しいというか……まだ、何かをやり残している気がするんだ」

　スタッフルームのほうから話し声が聞こえ、カフェの奥の扉が開いた。

「それじゃオーナー、おつかれさまでしたー」

　学校の制服に着替え終わった来くる実みたちが挨あい拶さつをしながら、扉から外へ出て行く。

「おつかれだぞー」

　芽依は立ち上がって手を振りながら、帰路につく彼女たちを見送った。

　アルバイトを終えたら、ごく普通の高校生に戻る少女たち……。

　しばらくその後ろ姿を見つめて、芽依は「あ」と気がついた。

「ああいうことを、したかったのかもな……」

「ああいうこと？」

　衣楠が聞き返す。

「わたしはずっと経営に忙しくて、普通の高校生らしく遊んだり、アルバイトをしたり、恋愛をしたりという経験を欠いてきた気がする」

　芽依は席に戻ると、静かになったカフェを見まわした。

「考えてみれば、本当に自分の時間を生きたのか、わからんのだ。このカフェだって、母が存命なら彼女が経営を続けていたはずだ。もちろん店を買い戻したのは自分の判断だし、後悔はしてない。ここは大切な家だ。ただ……自分にはまったく別の、普通の高校生としての生活もあったのではないか。──そんなふうに思えるのだな」

　話を聞いて、衣楠はようやく理解したという顔でうなずいた。

「それが、嵯峨良オーナーのやり残したこと、か」

　芽依はつっかえていたものが取れた気分で微笑した。

「今さらそんなことを求めるとは、わたしも子供だな。カフェの経営と普通の高校生活など、両立できるわけがない」

　芽依は椅い子すから立ち上がると、両腕を大きく上げてもう一度伸びをした。

「今日は疲れたし、わたしも休むか。水谷もおつかれだ。また明日も頼むぞ」

「やり残したことを、やってみたらどうだい？」

　突然言われて、芽め依いは思わず衣い楠くすを見返した。

「卒業まで一ヶ月もあるじゃないか。その間、悔いが残らないように『普通の高校生活』を満喫してみるのも、悪くないと思うよ」

「ホワイトデーイベントがあるのだぞ。そんなことしてるヒマはない」

「そのイベントを、ボクに任せてはどうかな。二ヶ月近く働いて、カフェでの業務はだいたい把握したよ。これでもボクは、一応帝みかど野のグループに所属していたからね。多少の事務手続きも心得がある。従業員に協力してもらえば、イベントを成功させられるだろう」

　むむむ……と芽依は腕を組んで悩んだ。

　確かに衣楠は、カフェでの仕事もすんなり覚えている。これならイベント企画を任せても問題なさそうだ。

　何よりも彼女は女性客に人気が高い。まさにホワイトデーイベントの主役、秘密兵器だ。

「どうかな、オーナー」

　返事をうながされ、芽依は答えた。

「そうだな。なら一ヶ月間、水みず谷たににカフェを任せるか……」

「決まりだね。嵯さ峨が良らオーナー……いや、嵯峨良センパイ。明日の放課後からは、自由に思う存分遊んでくれたまえ。普通の女子高校生らしく、ね」
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　二日後。放課後の深み流りゆう院いん学園の会議室には、芽依のほかに六人の生徒が集まっていた。将しよう悟ご、心こ乃の枝え、雅みやび、凜りん香か、愛ま菜な、来くる実みだ。

　会議室のホワイトボードには、マジックで大きく『普通の高校生らしい生活体験クラブ』と書かれている。はたから見ると、なんのクラブだかさっぱりわからない。

　ホワイトボードの前に、魔女っ娘こコスプレ姿の芽依が立っている。星飾りのついたステッキを指示棒のように振って、ボードをパンパンと叩たたいた。

「というわけで、これよりクラブを発足させるぞ～！」

　パチパチバチ、と一同から拍手が起こる。

　集まった一同は、芽依から、クラブを作るから参加してほしいと請われて集まっていた。クラブの趣旨は、これからの一ヶ月、芽依が普通の高校生らしい体験をすること。

　今日は最初のミーティングだ。

　会議室の席に座っていた将悟が手を挙げた。

「ところで、これって本当のクラブ活動なんですか？　俺おれ、入部届も出してませんけど」

　芽依に代わって、凜香が答える。

「もちろん正式なクラブ活動ではありません。嵯峨良センパイが卒業するまでの間ですから認可も下りませんし。ただ空いている会議室がありましたから、わたしから使用申請を出したのです。嵯さ峨が良らセンパイにはお世話になってますから」

「協力、感謝するぞ」

「普通の高校生活って、具体的にどうするんですか？」

　将しよう悟ごに聞かれて、芽め依いは考えるような顔で腕を組んだ。

「そこが問題だ。まずは、皆のアイディアを拝借したい。──帝みかど野のは、どんな活動をすれば普通の高校生になれると思う？」

「何が普通かって聞かれると、難しいですね。そもそも俺おれも、あまり普通の高校生活を送ってない気がするなぁ。以前は父さんの跡継ぎをする予定でしたから、最初はその訓練に費やしたし、深み流りゆう院いん学園に来てからは、例の『妹』騒動に巻き込まれてましたし……」

　答えを出せないでいると、芽依は「チッ」と舌打ちした。

「まったく、使えんやつだ。妹のケツばかり追ってたお前に聞いたわたしがバカだった」

「追ってたのはケツじゃなくて正体ですから!!　──高校生らしいことなら、アルバイトはどうです？　短期バイトもありますし」

「確かに高校生らしいが、わたしは元から働いてるからな……」

　芽依はあまり気乗りしない様子で、ホワイトボードに『・アルバイト』と書いた。

　続いて隣の雅みやびをステッキでさす。

「神かん凪なぎはどう思う？」

「やっぱ部活じゃないかなぁ。部活動に打ち込み、みんなで目標を目指して練習に明け暮れる！　これこそ高校生らしい青春じゃん！」

　芽依は「おぉ！」と手を打った。

「さすが水泳部のホープは言うことが違うぞ。汗と涙の青春は学園ドラマの定番だ。学校生活の最後に目標を達成できれば、感慨もひとしおだな」

「でしょ？　嵯峨良センパイも水泳部に入ろうよ～」

「しかしなぁ……。卒業まで一ヶ月しか時間がない。一ヶ月ではインターハイもオリンピックも甲子園も無理だ。しかも今は二月で寒いし」

「寒いとか、めちゃくちゃやる気ないじゃないですか」

　将悟のツッコミをスルーして、ホワイトボードに『・部活（目標）』と書く。

　次に芽依は、ステッキの先を愛ま菜なに向けた。

「天てん導どう会長はどう思う？　『生徒会活動』以外で頼むぞ」

「そうだね～。生徒会で忙しくなかったら、愛菜は遊園地で遊びたいかな。ジェットコースターとかお化け屋敷で『キャ～』って悲鳴を上げると、ストレス解消になるんだよ」

「ふむ……。ストレス解消という意味なら、ゲームセンターもよさそうだな」

　芽依はそれなりに納得した顔で、『・アミューズメント』と書く。

「国くに立たちは何か案があるか？」

「わたしもこの間、生徒たちの気持ちを知りたくて買い食いを試したり、天てん導どう会長の持っていたマンガを読んだりしてみましたが、あまり面白い経験ではありませんでしたよ」

「えっ!?」

　隣で聞いていた愛ま菜なが、突然凜りん香かのほうに身を乗り出した。

「愛菜のマンガ勝手に読んだの凜香ちゃんなの!?　ポテチの食べかすが挟まってたよ!!」

「知りませんわよっ！　自分でこぼして忘れてるんでしょう!?」

　どうでもいい言い合いをする二人をよそに、芽め依いは『・マンガ（趣味）』と書いた。

「鶴つる眞ま、どうだ？」

「そうですねぇ……」

　心こ乃の枝えはしばらく考え、これしかない、という顔でニコッと笑った。

「やっぱり高校生の放課後は、勉強して予習と復習が大切じゃないでしょうか」

　凜香を除く全員が「うえぇ……」とげんなりする顔をした。

　芽依は最後に、来くる実みのほうを向く。

「来実は、ほかに何か思いつくか？」

「わたしはアルバイトのない日は、ほかにお茶したり、ショッピングしたりですね」

「おぉ、言われてみれば駅前のバーガーショップにたむろってる女子高生をよく見るな。しかしショッピングは金がかかるだろ？」

「ウィンドウ・ショッピングですよ。今度あの服買いたいな～とか、新しい携帯はどれがいいかな～とか。友だちとおしゃべりしながらだと、時間もすぐ過ぎちゃいますから」

　芽依は納得した顔で、ボードに『・お茶やショッピング（友だちと）』と書いた。

　全員の意見を聞き終わったところで、改めてホワイトボードを見る。

「アルバイト、部活、アミューズメント、マンガなどの趣味、お茶やショッピング、か。こうして見ると、どれも高校生らしい行動だな」

「あの、勉強は……」

　心乃枝がおずおずと手を挙げるが、全員がスルーした。

「すぐに実行できそうなのは、アミューズメントとお茶やショッピングか。アルバイトをしたり、部活や趣味に打ち込むのも達成感があってよさそうだが、時間が必要だ」

　考えをまとめると、芽依は一同の顔を見まわして言った。

「ではこうしよう！　今日はこれから、全員で商店街のゲームセンターに行く！　明日はバーガーショップでたむろして、明後日あさつてはショッピングだ！」

　まるで帰宅部みたいな内容の活動方針が決定し、わずか一ヶ月限定の非公式クラブ活動が開始したのである。



　一週間ほど経った夕方、芽め依いはウィンドウ・ショッピングに歩いていた。場所は近郊にあるショッピングビルだ。三階まで吹き抜けのビル内には、若者向けのブティックやカフェ、センスのいい品しな揃ぞろえのステーショナリーショップ、広いフロア面積の百円均一ショップまでが並んでいる。とても一日ではまわりきれない。

　新装開店したばかりでどの店も真新しく、大勢の来客で賑にぎわっていた。将しよう悟ごたち深み流りゆう院いん学園の制服姿だけでなく、近隣の中学や高校の制服姿も多く見られた。

「わたしも足繁くこういう場所に通って、今どきの若者のセンスを学ばねばいかんな」

　ブティックから出て、芽依は言った。

「そんな年寄りみたいなセリフを言わないでくださいってば」

　将悟が言うと、隣で心こ乃の枝えもうなずく。

「そうですよ。嵯さ峨が良らセンパイ、今どきの若者そのものじゃないですか」

　今日のクラブ活動の参加者は、芽依のほか将悟と心乃枝の三人だけだ。雅みやびは水泳部だし、来くる実みはカフェのアルバイト。愛ま菜なと凜りん香かは生徒会の会議がある。

「どうです？　普通の高校生らしい体験、できてますか？」

　将悟が聞いた。

　この一週間、みんなでゲームセンターに行き、ぬいぐるみの景品を取ったり、プリントシールを撮影して携帯電話に貼はってみたりした。

　ハンバーガーショップで一時間以上おしゃべりしながら無為の時間を過ごしたり、いろんな店のショーケースを見ながら商店街を端から端まで歩いたりした。

「うむ……。高校生らしい行動だとは思うのだが、なんというか、イマイチ求めているものとは違う気がする……。まだ一週間しか活動してないせいかもしれんが……」

　芽依はすっきりしない気分で答えた。

「そもそも嵯峨良センパイは、なんで『普通の高校生活』がしたいって思ったんです？」

「カフェの閉店後、仕事を終えた来実たちを見て感じたんだ。いかにも高校生らしい高校生で、無邪気で充実した表情で、わたしにもあんな高校生活があったのではないかとな」

　一筋縄ではいかなさそうな悩みに、将悟も心乃枝も黙ってしまう。

　しばらくして、心乃枝が口を開いた。

「来実さんが充実してるのは、お茶やショッピングもするけど、それ以外にも嵯峨良センパイの店でアルバイトをしたり、コスプレが趣味だったりと、いろんな活動をしてるからじゃないでしょうか」

「俺おれもそう思うよ。毎日ダベってるだけじゃ、充実しないもんな」

　聞いて、芽依はまた考える顔になった。

「充実か。クラブのミーティングでは、部活や趣味などの意見も上がっていたが……」

　半ば諦あきらめるように、芽依はため息をついた。さすがに今から充実感のある学生活動をするには、時間がなさすぎる。

　結局そのままウィンドウ・ショッピングの気分もなくし、三人はショッピングビルの中をぶらぶらと歩きまわった。

　ちょうどステーショナリーショップの前を通りかかったところで、店内から出て来た少女とバッタリ出くわした。

「あら、こんなところで会うとは奇遇ね」

　黒いセーラー服を着た柚ゆず璃り奈なが、ショップの紙袋を抱えている。

「柚璃奈。買い物してたのか？」

　彼女は紙袋からペンの入った箱を取り出し、自慢げに見せびらかした。

「入学に備えて筆記具をそろえていたのよ。これは特注で注文しておいた、ネームとシリアルナンバー入りの最高級万年筆。わたくしが高校デビューする以上、そこらの生徒とは圧倒的に違う存在なのだと見せつけてやらなければ」

「ていうか、万年筆でノート取るのかよ」

「そんなわけないでしょ。これはサイン用。テストの答案に署名するときに使うのよ」

「……署名負けしないよう勉強するんだぞ。立派な署名で四十点とか悲しすぎるからな」

「わたくしがそんな点を取るわけないでしょっ！　バカにしてるの!?」

　散々受験勉強で苦しんでたことも忘れたらしく、柚璃奈は将しよう悟ごに食ってかかる。

　そんな彼女を見て、芽め依いは思わず微笑した。

「……な、何よ。わたくしを笑ってるの？」

「そうじゃないぞ。入学を楽しみにしてる姿を見ると、うらやましくなってな」

「へぇ。うらやむほど卒業が嫌なのかしら？」

　ちょっと嫌味の交じった問いかけにも、芽依は答えない。

「つまらないわね。まぁいいわ」

　柚璃奈は芽依たちに背を向け、先に歩いて立ち去った。

「……今日は帰るか」

　芽依が言って、三人はビルの正面玄関に向かう。

　大きなガラス扉のあるエントランスを抜けようとしたとき、将悟が何かに気がついた。

　彼の視線を追うと、エントランスの脇わきの壁に、バーゲンセールや季節ものアイテムの売り出しなど何枚ものポスターが貼はられている。

「コスプレ・ファッション・コンテスト……なんて書いてありますよ」

　それはショッピングビルのオーナーが主催する、イメージモデルの募集広告だった。ポスターには、コンテストのイメージキャラクターである二人組の女の子のイラストが描かれている。一人は森の木のように静かで知的な雰囲気を漂わせ、もう一人は太陽のように激しく情熱的に燃えていた。

　応募条件は、この近郊に住む十五歳～二十二歳の女性で、二人ペアであること。プロのモデルやタレントの応募は不可。そしてコンテストの開催日は、三月の上旬。深み流りゆう院いん学園の卒業式の直前だ。

「……帝みかど野の、このコンテストに出るのは、どう思う？」

　ポスターを見つめながら、芽め依いは聞いた。

「さっきも言ってただろ？　わたしの高校生らしい生活に足りないものは、充実だ。部活動や趣味に打ち込み目標を達成させる充実感だ。一から打ち込めるものを探すには時間が足りないが、コスプレであれば得意分野だぞ。さらにコンテスト優勝という目標があれば、充実した日々を送れるじゃないか！」

「確かに、このまま無為に時間を過ごすよりは、はるかに有意義そうですね。それに、募集はちょうど二人のペアですから、仲間と協力もできますし……」

　将しよう悟ごも同意してくれる。

　もしかしたら残りわずかな学校生活で、やり残していたことを取り戻せるかもしれない。

　芽依はそんな予感がしていた。



　　　　§



　翌日、クラブの定例ミーティングには全メンバーが集まっていた。

　コスプレ魔女っ娘この芽依は会議室のホワイトボードの前に立つと、マジックでキュッキュッと今日の議題を書く。

『コスプレコンテスト　参加者決定会議』

　芽依は一同のほうを向くと、バンバンとボードを叩たたきながら威勢よく言った。

「というわけで、コンテストに参加してくれる人を決めたいと思う！　わたしは高校生活の仕上げとして、このコンテストに参加する。しかしコンテストは、ペアでなければ参加できない。そこでわたしともう一人、ペアを組んでくれる人を決めようではないか」

「嵯さ峨が良らセンパイ」

　将悟が手を挙げた。

「言っておくが女性のペアだからな。帝野は参加できんぞ。女装してもダメだ」

「女装しませんって！　──そうじゃなくて、別に会議をしなくても、嵯峨良センパイが気に入った相手を選んでいいんじゃないですか？」

「それでは味あじ気けないだろ。本物の部活動のように、皆でぶつかりあい、切せつ磋さ琢たく磨ましながら目標を目指してこそ価値がある！」

　芽依はステッキの先で、ホワイトボードの横に置かれたハンガーラックを指した。衣装袋に入った数着の衣装がかけられている。

「わたしの持ってるコスプレ衣装だ。今朝、水みず谷たにに協力してもらって運び込んだ。これを着てもらい、一番コスプレ姿が魅力的なのは誰だれかを決めようじゃないか」

　心こ乃の枝えが不安そうに手を挙げた。

「あの……、エッチな衣装とかありませんよね？　お腹が丸出しなのとか……」

「心配無用。コンテストは一般的なイベントなのだ。露出度の高い不健全な衣装など言語道断！　今日はみんなにお似合いの衣装を用意したから楽しみにしろ」

「それなら、着てみようかな」

　心乃枝が言うと、凜りん香かと愛ま菜なも同意した。

「ですわね。たまには、普段と違う服も着てみたいですもの」

「愛菜は最近ダイエットしてるから、せくし～な服がいいな！」

　皆が乗り気になる中、来くる実みが戸惑ったように口を開く。

「オーナー、わたしもコスプレするんですか？」

「もちろん来実のも用意してあるぞ。普段からコスプレしてる来実には退屈かもしれんが、むしろそのほうがありがたい。クラブのテーマは、普通の高校生活なのだから」

　来実は、少し考えるそぶりを見せ、納得するような顔でうなずいた。

「……わかりました。じゃあ、わたしもコンテストを目指しますね」

　ふと、さっきからソワソワと時計を見ていた雅みやびが立ち上がった。

「あたし、そろそろ水泳部に行かなきゃ」

「そうなのか？　神かん凪なぎの衣装も用意したのだが……」

「ゴメーン。今日、来期の部長を決めるの。だから欠席できなくて」

　雅はパッと両手を合わせる。

「いや、謝らなくていいぞ。無理にクラブに付き合わせてるのだからな」

　言って、芽め依いはふと思いついたように手を叩たたいた。

「そうだ、いっそのことスクール水着での参加はどうだ!?」

「……不健全な衣装など言語道断じゃなかったっけ？」

「何を言う。スクール水着は実に健全な学校生活の象徴じゃないか！　しなやかな体の曲線美！　肌から弾はじけ飛ぶきらめく水滴!!　不健全というやつの心が不健全なのだっ!!」

　力説する芽依を、雅はジトッとした目で見つめていた。



　雅は水泳部に向かい、残った心乃枝、凜香、愛菜、来実の四人が今、会議室で着替えている。その間、芽依と将しよう悟ごは廊下に出て、着替えが終わるのを待っていた。

「むぅ、神凪のコスプレが見られんのは残念だぞ」

　壁にもたれかかって、芽依は言った。

「あいつも水泳部はあと一年ですからね。一生懸命なんですよ」

「ふふ、さすがは将しよう悟ごお兄ちゃんだな。──いつ、本当の兄妹になるんだ？」

「三月の中旬には、母さんと一かず馬まさんの式がある予定なんです。身内だけの小さな式にするって言ってましたけど。入籍届を出すのも、来月中の予定だそうです」

「なら三年生になったら、正真正銘の兄妹だな。一応応援してやる」

「一応ですか？　嵯さ峨が良らセンパイらしいなぁ」

　将悟ははにかんだような照れ笑いを浮かべた。

「センパイも、コンテスト、優勝できるといいですね」

「優勝が目的じゃないぞ。一つの目的に向かって突き進む。それこそが青春の一ページというものではないか」

　二人で話していると、近づく足音がある。見ると、深み流りゆう院いん学園の生徒ではなく黒いセーラー服の少女がいた。柚ゆず璃り奈なだ。

「柚璃奈、なんで学校にいるんだ？」

「制服の購入手続きをしてきたのよ。ついでだから帝みかど野の将悟の泣き顔でも見ようとあなたを探していたら、ここにいると聞いたから」

「なんで泣き顔を見るんだよ。──しかし柚璃奈も、そのセーラー服とお別れだよな」

　将悟がしみじみと言うと、柚璃奈はギロッと彼を睨にらみつけた。

「あげないわよ！　ヘンタイロリコン!!」

「誰だれもほしいなんて言ってないだろ！」

　ふんっ、と柚璃奈はそっぽを向く。会議室の中から物音が聞こえるのに気づき、もう一度将悟に振り向いた。

「何をやってるの？」

「今、女の子たちが着替えてるんだ。コスプレコンテストに出ようって話になってさ」

「面白そうじゃない。わたくしも交ぜなさい」

　言って彼女は歩き出し、ガラッと扉を開ける。将悟はあわてた様子で反対側を向いた。

　柚璃奈は勝手に会議室に入って扉を閉める。

「相変わらず勝手なんだから……。すみません、嵯峨良センパイ」

　将悟は柚璃奈が入っていった扉を見つめながら謝った。

「いいじゃないか。来る者拒まずだ。ちょうど神かん凪なぎに用意した衣装があまったしな」

「センパイがそう言ってくれると、俺おれも安心です」

「なんだ帝野。宝ほう生しようの保護者みたいだぞ？」

「そ、そうですか？　……柚璃奈もああ見えて、根は素直なやつですから。それに子供のころ、子役女優としていろいろ苦労したそうですし、だから今、ちょっと生意気でもいいかって思えるんです」

「入学したら、面倒見てやれよ。神凪とも仲よくさせてやってくれ」

　将しよう悟ごはしばらく芽め依いを見つめ……「はい」と、大きくうなずいた。

「それとだ、帝みかど野の。わたしが卒業しても……」

　芽依は身を守るように両腕で胸を抱いた。

「制服は渡さんからな」

「だから制服がほしいなんて言ってませんって!!」

　それからしばらく待って、芽依は扉をノックした。

「そろそろ着替え終わったか～？」

「は、はい。大丈夫ですよ」

　中から心こ乃の枝えの返事が聞こえる。

　芽依は扉を開け、将悟と一緒に中に入った。

　心乃枝を見るなり、「おぉ！」と声を上げる。隣の将悟も見とれた様子で、視線を釘くぎ付づけにしていた。

「ど、どうでしょうか……？」

　心乃枝は頭のてっぺんからつま先までメイド服を着込んでいた。しかもただのメイドじゃない。頭にはぴょこんと飛び出た猫耳、そしておしりからは、クネクネッと動く猫のしっぽまで完全装備である。

「ウチでバイトしてくれたときの、鶴つる眞まの猫耳メイド姿をもう一度見たくてなぁ……。こうして再び目の当たりにできて、わたしゃ生きててよかったぞ……。うぇっうぇっ……」

「そ、そんな嵯さ峨が良らセンパイ、泣かなくても……。それよりもこれ……」

　心乃枝はほおを赤らめ、腰をクネクネと左右に動かした。両手でおしりを押さえ、必死に何かに耐えている。

「さ、さっきから、しっぽがピョコピョコ動いて、くすぐったい……んですけど……」

　彼女が身もだえれば身もだえるほど、呼応するようにしっぽがクネった。独立した生き物のようだ。しっぽの先で心乃枝の背中をぽふぽふ叩たたいたり、スカートの端に引っかけてサッとめくり上げたりしている。

「ひゃうっ！　しっぽの根元が、おしりのとこに……当たってるんですけど……ひゃっ」

「おい心乃枝、大丈夫か？　顔が赤いぞ」

「だ、大丈夫じゃ……ないかも……。センパイ、どうすれば……いいんですか……？」

「これは、わたしの発明した猫にゃんしっぽのバージョン２だぞ。以前よりも感情豊かに反応させ、ダイナミックな動作を可能にした。コスプレイヤーが猫にゃんに成りきれば、思いどおりに動かして第三の手のように扱うことすら可能だ」

「いくら本物の猫でも、しっぽを第三の手にはしないんじゃ……」

　呆あきれる将悟の前で、心乃枝はますます身を悶もだえさせ声を上げた。

「あ、あぁっ、お、おお、おしりが、くにくにして、たっ、立てないですううぅっ！」

　心こ乃の枝えの足がけいれんし、頭がフラフラと左右に揺れ、体が前のめりに倒れかかる。

「心乃枝っ！」

　将しよう悟ごが素早く手を伸ばして彼女を抱き止めた。

　心乃枝は抱きかかえられながら、はぁはぁと荒い息を吐いてぐったりしている。

「ざまぁないわね。見てられないわ」

　蔑さげすむような柚ゆず璃り奈なの声がした。

　見ると、彼女もまた心乃枝と同じ猫耳メイド服姿をしている。

　しかし同じ猫でも二人の雰囲気はずいぶん違う。長い髪の心乃枝が従順なヒマラヤンなら、短髪の柚璃奈は、さながら活発なシャム猫だ。

　柚璃奈は優雅にしっぽを振り、しゃなりと歩み寄りながら、将悟に寄りかかっている心乃枝を見下ろした。

「身も心も猫耳メイドに成りきれないから、そんなザマなのよ」

「じ、じゃあ宝ほう生しようさんは猫さんに成りきれるんですか!?」

　悔しげに聞く心乃枝に、柚璃奈は「もちろんよ」と答える。

　彼女は将悟たちを見まわし、両手を猫みたいに曲げ、おもむろに口を大きく開けた。

「うにゃあああああああぁ～ん」

　甘えるような猫の鳴き声が響く。

　芽め依いと将悟は驚きのあまり呆ぼう然ぜんと柚璃奈を見つめた。

「猫だ……猫がいる……」

「どこからどう見ても本物の猫ですよ……。さすが元天才子役女優。半端ないぜ……」

　すっかり心まで成りきったのか、柚璃奈はにゃあにゃあ鳴きながら自分のしっぽを追いかけ、ぐるぐるまわり出した。これじゃコスプレコンテストというよりペット自慢コンテストになりそうだ。

「ねぇねぇ、愛ま菜なのコスプレも見て～！」

　芽依と将悟は、駆け寄る愛菜のほうに振り向いた。

「うわっ!?」

　将悟がのけ反りながら叫んだ。

　頭からピンと飛び出た長い耳。胸の膨らみと腹部のくぼみを強調するレオタード。そしてスラリとした素足を包むキメの細かな網タイツ……。

　バニーだ。バニーガールが満面の笑顔を浮かべて駆けて来る。

「て、天てん導どう会長!?　バニーガールのコスプレ……って、まさか、猫の次はウサギって言いたいんじゃないでしょうね!?」

「鋭いな、帝みかど野の。そのとおり、天導はピョンピョン跳ねるウサピョンだ！　しかも全身のボン・キュッ・ボンをこれでもかと見せつける超スリム型バニースーツ!!」

「健全なコスプレって言ったじゃないですか！」

「バニーガールは日本の文化だぞ！　帝みかど野のは文化をバカにするのか!?」

「バニーガールはアメリカが発祥の地です。適当なこと言うと怒られますよ……」

「むぅ、さすがはプレイボーイ帝野。詳しいな」

　将しよう悟ごは頭が痛そうに額ひたいを押さえた。

「愛ま菜な、このコスプレ気に入ってるよ～。嵯さ峨が良らセンパイ、望みどおりせくし～衣装を選んでくれたんだもん」

「そうだぞ、天てん導どう。お前は天然っぽく思われてるが、その裏には恐るべき色気を隠している。さぁ、今こそ秘めたる力を解放するがいい!!」

「うん!!　みんな、愛菜を見て!!」

　愛菜は愛くるしい笑顔を浮かべて両腕を広げ、背筋を伸ばし、胸を張った。

　その瞬間……プチッ、と何かが破れる音がする。

　バニースーツの脇わき腹ばらが縦に裂け、隙すき間まから素肌が露あらわになった。

「な、なんで～!?」

「天導……ダイエット失敗して太ったんじゃないか？」

「ひ～んっ、そんなことないもんっ！　今日だってお昼ごはん少なめにして、お腹減ったから、おやつにポテチ大盛りパックを一袋食べただけだもんっ!!」

　ぶんぶんと首を振りながら必死で否定する愛菜を、芽め依いと将悟はちょっと呆あきれた眼まな差ざしで見つめ続けた。

「セ、センパイ！　これはどういうことですの!?」

　突然、怒りに満ちた声が響き、芽依たちは振り返った。

　凜りん香かが立って、なぜか制服の上着を羽は織おって体を隠している。怒りに唇がわなわなと震え、芽依を睨にらんでいた。

「いやらしい衣装などないと、言ったではありませんか！」

「そうだ。その衣装だって露出度は高くないだろ？　むしろ素肌はほとんど見えないくらいだ。全然いやらし～いことないぞ」

「今度はなんの動物のコスプレなんですか？」

　将悟が聞くと、芽依は意味ありげに「フッ」と笑った。

「まぁ見てみろ。度肝を抜かされるがいい。さぁ国くに立たち、お前のコスプレを見せてくれ！」

　凜香は恥辱の表情のまま、制服を脱いで脇わきに置き、全身をさらした。

　それは首から下をすっぽり覆う、薄茶色のタイツだった。薄手の生地が体にぴっちり貼はり付いて、ボディラインをあますことなく浮かび上がらせている。唯一、手足の先だけが平たくなって、ヒレのようになっていた。

「見よ、国立のあふれ出る完かん璧ぺきなプロポーション！　このナイスバデーを武器にせずして、なんで戦えというのだ!!」

「こ、ここ、こんな服……ま、まるっきり裸ですわよっ!!」

「裸じゃないぞ。ほとんど露出しとらんではないか」

「露出してなくても、体形が丸わかりですっ!!」

　将しよう悟ごは気まずそうに凜りん香かから目を背け、聞いた。

「あの……これ、なんのコスプレなんですか？」

「決まっとるだろ。オットセイのコスプレだ!!」

「国くに立たちさんにオットセイをさせるとは、さすが嵯さ峨が良らセンパイ、目の付け所が違うぜ……。っていうかオットセイって、ぶっちゃけタイツ着せるためのこじつけですよね？」

　凜香はとうとう涙目になって、ふるふる震えている。

「こんな恰かつ好こうで人前に出られるわけありませんっ!!」

　怒ど鳴なって制服の上着を引っつかむと、素早く羽は織おって体を隠してしまった。

　芽め依いは不服そうに口をとがらせる。

「むぅ、つまらんぞ。このコスプレで出場したら優勝間違いなしなのに」

「はははは……。むしろ審査落ちしそうな気がしますけど……」

　将悟は会議室を見まわした。

「あとは来くる実みさんですね。なんか、これ以上見るのが恐こわいような……」

　来実は会議室の隅の目立たない場所に立っていた。芽依と将悟が近づくと、気づいたように顔を上げて近づいてくる。

「あれ、来実さんの衣装はまともだ……」

　ふわりと柔らかそうなスカートと、大きなリボンのついた白いエプロン。『不思議の国のアリス』のような、水色のエプロンドレスだ。心こ乃の枝えたちのコスプレほどの派手さはないけど、クラシカルにまとまった安定感があって、かわいらしい。

「帝みかど野のセンパイ。に、似合いますか？」

「うん、よく似合ってる。本当に童話のヒロインみたいだ。──嵯峨良センパイ、まともな衣装も用意できるじゃないですか」

　心乃枝や凜香、愛ま菜なも来実の周りに集まり、「かわい～」なんて褒めそやしている。

「これで全員分が出そろったな。よし帝野、誰だれがわたしとペアを組んでコンテストに出るのがいいか、選んでくれ」

「え、俺おれが決めるんですか!?」

「そのために皆のコスプレ姿を見せてやったのだ。決して目の保養じゃないからなっ！」

　将悟は悩める顔になって腕を組んだ。

「うぅーん……、一人選べって言われてもなぁ……。俺はコスプレは詳しくないし、センパイが決めたほうがいいですよ」

「やれやれ、まったく使えんやつだ。しかたない、わたしが決定しよう」

　芽め依いは女の子たちを順に見まわし……来くる実みに視線を留めた。

「来実、ペアを組んでくれるか？」

「わ、わたしですか!?」

「一番安心して組めそうなのは、やはり来実だからな」

　来実は考えている。日時の都合を確認しているのかもしれない。

　そのとき少し離れて見ていた柚ゆず璃り奈なが、割り込むように芽依の正面に立った。

「わたくしを差し置く気かしら。納得いかないわね」

　選ばれなくてプライドが傷ついたのか、ムッとした顔をしている。

「宝ほう生しようのコスプレは確かに魅力がある。オーラが違うのは認めよう。しかしオーラがありすぎて、ペアを組んだらわたしが目立たないではないか」

「あら、そんな心配は無用よ。あなたが目立つ必要はないわ。わたくしの猫にゃんオーラでコンテストの審査員どもを屈服させてあげる。この魅力の前に誰だれもが地べたに這はいつくばい、毛を逆立てながらにゃあにゃあ鳴きわめく姿が目に浮かぶようね」

　そんな彼女を、将しよう悟ごが「まぁまぁ」となだめた。

「嵯さ峨が良らセンパイのクラブなんだし、今回はセンパイの希望に従おうぜ。それにコンテストはプロの応募が不可らしいから、柚璃奈だと引っかかる可能性があるだろ。以前は人気女優だったんだし」

　柚璃奈はちょっと不満そうながらも黙った。一応納得してくれたようだ。

「では来実、頼まれてくれるか？」

「は……はい。それならコンテストに出ます」

「よろしくだぞ。明日からは自己紹介の練習をしよう」

　来実はうなずき、腕時計を見た。

「それじゃ、そろそろアルバイトにいかないと……」

「おぉ、そうか。引き留めて悪かった。──ほれ帝みかど野の、着替えてもらうから外に出るぞ」

　芽依と将悟はまた廊下に出て、女の子たちの着替えを待った。

「センパイ、ほんとは最初から来実さんを選ぶつもりだったんじゃないですか？」

「さぁ、どうだかな」

　将悟の問いに、芽依は素知らぬふりをして答えた。

　やがて扉が開き、来実が廊下に出てくる。鞄かばんを持っていて、すぐカフェに向かうらしい。

「それじゃオーナー……じゃなくて、嵯峨良センパイ、帝野センパイ、失礼します」

　二人に見送られながら、来実は廊下の先へ駆けていく。

　彼女が廊下の角を曲がって見えなくなるころ、心こ乃の枝えたちも出てきた。

「みんなもおつかれだぞ。会議室の後片付けは、わたしがやっておくからな」

　そう言って芽め依いは、会議室に戻ろうとした。

　そのとき心こ乃の枝えが、来くる実みが駆けていった廊下の先を見ながらつぶやいた。

「来実さん、なんだか元気がありませんでしたね……」

　聞きとがめ、芽依は足を止めた。

「少々疲れているようでしたわ」

「アルバイト、忙しいのかな」

　凜りん香かと愛ま菜なも、そんなことを言っている。

　芽依は少し心配になった。

　もしかしたら彼女は、無理にクラブに付き合ってるんだろうか？

　そして思い出した。

　さっきコンテスト参加を請われたときも、彼女は即答せず迷ってるようだった……。

「じゃあみんな、今日はこれで解散だ！」

　そう言い残すと、芽依は来実を追って駆け出した。



　彼女の背に追いついたのは、学校の下駄箱のすぐ手前だった。

「来実！」

　廊下を走りながら背中に声をかけると、彼女は少し驚いたように振り返った。

「どうしたんですか？」

「その……来実、疲れてるのか？　アルバイトがあるのに無理をして、わたしに付き合ってるんじゃないだろうな」

　すると来実は微笑しながら首を横に振った。

「まさかぁ。そんな大変なシフトじゃありませんよ。全然疲れてませんから」

「コンテストなど、荷が重かったら断っていいんだぞ。わたしのお遊びなのだから」

「大丈夫ですよ。わたし、コスプレ好きですから」

　来実はあくまで笑顔で答える。

「そうか……。それじゃ頼むぞ。来実ほどコスプレが映える女子はそうそういないからな」

　来実はうなずくと、再び背を向け、歩き出そうとした。

　しかし、彼女は前に進まなかった。その場に立ったまま、足が固まっているように動かない。わずかに背を丸め、うつむいている。

「わたしって、普通ですよね……」

　来実は小声でつぶやいた。

　その声がやたらと悲しげで、芽依はしばらく返事ができなかった。

「……どういうことだ？」

「わたし、才能もないし、積極的じゃないし、優しくもないし、魅力だってない……」

「そんなことないだろう。むしろ来くる実みには、その全部がある」

「そうなんです。全部、『普通』なんです。普通にしか、ないんです……」

「それに悩んで、元気がなかったのか……？」

「オーナーはすごいです。カフェを経営して、頭がよくて。わたし、オーナーが『普通の生活がしたい』なんて言うと、比べられてるんじゃないかと思えて、恐こわくて……」

「ま、待て。わたしは非難する意味で『普通』などと言ったわけじゃない。本当に、皆がしているような高校生活に憧あこがれたのだ」

「オーナーには、特別な道を歩くことも、普通の道を歩くこともできます。選べるんです。だけどわたしには……普通の道しか歩けない……」

「来実には、コスプレする趣味があるじゃないか！」

「コスプレしたら、誰だれだってヒロインみたいになれます……。それだって、もっと魅力的な人、たくさんいる……」

　今度こそ、芽め依いは何も言えなくなった。

　二人とも黙り込み、ただ沈黙だけが流れていく。その気まずさにも気づかず、近くを楽しげに笑い合う生徒たちが通り過ぎていく。

「す、すみません。つい弱音吐いちゃって」

　来実は振り返り、また笑顔に戻っていた。

　しかし芽依には、それが無理してるようにしか思えない。

「大丈夫ですよ。わたし、嵯さ峨が良らセンパイの気持ちも理解してますから」

　そう言うと彼女は背を向け、下駄箱のほうに駆けていく。

　芽依は黙って立ったまま、靴に履き替えて外へ出る彼女を見送っていた。



　会議室に戻って衣装を片付け終えた芽依は、そのままぼんやりとたたずんでいた。

　外はもう夕方だ。冬は陽ひが暮れ始めると、あっという間に暗くなってしまう。

　窓から中庭を見下ろすと、帰宅する生徒たちが裏門のほうへ足早に歩いていく。

「普通にしかなれない、か……」

　芽依は彼女のような生き方に憧れていた。

　それが高校生活でやり残したことだと思っていた。

　けれど結局、やり残したことなんて見つからない。残したのは、ただ来実を傷つけたことじゃないか。それも卒業間際になって。

「センパイ？　どうしたの？」

　扉が開き、雅みやびの声がした。振り返ると、ジャージを着た雅が立っている。

「神かん凪なぎ。部活、終わったのか？　部長を決めると言ってたが……」

　雅は、やり切れなさそうな表情で首を横に振った。

「それがさ、部長候補が二人いるんだけど、どっちが部長になるかで揉もめちゃってるの。今、顧問の先生が必死に二人をなだめてるけど、みんなしらけちゃって。あたしも休憩させてもらったわ」

「大変そうだな。──いっそ、神かん凪なぎが部長になればどうだ？」

　冗談半分に言うと、雅みやびは「とんでもない！」と言いたげに両手を大きく振った。

「やだよ～。部長なんて、部員の管理とかめんどくさそうじゃん！　あたし、三年生こそは全国大会に出たいから、練習に集中したいもん！」

　しきりに否定する雅を見て、芽め依いは思わず、クスリと笑った。

「む～、なんで笑うのっ!?」

「すまんすまん。──嬉うれしいのだ。一年生のころの神凪は、あまり人と接しなかったからな。この一年でずいぶん変わったものだ」

「そうだね……。あのころはあたし、恐こわかったの。熊くま五ご郎ろうさんが本当の親だなんて誤解してて、将しよう悟ごに会えないことで思い悩んでて、これ以上傷つくのが恐かったんだよ。今から考えたら、怯おびえすぎだったのかも」

　雅は昔を思い返すように笑った。過去の自分を懐かしむ余裕すら感じられる。

「わたしは……今ごろになって人を傷つけてしまったな」

　芽依は自じ嘲ちようするように言った。

「何があったの？　……来くる実みさんのこと？　なんか悲しそうに走ってくの見えたけど」

「大したことじゃない。どうせもう卒業して忘れるさ。怯える必要などない」

　卒業後も来実がアルバイトを続ければ、会う機会はいくらでもある。けれどもう、二人の関係は同じ学校の生徒じゃない。雇用主と従業員、ただそれだけだ。

　それでいい。結局芽依は、彼女のような少女たちとは別の世界に生きていたのだから。

「……センパイ、たぶん誤解してる。あたしは、誰だれも傷つけなくなったんじゃない。今だって友だちどうし、傷つけたり傷つけられたりなんてしょっちゅう。──だけど、それが恐くなくなったって言いたいの」

「なんで恐くないんだ？」

「だってそんなの、普通のことじゃん」

　普通……と、芽依は心の中でつぶやいた。

「毎日顔を合わせてたら、ときには嫌なこともあるし、知らず知らずのうちに相手を嫌な気分にさせることもあるでしょ。誰だっておんなじ、当たり前に起きることなの。──そう思えば、いちいち深く傷つく必要なんかない。また、仲直りすればいいだけ」

　雅の言うことは、よく理解できた。

　人と関かかわれば衝突もある。雅は決して、それを苦に感じないわけじゃない。ただそれは、誰の身にも起こることだ。だから自分だけが必要以上に悩むことはない。

　──彼女はそう言ってるのだ。

「そこまで強く思えるようになったのだな」

「鶴つる眞まさんのおかげ、かな。あたし、しょっちゅう鶴眞さんとケンカしてたし」

　芽め依いは納得した顔になり、また窓の外を見つめた。

　今、やっと芽依は気がついた。

「わたしはいつの間にか、『普通の高校生活』をしていたのだな」

　芽依が来くる実みを傷つけたようなことも、きっと、学校のあちこちで起きているごく普通の光景なのだろう。

　……じゃあ、このままでいいのか？

「しかし神かん凪なぎ。わたしは『普通』のまま終わりたくないぞ」

「どうするの？」

「わたしと来実の傷ついた仲を修復できるのは、わたしたちしかいない。ほかの誰だれも代わりができない、自分だけの特別なことだ。そうだろ？」

　雅みやびはじっと芽依を見据え、大きく首を縦に振る。

「もちろんだよ！」



　学校を出た芽依は、『りりかる☆しすたぁず』の閉店時間を見計らってカフェに戻った。扉を開けると、ちょうど従業員たちが店内を掃除しているところだ。

　テーブルを拭ふいていた来実に近づくと、彼女は少し驚いた表情で振り向いた。

「オーナー……。クラブの間、店には来ないんじゃないですか？」

「来実。コスプレのコンテスト参加は、やめにしよう」

「いいんですか？　目標だって言ってたのに」

「クラブはもうおしまいだ。やはりわたしには、このカフェのオーナーが似合っている。ここが自分の居場所だと気づいたんだ」

「すみません、わたしがヘンなこと言ったから。普通の高校生活、送れませんでしたね」

　来実は申し訳なさそうにうつむいた。

　しかし芽依は、首を横に振ってみせた。

「違うぞ。わたしは充分堪能させてもらった。これ以上続ける必要がなくなったのだ」

「……いつ、ですか？」

「仲間を傷つけてしまったり、そんな自分に思い悩んだり。……それこそが、どこにでもある普通のことじゃないか。──わたしはカフェを経営していて、学校外のいろんな人と関かかわり合ってきた。そのぶん、こんなふうに同じ歳としごろの友人と衝突する機会が少なかった。それで漠然と、『普通の高校生活』なんていうものを求めたのだろうな」

「そうだったんですか……。ふふっ、なんかお役に立てたみたいで、嬉うれしいです」

「今日からまた、わたしは『りりかる☆しすたぁず』のオーナーにして経営者だ。よろしく頼むぞ、来くる実み」

「はい！　ホワイトデーイベント、成功させましょう！」

　芽め依いは準備のため奥のスタッフルームに向かって歩き出した。

　そこで一度振り返り、来実に言った。

「それとだ、来実。お前が自分をどう思っているかは知らないが……少なくともわたしにとっては、大切なことを気づかせてくれた特別な人間だ」

　来実は、ポカンとした顔で芽依を見ている。わかったような、わからないような顔だ。

「ほかに代えられるやつなどいないさ」

　そう言って、芽依はスタッフルームのほうへ歩き出した。



　　　　§



「どうだい、オーナー。こんな恰かつ好こうで迫られたら、全国の女子は腰が砕けるほどメロメロになってしまうことだろう」

　学ランに制帽を被かぶった衣い楠くすはそう言って、白い歯をきらめかせながら笑った。

　芽依がオーナーに復帰した翌日。『りりかる☆しすたぁず』の店内では、衣楠が考案したバレンタインイベントのプレゼンをしていた。

「……なんで学ランなんだ？」

「ホワイトデーといえば、男子から女子へのプレゼント。ボクなりにテーマを追究した結果、学生時代を思わせる甘酸っぱいシチュエーションが好まれるだろうと判断したんだ」

「甘酸っぱいはいいが……少々、センスが古くさくないか？　──来実はどう思う？」

　芽依は隣で聞いていた来実に意見を求めた。

「そうですねぇ……。古いと言えば古いですが、案外いけるかもしれませんよ。レトロですよ、レトロ！　いっそ店内も昭和の少女マンガふうのイメージに飾り付けたらどうでしょう？　年上のお客さまには昔懐かしく、初めて見る若いお客さまには新鮮に感じる、そんな方向性を目指すとか！」

　そんなふうに言われると、芽依は、ダサく感じた衣楠のイベント案も、現実味のあるものに思えてきた。

「うむ……。言われてみれば、ウチでも未経験の方向性で新しいな。新しい客層も開拓できるかもしれん。だが……」

　芽依はまだ心配そうに来実を見た。

「内装はいいとしても、『しすたぁず』の制服はどうするのだ？　全員が学ランでは、さすがにウチのイメージに合わないぞ。セーラー服の女子からプレゼントされたらホワイトデーにならんし……」

「う～ん、そうですね……。昭和レトロふうにピッタリなコスプレ衣装かぁ……」

　しばらく考え込み、来くる実みは思いついたように立ち上がった。

「そうだ！　ちょっと待っててください!!」

　そう言って来実は、芽め依いの衣装コレクションが置いてある二階へと駆けていく。

「彼女は頼りになるね」

　衣い楠くすが感心ながら言った。

「そうだな。ヘタに経営など考えず、いいと思うものを提案してくれるのだからな」

　やっぱりこのカフェにとっては、彼女は特別な存在なのだ、と芽依は感じていた。

　三十分ほどして、来実がパタパタと足音を立てながら芽依たちのところに戻って来た。

「オーナー！　こんな衣装はどうですか!?」

「どれどれ……うぉっ!?」

　芽依は来実のほうに振り向いて、思わずのけ反った。

　来実は上半身に、前のボタンを外した学ランを羽は織おっている。そしてその下は、純白がまぶしい体操服。履いているのはまさに昭和レトロチックな、濃紺のブルマだった。

「なな、なんだその恰かつ好こうは!?」

「前に読んだ青春マンガで、寒がっている体操服の女の子に、男の子が学ランをかけてあげるシーンがあったんです！　そんな甘酸っぱいシチュエーションを感じませんか!?」

















「む、むむ……。確かにレトロで新しい……。古くさい青春の萌もえを感じるぞ。し、しかし来くる実み、よくそんな恰かつ好こうをする気になれたな」

「わたしこれからは、今までよりちょっと冒険しようって思って！」

「お……おぅ。なかなかチャレンジングだ……」

　なんとなく、冒険の方向が微妙に間違った方向を向いてる気がしなくもない。

　ともかくこうして、ホワイトデーの企画は着々と決定していったのである。



　そして『りりかる☆しすたぁず』でのホワイトデーイベントは無事に終了した。

　結局、ブルマはさすがに恥ずかしいと『しすたぁず』の女の子たちから意見があり、下はスパッツになった。しかし体操服とスパッツと学ラン。これはこれである意味斬ざん新しんな組み合わせである。

　そしてすぐに迎えた、深み流りゆう院いん学園の卒業式の日。

　式を終えた芽め依いが講堂から出てくると、将しよう悟ごと心こ乃の枝え、凜りん香かと愛ま菜な、そして花束を持った雅みやびと来実が待っていた。

「嵯さ峨が良らセンパイ、卒業、おめでとう！」

　雅が一抱えもある花束を渡してくれる。

　その場のみんなが拍手をして、パシャパシャとシャッター音が鳴った。すぐ近くで新あら谷や部長が感動的な場面をカメラに納めている。その隣では、滋し賀がさんがハンカチを握りしめ、目を真まっ赤かにしてしゃくり上げていた。

「すまんな、わたしのために用意してくれて」

　芽依はニコッと笑顔で花束を抱える。

「それにしても、嵯峨良センパイが答辞とは意外でした。声も堂々としてましたし」

　将悟が言った。

「なんだ、帝みかど野の。わたしが感激のあまり泣き出して声にならんとでも思ったか」

「そ、そこまでは……。でも案外サバサバしてますよね。センパイらしいっていうか」

「寂しくないわけじゃないが、悲しい日ではない。泣くのは似合わんさ」

「また、みんなでカフェに行きましょう。水みず谷たにさんもいますし」

　心乃枝の言葉に、皆でうなずき合う。

「おぅ、嵯峨良。ここにいたか」

　小こ都と里り先生が歩いてきた。いつもはジャージ姿の先生も、今日ばかりは女性用のスーツを着ている。しかし袖そでや裾すそがちょっとブカブカで、イマイチ大人っぽく見えない。

「小都里先生にも、お世話になりました」

　芽依はペコリと頭を下げる。

「うんにゃ。むしろ新学期からは、こっちこそお世話になるからな。嵯さ峨が良らも忙しいだろうけど、よろしく頼むぜ～」

　小こ都と里り先生は励ますような手つきで、ポンポンと芽め依いの肩を叩たたいた。

　聞いていた将しよう悟ごが不思議そうな表情を浮かべた。

「あの、嵯峨良センパイ、何かあるんですか？」

　芽依は将悟のほうを振り返ると、ニヤッと笑ってみせた。

「実はな、わたしは新学期から、この深み流りゆう院いん学園の外来講師に招かれてるんだ」

「へぇ、講師ですか……って、先生になるんですか!?」

「あくまで週一での特別講義だがな。──わたしは在学中からカフェを経営していた。それで校長から、経験を元にビジネス講座をしてくれないかと請われたのだ」

「な、なるほど……。それじゃ、これからもこの学校に来るんですね」

　芽依はずいっと身を乗り出し、将悟を見つめた。

「帝みかど野のは将来、自分で会社を興すのだろ？　ならちょうどいい。わたしの講義を忘れず受講するんだ。わかったな！」

「は……はい。ぜひ拝聴させていただきます……。お願いですから、コスプレして教壇に立つのはやめてくださいよ」

　微妙に逃げ腰の将悟である。どんな授業になるのか、想像もつかないでいるらしい。

　ふいに、来くる実みが芽依の手をつかんだ。

「それじゃ、そろそろ行きましょうか！　みんなもＯＫですか？」

「あたしたちは大丈夫！　すぐ出発できるわよ！」

　雅みやびが答える。

　芽依は戸惑いながら、来実に聞いた。

「出発って、どこへ連れてくんだ？」

「みんなで遊園地に行くんです。今夜のマジカルパレードを見ながら送別会ですよ！」

「ゆ……遊園地だと!?」

　芽依は手を引かれ、そしてみんなに背中を押されるようにして歩き出した。

　門の辺りまで来ると、衣い楠くすと柚ゆず璃り奈なが立っている。一緒に送別会に参加するらしい。

「まったく、遊園地で送別会などとは、高校生気分が抜けないだろ」

　もう自分は学生じゃない。新しい社会の住人となり、戻ることのない道を進んでいく。

　──だが……これからも、たまには昔に戻ってみるか。

　芽依はそんなふうに考えていた。

　そこに、忘れられたものが残っているかもしれないのだから。










４話　家族らしく、恋人らしく





　二月十三日の夜。鶴つる眞ま心こ乃の枝えは女子寮にある自室のお風ふ呂ろで体を洗いながら、胸をドキドキと高鳴らせていた。

「チョコも用意したし、あとは明日、将しよう悟ごさんに渡すだけですね……」

　つぶやきながら、泡だったスポンジで念入りに全身を洗う。

　両手の指先から足のつま先まで石せつ鹸けんの香りに包まれ、胸の谷間から泡がこぼれて、おへそに溜たまっている。泡がシャボン玉のようにふわりと浮かび、心乃枝の濡れた鼻先に当たってパチンと弾はじけた。

「チョコを渡すんですから、体中清潔にしておかないと……」

　なぜチョコを渡すのに清潔にする必要があるのか自分でもわからないけど、とにかくいつもより倍の時間をかけて、肌を柔らかなスポンジで磨いた。

「だってわたし……将悟さんのこいび……と……」

　そこまで言って口をつぐみ、心乃枝は、ポッと顔を赤らめる。

　言葉にできないのは、恥ずかしいからかもしれない。幸せに、胸がはち切れそうになるからかもしれない。

　でも、たとえ心乃枝が言えなくても、彼が言ってくれたのだ。

　これから二人で恋人らしくしたいって……。

　心乃枝はスポンジを持つ手を止め、数日前のことを思い出した。あの日、将悟ははっきりそう言ってくれたのだから……。

　　　　◇

　二月上旬のその日は、朝から霧雨の降る悲しげな一日だった。

　都心から少し離れた場所にある広い霊園に、傘を差した二十人ほどの一団の姿があった。皆、黒や灰色の地味なスーツやワンピースに身を包み、静かに頭を垂れている。墓前では、喪服姿の女性が黙もく祷とうを捧ささげていた。

　今日は帝みかど野のグループ前社長・帝野熊くま五ご郎ろうの三回忌だ。

　墓前にいた女性──帝野鹿か野の子こは黙祷を終えると、参列者のほうを振り返って深々とおじぎをした。

　熊五郎が五十歳目前の若さで亡くなって丸二年。鹿野子の顔から悲しみは癒え、昔を懐かしむような表情になっている。

　心乃枝も制服を着て、将悟たちと一緒に参列していた。

　隣には、育ての父である鶴つる眞ま誠せい二じがいる。反対側の隣には帝みかど野の将しよう悟ごがいて、その向こうには神かん凪なぎ雅みやびと、父である神凪一かず馬まもいる。将悟のは・と・こ・である宝ほう生しよう柚ゆず璃り奈なと、その両親の姿もあった。

　心こ乃の枝えは熊くま五ご郎ろうが眠る帝野家の墓を見た。

　彼女の、実の父親の墓だ。

　だけど熊五郎が実父だったことが、まだピンとこない。頭では理解できても、やっぱり彼のことは、子供のころお世話になった熊五郎おじさんとしか感じられない。

　それでいいのだと心乃枝は思う。自分には育ててくれた父がいる。熊五郎の子供は、将悟なのだから。

　悲しんでいると思ったのか、誠二が心乃枝の肩をポンと叩たたいた。

「パパ。熊五郎さん、きっと喜んでくれますよね」

「うん？」

「鹿か野の子こさんの再婚のこと……」

　心乃枝は鹿野子を、続いて一馬を見た。鹿野子と一馬は再婚の婚約を取り交わし、春先には式を挙げて入籍する予定だという。

「熊五郎くんは、昔から鹿野子さんを心配してた。心から幸せになってほしいと、天国で願っているさ」

　父の言葉に、心乃枝は嬉うれしくなった。

　心乃枝や将悟の親たちは、どこか、不幸を背負って生きていた。

　政略結婚に悩んだ鹿野子、将悟の実の父親になれず、不倫の愛に走った熊五郎。

　そして、奇跡的に熊五郎の子を生んだものの、病弱で、その子と離ればなれに生きるしかなかった鷺さぎの宮みや真ま由ゆ希き。──心乃枝の実の母親だ。

　見まわしても、三回忌の法要に真由希は来ていない。

　熊五郎の不倫相手なのだから、親族が集まる場に来られないのは当然だろうけど、心乃枝は少し悲しい気がした。

　その後、一同は霊園会館に移動し、会席料理の昼食となった。

　食事が終わったころ、柚璃奈が立ち上がって大人たちにペコリと頭を下げる。

「わたくしは勉強がありますので、本日は失礼させていただきます」

「受験、がんばってね」

　優しく声をかける鹿野子に見送られ、柚璃奈は一足先に帰っていく。

　それから鹿野子は、気遣うように心乃枝と雅を見まわした。

「心乃枝さんと雅さんも退屈でしょう？　──将悟、外をご案内して差し上げたら？」

　そうして心乃枝たち三人は外に出て、霊園の庭を散歩することになった。

　外に出ると霧雨はやんでいて、冷たい風が吹いている。

「なんか肩が凝っちゃったわよ。堅苦しい席って苦手～」

　霊園の庭を歩きながら、雅みやびは自分の肩を揉もんでぶつぶつ言っている。

「今日は三回忌だし、そこまで堅苦しくないだろ。だいたい雅、料理をあんなにパクパク食べてたじゃないか」

「堅苦しくて疲れたからお腹空いちゃったの！　お父さんったら、何回もあたしに挨あい拶さつさせるんだから」

「神かん凪なぎさん、もうすぐ将しよう悟ごさんの家族になるんですもんね」

　心こ乃の枝えは言った。

　鹿か野の子こと一かず馬まの結婚式まで、あと一ヶ月ほど。それで一馬は娘と一緒に、鹿野子の親族たちに挨拶をしていたのだ。雅が堅苦しく感じるのも無理はない。

「家族、か……。家族らしいって、どんなことなんだろうな」

　ふと、将悟が立ち止まってつぶやいた。

「将悟さん、何か迷ってるんですか？」

「そういうわけじゃないよ。なんていうか、ピンと来ないんだ」

　すると聞いていた雅が、うんうんと何度も首を縦に振った。

「あたしだって実感わかないわよ。あたしが将悟の妹って思い込んでたのは間違いだって、一度、思い知らされたんだから。なのにお父さんと鹿野子さんが再婚するなんてさ。あたし、どうすりゃいいのって気分よ」

「ま、兄妹ってのはこれからの話なんだから、実感がなくて当然だよな。──だけど雅、これからは俺おれに気遣うことなく妹でいてくれていいんだぞ。悩みがあるときは、遠慮なく甘えてくれていい。そうすれば、だんだん本当の家族っぽくなってくさ」

「へ～え、将悟、甘えてほしいんだ～。このシスコン!!」

「な、なんでシスコンなんだ。俺はそんなつもりで言ったわけじゃなくて……」

「や～い、シスコン、シスコ～ン！」

　雅がからかっていると、遠くから彼女を呼ぶ声がした。

「おーい、雅！　皆さんが雅とも話したいってさ！」

　一馬だ。会食の席で、再婚のことが話題になってるのだろう。

　雅は「またぁ？」と飽きた顔をしながら、父のほうへ歩いていく。

　遅れて歩きながら、心乃枝が小さく笑った。

「神凪さん、ほんとに生意気盛りの妹みたい」

「ちょっと生意気すぎるぜ……。俺、兄としての威厳を保てるのかな」

「どうでしょうねぇ」

　と、心乃枝もつい意地悪を言いたくなってしまう。

　雅は自分の恋心にケリをつけて、将悟の妹として生きていくことを受け入れているんだと思う。

　恋敵だった身としては申し訳ない気もするけど、そんなふうに考えるのは失礼だろう。それに実際、雅みやびの強さや、本当に家族になれることが、うらやましくもあった。

　そのときふいに、将しよう悟ごが立ち止まった。

「なぁ、心こ乃の枝え。俺おれはこれから雅と兄妹らしくしていこうと思う。だけどそれだけじゃない。俺は、心乃枝とも……」

　将悟はまっすぐ心乃枝を見つめ、言った。

「心乃枝とも、もっと恋人らしくしていきたい」

　しばらくの間、心乃枝は将悟を見つめたまま何も言えなかった。

　嬉うれしかった。胸が高鳴り、心臓が膨らんで圧迫しそうで息苦しい。

　口を開いても力が入らず、息が漏れてしまいそうだ。

「はい……」

　かすれそうな声で、それだけを答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　　　　◇

「恋人らしく……かぁ……」

　浴槽に漬かっていた心乃枝は、将悟から言われた言葉を反はん芻すうした。

「恋人らしくって、どんなことをするのかなぁ……」

　今までの将悟との交流を思い返しながら想像する。

「やっぱりデートとか、二人で食事とか……でも、それは今までだってやってたし、もっと恋人らしくってことだから、きっと……ま、毎日、一緒にお風ふ呂ろに入って背中を流しっこするとか……それで毎日、夜も一緒に体をあっため合って……ほ、ほら、冬は寒いですからっ!!　人肌の温もりが恋しいっていうかっ!!」

　お風ふ呂ろ場ばで一人で叫んで、心乃枝は「キャッ!!」と悲鳴を上げた。

「ちちっ、ち、違いますっ！　将悟さんがいけないんですっ!!　将悟さんが、恋人らしくなんて言うからっ!!」

　両手でお湯をバチャバチャ叩たたき、ぜーはーと息をする。

　少し気持ちを落ち着けて、顔を半分お湯に沈めながらぶくぶくと息を吐いた。

　──でもわたし、あのとき、ちゃんと答えられませんでした……。

　心乃枝は少し後悔していた。将悟から『恋人らしくしよう』と言われたとき、嬉しかったのに、うまく答えられなかった。「わたしも恋人らしくしたいです」と言えなかった。

　心の奥に新たな不安があった。ちゃんと恋人らしく過ごせるのかという不安だ。

　もう心乃枝や雅、そして将悟の出生の秘密は明かされた。二人が恋人になることを阻害するものはない。

　これから改めて、心乃枝と将悟は純粋に恋人としての道を歩んでいける。

　それは同時に、今まで歩いたことのない道を進むことだ。

　──わたし、幸せな恋人になれるのかな……。

　鹿か野の子こだって熊くま五ご郎ろうだって、実母である真ま由ゆ希きだって、みんな、最初から不幸になろうなんて思ってなかったはずだ。

　でも、悩んでてもしょうがない。将しよう悟ごの言うとおり、一歩を踏み出して恋人らしくしなきゃと思う。

　もう一度、はっきり返事をしなきゃ。わたしも恋人らしくしたいですって言わなきゃ。

　幸い、明日はバレンタインデー。気持ちを伝えるには絶好の日。

　こないだ、国くに立たち凜りん香かにもアドバイスしたばかりだ。バレンタインデーは普段の思いを伝えるきっかけとなる日。背中を押してくれる日だって。

「大丈夫です！　チョコレートもちゃんと用意しましたから！」

　お風ふ呂ろから上がると、心こ乃の枝えは体にバスタオルを巻いてキッチンの冷蔵庫の前に立った。

　冷蔵庫の扉を開けるとふわっと冷気が吹き出し、バスタオル姿の彼女を冷やす。

　中央の段に乗せていたプレートをそっと取り出した。プレートには数センチほどの大きさをしたハートの型が乗って、ラップに包まれている。

　流し込んだチョコが、ふんわりしたストロベリームースでコーティングされ、ハーブが添えられていた。

「よかった……。きれいにできてますね」

　見栄えよく完成した手作りチョコレートを見て、心乃枝はホッと安あん堵どの息をついた。

　材料は『マリー・ショコラ』で買った手作り用チョコだ。味はちゃんとしてるはず。

　あとはこのチョコレートを将悟にプレゼントするだけだ。伝えたい言葉とともに。

「でも……なんて言えばいいのかな……。やっぱり国立さんみたいに、思いっきり気持ちを込めなきゃダメですよね」

　心乃枝は、自分の気持ちを伝えようと必死だった彼女を思い出した。

　一度深呼吸をして、プレートを両手に持ったまま練習がてら口を開く。

「し……将悟さん。わ、わたしのチョコレート、食べてくださいっ!!」

　叫んで、ふと疑問に感じて自分の体を見下ろした。

「わたしのチョコレート……って、いったいど・こ・なんでしょうか……？」

　首をひねっているうち、体に巻いていたバスタオルが緩ゆるみ……

　すとんと心乃枝の体から滑り落ちた。

「ひゃうっ!?」

　心乃枝はチョコレートを持ったまま裸になって、湯冷めに身震いするのだった。
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　バレンタインデー当日になった翌朝、心こ乃の枝えは早めに女子寮を出て、将しよう悟ごが住むアパートに向かった。

　学生鞄かばんと一緒に持った手提げ袋には、きれいにラッピングした手作りチョコレートの箱が入っている。

「せっかく夕べ、しっかり体を洗ったんです。きれいなうちに渡さなきゃ」

　昨晩、緊張で少し寝汗をかいたけど、そんなことは忘れた心乃枝である。

　将悟が住むアパートに近づいたとき、前の道に彼の背が見えた。突然のことにドキリとして、思わず角にある塀の陰に隠れてしまう。

　そっと顔を出して覗のぞくと、将悟は誰だれかと向かい合って立っている。

　セーラー服を着た少女……柚ゆず璃り奈なだ。

「柚璃奈も、もうすぐ卒業だよな」

「別に寂しくなどないわ。中学時代に大した思い出もないし」

「そうか……。ならそのぶん深み流りゆう院いん学園に通って、いろんな思い出を作ろう」

　ジャマしちゃいけないと感じ、心乃枝は隠れたまま、静かに二人の会話を聞いていた。

「えぇ作らせてもらうわ。帝みかど野の将悟をいたぶり、学園内でのスクールライフを消滅させてあげるから。覚悟してなさい」

「……そんなこと言ってると、入学祝いもカルシウム入りミルククッキーにするぞ」

　柚璃奈は歯ぎしりしながら表情を引きつらせた。

「ま、またわたくしに腹下しさせるつもり!?」

　二人のやりとりがおかしくて、心乃枝はくすくすと笑った。

　将悟も、だいぶ柚璃奈の扱いに慣れてきた気がする。

　そろそろ顔を出そうと歩きかけて、心乃枝はすぐに足を止めた。

　柚璃奈が美しくラッピングされたギフトボックスを両手に持って、将悟の前に差し出したからだ。

　白いラッピングにピンクのリボン。間違いなくバレンタインのプレゼントだ。

「……これ、わたくしの想いが込めてあるから」

「え、お……俺おれに？」

「当たり前でしょ……。ほかの誰に渡すの」

　柚璃奈は少しうつむきながら、ほおを赤くしている。

　将悟は戸惑う手つきでプレゼントを受け取った。

「か、必ず食べるのよっ!!」

　叫ぶと、柚璃奈は背を向けて逃げるように駆け出した。

　将悟は呆ぼう然ぜんとした様子で彼女を見送り、心乃枝はそんな二人を見つめている。

　──こ、これって……愛の告白……？

　心こ乃の枝えは戸惑った。柚ゆず璃り奈なは、ひそかに将しよう悟ごを想っていたのだろうか。

　考えてみれば、やたら将悟に突っかかるのも愛情の裏返しかもしれない。

　必死に動揺を抑えながら、心乃枝は歩き出した。

「将悟さん、おはようございます」

　たった今来たような顔で挨あい拶さつをする。

「心乃枝。おはよう。迎えに来てくれたのか？」

「はい。久しぶりに、一緒に学校に行きましょう」

　心乃枝は、振り向いた彼の手元をのぞき込んだ。

「バレンタインチョコですか？」

「いやその……義理だよ。義理チョコじゃないかな」

　あはは……と将悟は笑った。

「でもま、あいつも少しずつ素直になってくれて嬉うれしいよ。最初のころは、本気で俺おれを憎んでたからな」

　考えてみれば、柚璃奈は将悟に救われたようなものだ。だから心の奥では、彼を頼りにしているのだろう。

　それは心乃枝にとっても、祝福したいことだ。

　だけどなぜか今は、そんな柚璃奈がうらやましかった。ときには素直になってチョコを渡す彼女の健けな気げさがうらやましい。

　──わたしもチョコを渡さなきゃ。恋人らしくしなきゃ。

　手提げ袋を持つ手をギュッと握りしめる。

　しかし柚璃奈がチョコを渡したのに動揺して、自分のプレゼントを取り出せない。

「俺たちも登校しようか」

　やがて将悟が言って、二人は並んで歩き出した。

　世間話をしながら学校へ向かう間も、内心では「恋人らしくしましょうって返事しなきゃ」と考えていた。

　なのに、言葉にできそうにない。

　将悟は自分を好きだと言ってくれた。恋人らしくしたいと言ってくれた。

　何も不安がらず、恋人らしくバレンタインチョコを渡せるはずなのに……。

　結局、朝の登校時間中、心乃枝はチョコレートを渡すことができなかった。



　その日の四時限目、心乃枝はクラス委員として、朝の生徒会役員選挙の開票を手伝っていた。昼休みには、ほかの委員と一緒に学生食堂で昼食を取り、それからやっと教室に帰ってきた。

　自分の席に戻ると、将しよう悟ごも雅みやびも教室にいない。どこかでお昼ごはんなのだろう。

　壁の時計を見ると、昼休みが終わるまであと二十分近くある。

　もう、朝の動揺はだいぶ収まっていた。

　今日の放課後は、天てん導どう愛ま菜なが企画したチョコレートパーティーがある。心こ乃の枝えは将悟や雅と一緒に参加する約束だ。二人きりになれる時間は少なそうだ。

「今のうちに、チョコレートを渡さないと……」

　決意すると、ロッカーから手提げ袋を取り出した。

　将悟はどこにいるんだろう。心乃枝は教室を飛び出し、まずは屋上へと駆けた。

　しかし将悟は見当たらない。

　続いて一階まで一気に降りて中庭を走りまわったけど、そこにもいない。グラウンドに出て見渡しても、やっぱり将悟の姿はなかった。

「将悟さん、どこに行ったのかしら……」

　校舎内に戻り、ふと思いついた。

　もしかしたら、入れ違いで生徒会室に行ったのかもしれない。生徒会選挙のことを気にしてたから、凜りん香かや愛菜に結果を聞きに行ってるとか。

　そう考えて、心乃枝は生徒会室に向かった。

　生徒会室の扉をノックして開けると、中にいた生徒たちが一斉に振り返る。凜香や愛菜や滋し賀がさん、そして今日当選した生徒会役員たちが集まっていた。新あら谷や部長も一緒にいて、ボイスレコーダーを手に持っている。新役員の取材をしているらしい。

「あら、鶴つる眞まセンパイ。どうしました？」

　凜香が聞く。

「チョコレートパーティーは放課後だよ～」

　愛菜が聞いてもないことを答えた。

「あ……いえ。将悟さん、来てませんでしたか？」

「帝みかど野のセンパイですか？　いいえ、見ていませんが……」

「そうですか……」

　すると新谷部長が歩いてきて、心乃枝にボイスレコーダーを突きつけた。

「ちょうどいい。次期生徒会長となる国くに立たち凜香について、クラス委員の意見を聞きたい」

　それから、心乃枝は五分以上も新谷部長のインタビューに付き合わされてしまった。

「はぁ……。将悟さん、どこに行ったんだろ……」

　やっと生徒会室を出た心乃枝は、ちょっと疲れた気分でとぼとぼと廊下を歩いた。

　教室のある校舎に戻り、階段の前を通りかかったときだ。

「心乃枝！」

　将悟の声がした。ちょうど階段を上ってきたところだ。隣には雅もいて、一緒にどこかへ行ってたらしい。

「将しよう悟ごさん、神かん凪なぎさん！　どこにいたんですか？　探しちゃったじゃないですか」

「その、雅みやびに連れられてコンビニに……」

　将悟は持っていたコンビニのビニール袋を掲げた。

「お弁当でも忘れたんですか？」

「ううん、バレンタインのプレゼント買ってあげてたの！」

　雅が楽しそうに言う。

　将悟はコンビニ袋に手を入れて、ラッピングされた長方形の箱を取り出した。

「チョコをくれるのは嬉うれしいけど、なんで俺おれまで付き合うんだ？　しかもコンビニ……」

「しょうがないでしょ！　義理チョコ買おうと思ってて、忘れてたんだから。あたしが選ぶより、好きなの選んでもらったほうが手っ取り早いじゃん」

「ここまでぞんざいに義理チョコもらうなんて、聞いたことないぞ。しかも代わりにジュースおごらされたし……」

「文句言うなら、あたしがチョコ食べちゃうからね！」

　ぷんすか言いながら、雅は先に教室に戻っていく。

「ったく、チョコもらっても喜んでいいのか迷うなぁ」

　それから将悟は、心こ乃の枝えのほうを向いた。

「それで心乃枝、俺に用だった？」

　今度こそチョコを渡さなきゃ。今なら二人きりになれるんだから……。

　そう思いながら心乃枝は、気がついたら首を横に振っていた。

「いえ……」

　将悟と雅は、すっかり仲のいい兄妹に見える。兄妹らしくしている。

　──わたしも……恋人らしくしなきゃ……。

　なのになぜか言い出せない。

　黙っていると、やがて廊下に予鈴が鳴り響いた。

「あ、戻らないと授業に遅れちゃいますよ」

　口から出た言葉は、それだけだった。



　チョコレートを渡せないまま放課後になってしまった。

　心乃枝はもやもやした気分のまま、将悟や雅と一緒に愛ま菜なのチョコレートパーティーに参加した。

　校内にある会議室を借りて設営された会場では、長机に様々な種類のチョコレート菓子が並べられ、甘ったるい匂においが入り口まで漂って来る。

　二十人近くの生徒たちがいて、チョコとジュースを手におしゃべりしたり、友だちどうしチョコを交換し合ったりしていた。チョコの試食で腹ごしらえしている運動部員もいた。

「みんな～、たくさんチョコを用意したから、どんどん食べてってね～」

　チョコを盛った紙皿を運びながら、愛ま菜なが忙しそうに行き来してるのが見える。

「パーティーのあとは、『りりかる☆しすたぁず』のバレンタインイベントもあるぞ～」

　愛菜のすぐそばでは、芽め依いがカフェのチラシを配りながら宣伝している。

　さらに奥の机では、小こ都と里り先生が高級そうなチョコを口に放ほうり込んでいた。

「ほれ、お前らも食え！　せんせーからのプレゼントだ！」

　小都里先生は隣の小皿に盛られたアーモンドチョコをつかみ、周囲の男子生徒たちにホイホイっと投げ渡す。

「小都里先生のチョコなど、もったいなくて食べられません！　一生の家宝にします！」

　男子生徒たちはアーモンドチョコを大事そうに抱えながら泣き崩れた。

「盛り上がってますねぇ……」

　将しよう悟ごたちと一緒に会場の中へ入ると、凜りん香かと滋し賀がさんが来てペコリとおじぎをした。

「皆さんもチョコレートパーティーに来てくださって、ありがとうございます。帝みかど野のセンパイ、パーティーの宣伝協力、感謝いたしますわ」

「大したことしてないよ。クラスメイトに伝えただけさ」

　将悟は遠慮がちに言って、再び会場内を見まわした。

「──思ったより盛況だな。心配することなかった」

　滋賀さんが彼の前に立って、持っていた小箱を将悟に差し出した。

「これ、帝野センパひに生徒会から贈り物です」

「俺おれに!?　わざわざ用意してくれたんだ。ありがとう」

「帝野センパイには、風紀委員のときもお世話になりましたから」

　凜香が感謝のこもる声で言う。

「もちろんホワイトデーのときは、十倍返しですわよ」

「えっ、マジで!?」

　本気とも冗談ともつかない顔で、凜香はニッコリ笑った。

　そんな将悟たちを、雅みやびがうらやましそうに見ている。

「いいな～、将悟ばっかりチョコもらって」

「しょうがないですよ。今日はバレンタインデーなんですから」

　心こ乃の枝えは、いかにも優等生ぶりながら言った。

　でも心の中では焦り始めていた。

　このまま、チョコレートを渡せずにバレンタインが終わってしまう気がした。
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「こんなことじゃ、ダメですよね」

　パーティーの終わりごろ、心こ乃の枝えは会場を抜け出して中庭のベンチに座り込んでいた。空の陽ひは傾き、もう夕方になりかけている。

　手には、チョコレートの入った手提げ袋を握りしめていた。

　チョコを渡せない理由など、何もないとわかっていた。渡せば将しよう悟ごは笑顔で受け取ってくれる。それもわかっていた。

　なのに渡せないのは、不安だからだ。恐こわいからだ。

　恋人になって、もしも不幸になってしまったら……。

　そう考えると、足がすくんでしまう。自分たちで選んだ道だ。不幸になったら、それは自分たちの責任なのだ。

　──わたしはやっぱり、恋人らしくできないんでしょうか……。

　落ち込んでいると、近づいてくる気配があった。

「鶴つる眞まさん」

　顔を上げると雅みやびが立っていた。

「まだ、渡してないの？」

「何を……ですか？」

「バレンタインチョコ。今日、ずっと渡そうとしてたでしょ。顔に出てるわよ」

「…………」

　心乃枝は恥ずかしくて顔が熱くなり、背を丸めて縮こまった。

　しかし雅はからかう様子もなく、少し悲しげな視線で見つめている。

「……まだ、あたしのこと気にしてるの？」

　雅の言葉が意外で、心乃枝は顔を上げて見返した。

「神かん凪なぎさんのこと……？」

「あたしが将悟のこと好きだったから、気をつかって、チョコを渡せないでいるの？」

　心乃枝はあわてて首を横に振った。

「そ、そうじゃないんです。そんなこと、全然考えてませんよ！」

　すると雅は、ちょっとムッとした顔で口をとがらせた。

「へ～。あたしのことなんて、ぜーんぜん考えてくれないんだ」

「いえ、そういうことじゃなくて、その、神凪さんはもう、吹っ切れてるっていうか」

　しどろもどろになって答え、心乃枝はまたうつむいた。

「ごめんなさい。──わたし、うらやましいんです。神凪さんは、昔から本当の家族だったみたいに、将悟さんの兄妹になっているじゃないですか。わたしは『恋人らしくしよう』って言われても、うまくできるか自信がなくて……」

　雅みやびは黙って聞き続け……しょげ返る心こ乃の枝えを見て突然笑顔になった。

「冗談だってば。あたしのこと、いちいち気にしなくていいの！」

　笑顔のまま、雅は心乃枝の隣に座った。

「あたし、別に兄妹らしくしようなんて考えてないわ。将しよう悟ごはそんなこと言ってたけど」

「そうなんですか？」

「兄妹らしいってどういうことか、考えてみたけど、わかんないもん。別に恋人になるわけでもないでしょ。だから何も考えないで、普通に接することにしたの。そうしたら気が楽になっちゃって」

「そっか……。自然体だったんですね」

「鶴つる眞まさんは考えすぎてるのよ。優等生だから『将悟さんの理想の恋人にならなきゃ』なんて思い込んでるんじゃない？」

「わ、わたし別に、そんな優等生じゃありません……」

　心乃枝はもっと言い返そうとしたけど、それ以上言葉にならなかった。

　雅の言うとおりだ。幸せな恋人でいたいと願うあまり、一歩を踏み出せない。

「心乃枝！　雅！」

　遠くから将悟が呼ぶ声がする。

　校舎のほうを見ると、渡り廊下に出てくる彼の姿が見えた。まだ、心乃枝たちに気づいてないようだ。

　雅は、心乃枝に向かってパチッとウインクした。

「鶴眞さん、チャンスよ」

「は……はい。今度こそ……」

　心乃枝はうなずきながら立ち上がる。

　手提げ袋を持ち、将悟を追いかけて歩き出した。

「鶴眞さん！」

　少し歩いたところで雅に呼び止められ、振り返った。

「……あの、ごめんね」

「え？　何が……ですか？」

「さっき、鶴眞さんがあたしに気をつかってるなんて、誤解すること言って……」

　心乃枝は首を横に振った。

「全然気にしてませんから。わたしこそ、心配させてごめんなさい」

　すると雅は、照れた顔で笑った。

「──あたしも、なかなか自分の気持ちが言えないよね」

　心乃枝はなんだか気分が軽くなった。一人で抱えていた不安を話せたからかもしれない。

　再び将悟のほうに向き直ると、心乃枝は駆け出した。

「将しよう悟ごさーん、待ってくださーい！」

　キョロキョロ見まわしながら歩いていた彼が気づき、振り返る。

　心こ乃の枝えは笑顔で手を振り返した。

　恋人らしくする、というのがどういうことか、まだよくわからない。

　だけど考え込んで足を踏み出せないのは、恋人らしくない。

　だからまずは、このチョコを渡すだけでいい。

　ほんの少しだけ勇気を出して、見知らぬ道への一歩を踏み出そう。



　夜、女子寮の自分の部屋で、お風ふ呂ろから上がった心乃枝は、バスタオル姿のままベッドに仰向けに寝転がった。

　天井を見上げながら、あっという間に過ぎ去ったバレンタインデーの一日を思い返す。

「チョコレート、渡せてよかった……」

　今日の放課後、暮れかかった空の下、校舎の壁際で向かい合いながら、心乃枝は意を決して一歩を踏み出した。

「将悟さん、こ、これ……バレンタインのチョコレートです……」

　差し出したプレゼントを、彼は優しく受け取ってくれた。

「ありがとう……。大切に味わって食べるよ」

　そうして少しの間、二人は見つめ合っていた。

　心乃枝は、それ以上何も言えず、どちらからともなく校舎に戻った。そのあとは再び雅みやびと合流して『りりかる☆しすたぁず』に行き、バレンタインデーイベントを見てきた。

　心乃枝にとっての二月十四日は、それで終わってしまったのだ。

　──わたし、将悟さんの恋人でいたいって、伝えられたのかなぁ……。

　チョコを渡したんだし、きっと気持ちが伝わってると思う。

　だけど将悟は、いろんな女の子からチョコをもらってたから……。

　考えると、また心の中がもやもやしてきて、心乃枝は枕まくらに顔を押しつけた。

　少し気持ちを落ち着けると、心乃枝は立ち上がって机の上の携帯電話を手に取った。

「やっぱり、ちゃんと言葉で言わないとダメですよね」

　とりあえず一歩は踏み出せた。なら、もう一歩も踏み出せるはず。

　まだ二月十四日。言葉を伝えるには、遅くない。

　心乃枝は意を決して、将悟のアドレスに電話をかける。

　呼び出しのコール音が数回鳴って、通話が繋つながった。

「し、将悟さんですか？　わたしです。心乃枝です」

　いつもかけてる電話なのに、今回は緊張してしまう。

『も、もひもひ。心乃枝、どうひた？』

「大した用事じゃないんですけど、お話しできたらなぁって……」

『今なら、だひじょうぶだよ。忙しふもないし』

　……そのとき、心こ乃の枝えはようやく将しよう悟ごの声が妙に舌っ足らずなのに気がついた。

「将悟さん、声がヘンですよ？　風邪ですか？」

『ほれがさ……』

　電話の向こうで、大きくため息をつく音がした。

『今朝、柚ゆず璃り奈なにもらったチョコを食べはんだよ。「早く感想を聞かせろ」って言うから。そしたら、激辛トウガラシクリーム入りチョコでさぁ……。まだ舌が痺しびれへるよ……』

「げっ、激辛ですか……？」

『罠わなにはめやがって……。柚璃奈の笑ひ転げる姿が目に浮はぶようだぜ……。あいつが入学したら、どんなイタズラされるんだか』

　舌足らずな声で文句を言っている。

　聞きながら心乃枝は「ぷっ」と思わず吹き出してしまった。

『わ、笑わなくてもいいのに』

「ごめんなさい。激辛チョコを食べた将悟さんを想像したらおかしくて。見たかったな」

『見なくていいってば……』

　将悟は拗すねた声を出す。よっぽど激辛に引っかかったのが悔しいらしい。

「大丈夫ですよ、将悟さん。あんまりひどいイタズラをされたら、わたしが『めっ！』って叱しかってあげます。──だってわたし、将悟さんの……」

　一度言葉を切り、胸の奥から振り絞るように続けた。

「恋人……ですから……」

　言ってしまうと、心乃枝は堰せきを切ったように言葉があふれ出した。

「わたし……今日、ずっと……言いたかった……。恋人でいたいって。だけど不安で……恋人になっても、幸せになれなかったらどうしようって。熊くま五ご郎ろうさんや真ま由ゆ希きさんのように、悲しい人生になったらって思うと、恐こわくなって、言い出せなかったんです……」

　将悟は黙って聞いてくれていた。

　心乃枝が話し終わっても、黙ったままだ。何か答えようと、必死に考えている気配だけが伝わってくる。

「す、すみません、ヘンなこと言って！　将悟さん、わたしのチョコレートも食べてくださいね。──それじゃ、おやすみなさい！」

　早口に言うと、返事も待たずに通話を切った。

　また一人になって、心乃枝はベッドに寝転がった。

「面倒なこと言っちゃったかなぁ……。将悟さんが悩んじゃったらどうしよう……」

　でも心乃枝は、心の内を聞いてもらえただけで充分だった。聞いてくれる相手のいることが幸せだった。

　だから明日は、明るく笑顔でいよう。この幸せを伝えるために。

　今度こそ本当に、心こ乃の枝えはバレンタインデーで思いを遂げたのだ。
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　季節も暖かくなってきた三月。将しよう悟ごは、短かった三学期を思い返していた。

　慌ただしかったバレンタインデーのあとも、芽め依いが突然発案したクラブ活動に付き合っていた。結局、芽依と樫かしの木き来くる実みのコスプレコンテスト出場は中止になってしまったけど、今も二人ともカフェの仕事に精を出している。

　そのあとは期末試験もあり、将悟にとっても忙しい日々だった。

　そうして二年生の締めくくりも近づいた三月十四日。

　将悟は、雅みやびの実家の近くにある小さな結婚式場に来ていた。

　今日は帝みかど野の鹿か野の子こと神かん凪なぎ一かず馬まの結婚式だ。二人の仕事の都合上、ホワイトデーの挙式となったそうだ。

　二人が役所に婚姻届を出すのは、将悟たちが春休みになった今月末。そのとき将悟も一馬と養子縁組をして、父子となる。雅とも正式に兄妹になるわけだ。

　そして将悟の名字も『神凪』性となる。

　しかし学校では、今までどおり『帝野』姓を通称として名乗る予定だ。深い意味はないけど、将悟自身も周囲のみんなも、そのほうが慣れてるだろうし。

　鹿野子と一馬は、どちらもそれぞれの社長業で忙しい。だから当分は、休日の間だけ同居するそうだ。鹿野子はあと一年ほどで社長から退き、帝野グループの経営を後任に託す予定だという。

「仕事が一段落したら、一馬さんと新婚旅行に行きますからね」

　なんて、今から話している。

　そんな鹿野子たちの結婚式に呼ばれた参列者は、ほとんど親族だけだ。こぢんまりした式にしたいと、二人で話し合って決めたらしい。

　将悟も息子として、慣れないスーツを着て参列していた。雅も式場に来ているし、心乃枝も将悟の恋人ということで、特別に参列していた。

「もうさ、お父さんったら朝から緊張しちゃってて、見てらんないわよ」

　結婚式場のロビーでチャペルが開くのを待ちながら、雅が言っている。

「男親ならいいさ。タキシードだろ？　俺おれなんか、母さんの花嫁姿を見るんだぞ。親のウェディングドレスとか、微妙な気分だよ……」

　将悟も一緒になって口をとがらせた。

　新郎新婦の子供たちを見て、一緒に話していた心こ乃の枝えが首を横に振った。

「将しよう悟ごさんも神かん凪なぎさんも、そんなこと言っちゃダメですよ。鹿か野の子こさんと一かず馬まさん、きっと素敵ですから」

　三人で待っていると、鹿野子の準備を手伝っている瀬せ利りが近づいてきた。

「将悟さま。鹿野子さまがお呼びです」

「なんだろう。──ちょっと行ってくるよ」

　将悟は二人に断って、鹿野子がいる控え室に向かった。

　控え室の扉を開けて中に入ると、鹿野子が鏡の前に座っていた。式場のメイクスタッフが、将悟に一礼しながら外に出て行く。

　二人になると鹿野子は立ち上がり、将悟に振り返った。

　母のウェディングドレス姿なんて……と、つい将悟は身構えてしまう。

　けれど思ったより落ち着いたデザインで、色も薄くベージュが入っている。スカートが長めのパーティードレスといった雰囲気だ。普段から派手な服装をする鹿野子だけに、意外と違和感がない。

「どうしたのですか、将悟？　そんなところに突っ立って」

「いやその……てっきり純白のウェディングでも着るのかと思ってたからさ」

　鹿野子は少し不満そうに将悟を見た。

「一馬さんのために着たかったのですが、どうせ将悟が嫌がるだろうと遠慮したのです」

「そ、そうなんだ。いや～、気をつかわせて悪いなぁ……」

　将悟は引きつった笑顔を浮かべながら、頭をかいた。

「いいですよ。わたしは初婚時に着てますから。──なんでしたら、当時の写真を見せましょうか？」

「ま、また今度、機会があればでいいよ」

　将悟は遠回しに遠慮した。いくら若くても、母親のウェディングドレス姿なんてあまり積極的に見たい気はしない。見たら微妙な気分になりそうだ。親の心子知らずである。

「それより母さん、俺おれに、何か用？」

　すると鹿野子は、テーブルに置かれていたコピー紙を手に取って渡した。パソコンで書いた文章を印刷したものらしい。

「先日、知り合いの女性誌の記者からコラムの執筆を依頼されました。四十半ばの歳としで再婚することについて、ライフスタイルを語ってほしいと。その原稿を確認してもらいたいのです」

　将悟は原稿に目を落とし、読み始めた。

　そこには、鹿野子が今の歳になって愛する男性に巡り合えた喜びが綴られている。

　最初は背中がむずがゆい気分で読んでいた将悟だったが、やがてその内容に緊張した。

　原稿では鹿か野の子この過去と、将しよう悟ごの出生についても触れられていたのだ。

　政略結婚によって結ばれた熊くま五ご郎ろうとの新婚生活の孤独感、どれほど望んでも子供が生まれなかった苦悩、そして夫婦が下した、精子ドナーによる人工授精という決断まで……隠すことなく書かれていた。

「こ、これ……雑誌に載せるってことは、大勢の人に読まれるんだよな？」

「そうです。将悟の出生について、広く世間に知らせることとなります。ですから、あなたが納得しなければ、この原稿は破棄します」

「納得というか……どうして、こんなことまで書くのさ？」

　将悟は戸惑った。自分の出生を隠したかったわけじゃない。ただ、それを広く知らせる意義がわからなかった。

「一つには、全国にいる同じような立場の方々が共感できて、そして勇気づけられるような文章を書きたいのです。こんな形の家族もいるのだと。そしてもう一つの理由は──将悟と心こ乃の枝えさん、あなたたちの未来のためです」

「俺おれと心乃枝の……？」

「心乃枝さんの実父が熊五郎だということは、わたしたち、ごくわずかな人間しか知りません。ですが、いつまでも秘密のままいられるとは限りません」

　そこまで言われて、母の真意を理解した。

　もし心乃枝が熊五郎の娘だと知られたら、世間は彼女と将悟が恋人でいることを非難するはずだ。将悟も熊五郎の実子だと思われているのだから。

　だけど将悟と熊五郎に血の繋つながりがないと理解されていれば、心乃枝と恋人であろうと、何も問題はない。

「なるほど。そういうことなら、俺は原稿を発表してもらって構わないよ。無理に隠したいわけじゃないし。──それに母さんの言う『同じような立場の家族に共感を伝えたい』って思いは、俺も同じだ」

「わかりました。原稿の締め切りはまだ先ですから、気が変わったら言いなさいね」

　将悟はうなずいたけど、気が変わることはないと思う。

　ともかくこれで本当に、心乃枝との恋を妨げるものはなくなるのだ。

　そう考えたとき、ふいに、心乃枝の言葉を思い出した。

　バレンタインデーのとき、電話越しに伝わった彼女の言葉……。

『恋人になっても、幸せになれなかったらどうしよう』。

　そんなことを彼女は言っていた。熊五郎や真ま由ゆ希きのように、不幸な道を歩んでしまったらと、不安がっていた。

　ふと、将悟は母に聞いてみた。

「母さんは父さんのこと……熊五郎父さんのこと、好きだったの？」

　聞かれて、たった今まで明るかった鹿か野の子この表情が少し曇った。

　──しまった、聞くべきじゃなかったな。

　そう思ったけど、もう遅い。鹿野子は口を閉ざし、視線を床に落としている。

　だが、やがて彼女は顔を上げ、まっすぐ息子の目を見て答えた。

「そうですね……。わたしは熊くま五ご郎ろうを、異性として愛したことはありませんでした」

「そうか……」

　しかし、鹿野子はすぐに優しく微笑して続けた。

「ですが仕事上のパートナーとして、将しよう悟ごの父親として、何よりも一人の人間として──彼は、わたしが尊敬した人物でしたよ」

　将悟は思わず母の目を見つめ返し……その言葉を胸に刻むように、深くうなずいた。



　鹿野子と一かず馬まの結婚式はつつがなく進行し、その後の披露宴も無事に終了した。

　外はもう夕方で、ビルの谷間に陽ひが落ちかかっている。

　将悟は心こ乃の枝えと二人、電車に乗って自分たちの住む町に戻ってきた。雅みやびは一馬と二人で夕食に行ってから帰るそうだ。

　でもなんとなく、将悟は感づいていた。

　今日はホワイトデー。将悟と心乃枝を二人にしてくれたのだと。

「わたしが言ったとおりでしたよ。一馬さんと鹿野子さんの新郎新婦姿、とっても素敵だったじゃないですか」

　心乃枝は、式を思い出すように宙を見上げた。

「でも……ブーケ取れなかったの、残念だなぁ……」

　そしてしょんぼりとうなだれた。よっぽど本気でブーケを狙ねらっていたらしい。

「ブーケを受け取ったら次に結婚できるなんて迷信だから、気にするなって」

　ちなみに鹿野子のブーケを受け取ったのは、偶然投げ先に立っていた瀬せ利りだ。

「ありがとうございます。わたくしのキャリアを上昇させる婚姻を望みます」

　冷静沈着に言う彼女に、参列者たちは引きつり笑顔で拍手を送っていた。

　帰路を歩いて十字路に差しかかると、心乃枝は女子寮の方角に足を向けた。

「じゃあわたし、このまま寮に戻りますから」

「心乃枝」

　将悟は彼女を呼び止めた。

　鞄かばんからラッピングされた箱を取り出し、彼女の前に差し出す。

「これ……ホワイトデーのお返し。俺おれ、ちゃんとしたお返しを贈ったことないから、いいものを選べてるか心配だけど……」

　心乃枝はそっと手を伸ばし、繊細なガラス細工を受け取るような手つきで、静かに箱を持つ。しばらくの間、潤うるんだ目でギフトボックスのラッピングやリボンを見つめていた。

「きれい……。将しよう悟ごさん、ありがとうございます」

「これからも、よろしくな。恋人として」

「はい！」

　心こ乃の枝えは満面の笑顔で返事をする。

　そんな彼女に、将悟は続けて言った。

「それとさ……父さんや真ま由ゆ希きさんって、本当に不幸だったのかな」

「……どうしてですか？」

「母さんが言ってたんだ。俺おれの父さんのこと、男として愛したことはなかったって。──だけど、一人の人間として尊敬していたって。本心かはわからないけど、少なくとも嘘うそやお世辞じゃないと思う。だから……父さんも真由希さんも、本当に不幸だったのかなんて、俺たちにはわからないよ」

「そっか……。鹿か野の子こさんと熊くま五ご郎ろうさんは、やっぱり、家族だったんですよね。そして真由希さんも、熊五郎さんに愛されてたんですよね……」

「心乃枝、バレンタインデーのとき、俺に不安を打ち明けてくれただろ？　あのとき、俺、実は嬉うれしかったんだ。心乃枝の気持ちが通じたみたいで。すぐにはうまく言えなかったけど、もしかしたら、そんなふうに気持ちを通じ合えることが、家族らしくて、恋人らしいことじゃないかって、思ったんだ」

　将悟は心乃枝を見つめ、彼女の肩にそっと手を置く。

「俺だって将来は不安だ。どうなるかなんて、わからない。でも俺は、心乃枝に幸せになってほしい。俺と一緒に、幸せになってくれたら嬉しい」

　心乃枝は静かに目を閉じ、小さくうなずいた。

「わたしも将悟さんのこと……幸せにしてあげたいです」

　将悟はゆっくりと彼女に顔を近づける。

　触れ合うように唇を重ね合わせ、キスをした。

　きっとそれは、世界のどこにでもある小さな幸せだ。

　けれど将悟にとっては、何よりも幸せで、そして何よりも、心乃枝はかけがえのない恋人だった。
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「うぅ……ん……」

　携帯電話のコール音が耳に響き、将悟はゆっくりとまぶたを開けた。

　カーテンの隙すき間まから射し込む陽ひ射ざしが、目元に当たってまぶしい。

　机に置いた携帯が、さっきから何度も繰り返し鳴っている。

「誰だれだろ……。こんな朝早く……」

　将しよう悟ごはあくびをしながらベッドから立ち上がった。時計を見ると、まだ六時半だ。

　電話を手に取り、眠そうな声を出す。

「もしもし……」

『やぁ将悟くん、おはよう。今、お目覚めかい？』

　衣い楠くすだ。朝っぱらだというのに少しも眠そうじゃなく、ハキハキとした声を出している。

「こんな早くから元気だなぁ……。いつ寝てるんだ？」

『昨晩は十一時に寝て午前六時に目覚めたよ。充実の七時間睡眠だ』

「……衣楠、そんな健康的な生活リズムだったのか？」

『むろん、日々の活動状況によって睡眠時間は可変させている。将悟くんが望むなら、朝のお相手も夜のお相手もしてあげるから、安心してくれたまえ』

「夜のお相手とか誤解されること言わなくていいから。──で、朝からどうした？」

『将悟くんは新学期だろう？　遅刻しないよう、モーニングコールを入れてあげたのさ』

「モーニングコール頼まなくても起きられるから……」

『それと「りりかる☆しすたぁず」では、今日から新学期応援イベントデーを開催している。ホワイトデーで好評だった学ラン体操服コスプレで新学年を応援するから、ぜひ将悟くんも来て気合を入れてくれたまえ』

「なんか間違った方向に気合が入らないか、それ？　ていうか、店の宣伝じゃねぇか」

『楽しみに待っているよ。それじゃあね』

　一方的に言って、衣楠からの電話は切れた。

「まったく……。目が覚めちまったぞ……」

　将悟は文句を言いながらクローゼットを開け、クリーニング店のビニールに包まれた制服を取り出す。

　衣楠が言うとおり、今日から新学期。

　鹿か野の子こと一かず馬まは無事に入籍し、将悟も新しい家族の一員となった。

　だからといって、今のところ生活に大きな変化はない。将悟は一人暮らしで、雅みやびも女子寮に住んでいる。

　変わったことといえば、書類などの名字を『神かん凪なぎ』と書くようになったことだ。なんだか不思議な感覚がする。自分の名前じゃないような浮き足立った気もするし、生まれ変わったような新鮮な気分でもある。

「神凪将悟。……帝みかど野の将悟。う～ん……」

　二つの名前を口に出してみた。

　並べてみれば、新しい名字との組み合わせも、語感は悪くなさそうだ。

　それに普段は、これからも『帝みかど野の』を名乗る。今からあまり気にする必要もない。

「ま、慣れりゃ違和感ないか。俺おれは俺だしな」

　将しよう悟ごは制服をビニールから取り出し、新たな一年に向けて着替え始めた。



　登校時間になって外に出ると、春の心地よい空気に包まれた。天気がいいせいか、陽ひ射ざしが少し暑い。街の並木には桜が咲き誇り、そよ風に乗って花びらが舞っている。

「将悟さ～ん。おはようございます」

　声に振り返ると、制服姿の心こ乃の枝えが立っていた。

「おはよう、心乃枝。三年生でもよろしくな」

「わたしこそ。──また同じクラスになれるといいですね」

「そうだな。もし離れたら、一緒に委員会活動でもやってみようか」

「それなら、クラス委員以外の委員ですよね」

　それから心乃枝は、曲がり角のほうに向かって手を振った。

　アパートの塀の陰に、誰だれかが立っている。

「神かん凪なぎさんも隠れてないで、こっちに来ましょうよ～」

　呼ばれて、雅みやびが角からひょこっと顔を覗のぞかせた。

「か、隠れてるんじゃないもん！」

「神凪さんったら、将悟さんと一緒に登校するのを恥ずかしがってるんですよ」

　心乃枝が将悟に耳打ちした。

「なんでだよ。雅、一緒に行こうぜ!!」

　将悟も手を振ると、雅は、ほおを赤くしながら歩いてきた。

「は、恥ずかしがってるんじゃないの。新学期だし、将悟が通学路に迷って迷子になんないよう、来てあげたんだから」

「俺の家、学校のすぐ近くだろ。だいたい一年間通った道でどうやって迷子になるんだ」

「別に～。知らな～い」

　ツンとそっぽを向く雅である。

「わかったわかった。じゃあ雅、学校まで案内してくれ。ついてくからさ」

「ふふっ、そうですね。神凪さん、わたしも案内してください」

　雅はちらっと二人を見る。

「も～、しょうがないなぁ。それじゃ二人とも、行くわよ」

　雅は一歩先に進み、将悟と心乃枝は彼女のあとについて歩き出す。

　そして三人は、学校へと向かった。

　正門に近づくと、一学年上がった生徒たちが登校している。その中に、真新しい制服を着た一団がいた。制服の着こなしもこなれてなく、歩きかたも少しぎこちない。

「見て見て、新入生の子だよ！　ちっちゃくってかわいいねぇ～」

　雅みやびが将しよう悟ごの袖そでを引っ張りながら感激の声を出す。

「でも、神かん凪なぎさんより背の高い子もいますよ」

　心こ乃の枝えがチクッと言うと、雅はキーッと歯ぎしりしながらつかみかかった。

「何よっ！　自分の胸が大きいって自慢したいわけ!?　ちょっと脂肪があるからって！」

「そんなこと言ってないじゃないですかっ!!　なんですか、脂肪って!?」

　二人の間で将悟は「はぁ……」とため息をついた。

「騒々しいですわよ、センパイがた」

　振り向くと、腕に生徒会の腕章をつけた凜りん香かが立っている。その隣には滋し賀がさんもいた。登校する生徒たちを出迎えていたらしい。

「おはようござひます。がんばって副会長を務めますから、よろしくお願いひしますね」

　滋賀さんがペコリと頭を下げて挨あい拶さつする。

「おはよう、国くに立たちさん、滋賀さん。国立さんはもう、生徒会長なんだな……」

　凜香は自信に満ちた表情で胸を張った。

「えぇ。わたしが生徒会長を務めます以上、今年は責任を持って……」

　ビシッと鋭い目で将悟を見る。

「帝みかど野のセンパイに、みだらな行為など許しませんから!!」

「お、俺おれ、みだらなことなんか、してないって……」

「その言葉、覚えておきますわ。新入生の教育に悪いことなど、しないでくださいね」

　まるで女の敵でも見るかのような凜香である。

　そのとき将悟は、校内の木陰に立っている怪しい人影を見つけた。隠れながらオペラグラスを持って、じっと登校中の生徒たちを吟味している。

　体中を覆う長マントを羽は織おり、頭には大きな三角帽子を被かぶっていた。

「……国立さん、俺よりもあっちを注意したほうがいいんじゃない？」

「それはまぁ……。注意したのですけど……」

　凜香は困った顔で肩をすくめた。

「俺が言って来ようか」

　将悟はそーっとグラウンドの端を歩き、見つからないように怪しい人物の背後に近づく。

「嵯さ峨が良らセンパイ、何してるんです？」

　ギクッ!!と、芽め依いは全身をこわばらせながら振り返った。

「み、帝野か。脅かすな。──教頭と特別講師の日程を打ち合わせに来ただけだぞ」

「さっきから新入生を見てましたけど……」

「あんなに初々しい萌もえ女子っ娘こたちが大量に入学したのだ！　今こそ『しすたぁず』にスカウトせずして、いつスカウトしろというのだ？　え!?」

　将しよう悟ごは芽め依いの腕を引っ張って正門に向かって連れ戻す。

「こっ、こら離せっ!!　お前は初々しい『しすたぁず』に出会いたくないのか!?」

　芽依がわめいていると、校舎のほうから来くる実みが駆けてきた。

「オーナー！　教頭先生が捜してましたよ。入学式が始まる前に打ち合わせするんじゃないんですか？」

「いやなに、ちょっとした新人発掘をだな……」

　将悟は芽依の背を押して、ずいっと来実の前に押し出した。

「来実さん、嵯さ峨が良らセンパイの面倒を見てくれると助かるよ」

「はいっ！　──ほらオーナー、もう教頭先生が待ってますから、来てください！」

　まるで駄々っ子の母親みたいに、芽依を連れて職員室のほうに戻っていく来実だった。

「卒業しても嵯峨良センパイは相変わらずだなぁ……」

　呆あきれるような、ほほ笑ましいような、そんな気分で見送っていると、パシャリとシャッターを切る音がした。

　将悟の斜め後ろに新あら谷や部長が立って、一眼レフカメラを構えている。

「新谷部長は、今年も新聞部の部長なの？」

「ククク、当然だ。今年度は去年にも増して、この深み流りゆう院いん学園を大いなる騒動が覆うだろう。その中心には、常に帝みかど野の将悟がいる!!」

「お、俺おれ!?」

「そうだ。おぬしは学園中を一大エンターテインメント場と化す力を持っておるのだ!!」

「……俺、エンターテイナーじゃないんで……」

「期待しておるぞ！　帝野将悟!!」

　新谷部長の激励の声を受けながら、将悟は疲れた気分で心こ乃の枝えたちのところに戻った。



　校舎の前の掲示板に、生徒たちの名前が書かれた大判の紙が貼はり出されている。みんなその前に集まって、不安と期待の交じった表情で自分の名前を捜していた。

　新年度のクラス名簿の発表だ。

「あっ、あたしの名前あったよ！　３―Ａクラスだって！」

　雅みやびが叫ぶ。

「わたしのもありました！　三年連続で神かん凪なぎさんと同じですね」

「またぁ～？」

「なんで嫌そうな顔するんですかっ!?」

　相変わらずいがみ合う二人の横で、将悟も自分の名前を見つけた。

「俺もだ。今年も三人で同じクラスだな」

　心乃枝と雅の表情がぱぁっと明るくなる。

「お前らみんな同じだなー」

　声をかけたのは、今日もジャージ姿の小こ都と里り先生だ。

「もしかして、小都里先生が俺おれたちの担任なんですか？」

「そうだぞ。また問題児ぞろいで困っちゃうぜ」

「俺は小都里先生がいつか処分を食らうんじゃないかと、ハラハラしてますけど……」

「心配すんな！　せんせーは校長先生に気に入られてるんだぞ。温泉旅行のお土産みやげに、秘宝女体盛りまんじゅうを贈ったからな。年取ったオヤジは、こういうのが好きなんだ」

　むしろ、ますます不安でしょうがない将しよう悟ごである。

　生徒たちに声をかけながら歩いていく先生を見送り、ふと将悟は思った。

「にしても、これじゃ新学年って気分に欠けるな。二年生のままみたいだ」

　そんな感想を抱いていると、背後から愛ま菜なの声がした。

「二年生のままじゃないよ～！　今年は、愛菜もみんなと同じクラスだから！」

「へぇ、今年は天てん導どう会長も一緒なのか。──ていうか、もう会長じゃないんだっけ」

「そうですよね。これから天導さんのこと、なんて呼びましょうか」

　心こ乃の枝えがあごに手を当てて考え出す。

「悩まなくても、天導さんじゃダメなのか？」

「愛菜のことは、これから『らぶり～愛菜ちゃん』でいいよ～」

「……いや、高校三年生のニックネームとして、それは少々問題があるだろ」

　すると愛菜は、不満そうにほおを膨らませる。

「だって『天導会計』なんて地味なんだもんっ！　もっとカッコいいのがいいの～っ!!」

「だから無理にカッコよくしなくても」

「ひ～んっ、将悟くんのイジワル～っ!!」

　愛菜は涙目になって将悟に詰め寄った。

「ち、ちょっと、天導会長……じゃないけど、落ち着いてっ！」

「こら将悟っ！　何をやってんの!?」

　雅みやびがあわてて将悟と愛菜の間に割り込んだ。──そのとき、名簿を見ようと進み出た生徒に背中を押され、愛菜の体が将悟に向かって倒れかかる。

「きゃっ!?」

　愛菜が思わず雅に抱きつき、勢いで雅の体が後ろ倒しになった。

「お、おい、危ないっ！」

　将悟は雅の体を受け止め、倒れてくる二人を押し止めようと支えた。

「将悟さん!?」

　心乃枝が叫び、あわてて彼の腕をつかむ。

　しかし将悟はのしかかってくる体重を支えきれず、地面に尻もちをついた。

「うわっ！」

　続いて雅みやびが、心こ乃の枝えが、さらにその上に愛ま菜なが倒れ込み、将しよう悟ごは女の子たちに押しつぶされるように仰向けに倒れた。

　軽く悲鳴が上がり、周囲の生徒たちがシンと静まり返る。

「いてててて……。みんな、大丈夫か？」

　将悟は心乃枝たちを支えながら上半身を起こした。

　雅も愛菜も、倒れた衝撃できゅう～っと目をまわしている。

「……帝みかど野のセンパイ」

　突き刺すような声がして、将悟はギクリと見上げた。

　すぐ横に凜りん香かが立って見下ろしている。

「みだらなことなどしないと言いましたわよね……？」

「ご、誤解だって！　これはただの事故だよ！　な、そうだろ、みんな！」

　将悟は倒れた女の子たちを支えながら、あわてて立ち上がろうとして……

　むにゅっ、と手のひらが柔らかいものに触れた。

「し……将悟……さん……」

　心乃枝が真まっ赤かな顔になった。

　将悟の手が、まっすぐ彼女の胸を押している。

「いっ、いやその、これは誤解、誤解で……」

　ふふふ……、と凜香は薄笑いを浮かべた。恐ろしい。実に恐ろしい。心の底から嗜し虐ぎやくをたたえた笑みだ。

「帝野センパイ……。問答無用ですわっ!!」

　凜香は将悟の首根っこをグイッと引っつかんで立ち上がらせる。

　そのとき、将悟の視界に、登校してくる新入生の女の子たちの姿が見えた。上品で純情そうで、初々しいお嬢さまみたいな少女たちだ。

　彼女たちが何ごとかと驚いた顔で、捕らえられた猫みたいな恰かつ好こうの将悟を見ている。

　その中央に、深み流りゆう院いん学園の制服を着た柚ゆず璃り奈なが立っていた。

　呆ぼう然ぜんと見つめる彼女に、将悟は救いを求める気分で訴えかけた。

「ゆ、柚璃奈！　た、助けてくれっ!!」

　彼女の周りにいた女の子たちが、一斉に柚璃奈を見る。

「そういえば宝ほう生しようさんって、帝野センパイとご懇意にしていらっしゃるんですよね」

「え……。い、いえその、わたくしは……」

　柚璃奈は戸惑った顔で女の子たちを見まわし、最後にジトッとした目を将悟に向けた。

「わたくし、あんないやらしい男など、ちっとも存じ上げませんわ。おほほほほ」

　すぐに将悟から目を逸そらし、口に手を当てて上品に笑い声を上げた。

　そのままひたすら視線を逸そらし続け、女の子たちと談笑しながら校舎へと歩いていく。

「ゆ……柚ゆず璃り奈な……。む、無視しやがった……」

「帝みかど野のセンパイ！　これからじっくり指導いたしますからねっ！」

　凜りん香かがギロリと睨にらみつける。

「うぅ、誤解なのに……」

　見下ろすと、雅みやびと愛ま菜なはまだ目をまわしていた。

　職員室の窓の向こうでは、打ち合わせをしている芽め依いがニヤ～って顔で見ている。さっき捕まえられたことを根に持ってるみたいだ。

「心こ乃の枝え……」

　情けない気分で心乃枝に助けを求めると、彼女は困った顔で見返した。

「ははは……。ど、どうしましょうねぇ……」

　なんて苦笑いを浮かべている。

「ほんとに、俺おれの三年生の毎日はどうなるんだろ……」

　ため息をつきながら、将しよう悟ごは、これからの一年も騒がしくなりそうな予感がしていた。

　それは賑にぎやかで、騒々しくて、何が起きるかわからなくて──

　大勢の仲間がいて、恋人がいて、家族が、大切な妹がいる──

　予想もできない驚きと、様々な出会いに満ちた、新しい一年に違いない。


















あとがき



　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。いつもおちゃらけたことを書いている、このあとがきですが（自覚はあります）、今回は最後ということで、小ネタ的な裏話をしたいと思います。

　まず前巻（９巻）のラストの展開ですが、実は大まかなイメージは、シリーズ開始の初期から考えていました。将しよう悟ごと心こ乃の枝え、雅みやびの三人の関係とか、母親の鹿か野の子こがラスボス的存在であったりとか、そうした構想は１巻のプロットを考えていたときからある程度決めていました。

　両親の名前である『熊くま五ご郎ろう』と『鹿野子』は、とりあえず覚えやすい名前にしようと考えて動物名を入れました。ところが終盤、展開が想定していたよりシリアスな雰囲気になり、果たしてこの名前でよかったのかと、少しばかり迷いました（笑）。

　また作中に登場する『グランベリオン』は、１巻だけの小ネタ程度のつもりだったのですが、まさか最後の最後まで引っ張るとは、自分でも思いませんでした。

　小説を書いていると、いつも当初の計画から変わって物語が動いていき、やっかいでありつつも、それが楽しみな部分でもあります。

　メインヒロインの心乃枝は、これまで上梓したタイトルのヒロインに気の強い少女が多かったため、今回は優しい優等生タイプにしようと考え、現在の性格になりました。

　しかしそんな彼女も、さっそく１巻で迷ゼリフ「わたしのシュークリーム、食べてください」を炸裂させるのですが、これを書いていた当時は、自分としてはごく自然な流れのつもりでした。が、まさかまさか、その後散々ネタにされるとは……。とうとう、アニメ放映と同時期に開始されたＷＥＢラジオのＤＶＤタイトルが『私のシュークリーム大作戦！』になってしまいました。（こちらも石いし原はら夏か織おりさんと佐さ倉くら綾あや音ねさんの掛け合いが非常に面白い番組ですので、未見の方は、ぜひ一度ご覧になってみてください）

　同じく１巻から『伝説のドルフィン・タンゴ』ですが、当時、社交ダンスの教則本を買って調べながら書いていた記憶があります。しかしその後の推敲で冗長になった文章を削っているうち、結局最後まで残ったのが、なぜかこのセリフなのでした。

　原作小説としての本作は完結となりますが、もっつん＊先生、秋あき風かぜ緋ひ色いろ先生によるコミック版『この中に１人、妹がいる！』がコミックアライブにて連載されていますので、引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

　三月にはアニメ版の後日談となるＯＶＡが発売になりますので、こちらもぜひ、お楽しみください。そして、まだまだ『なかいも』グッズは登場しますので、今後も心乃枝や雅たちヒロインを愛めでていただければ幸いです。



　１巻刊行から約二年半、長く続けることができたこのシリーズも、多くの方々に支えていただきました。

　編集の児こ玉だま様、後半はひたすら原稿が遅れて（実はこの巻も！）ご迷惑おかけしました。

　イラストレーターのＣＵＴＥＧカム様、毎巻最高にかわいいキャラクターたちと挿絵を描いていただき、感謝に堪たえません。画集やキャラクターグッズは家宝です。

　コミック版を担当してくださいましたもっつん＊先生、秋あき風かぜ緋ひ色いろ先生、ＺｏｏＴＡＮズータン先生、面白く描かれた作品を拝読し、各キャラクターの魅力を再確認させられる思いでした。

　デザインの担当者様、校正の担当者様、ＭＦ文庫Ｊ、コミックアライブ、コミックフラッパーの各編集部の方々、本書に関かかわっていただいた全ての皆さまに、この場を借りてお礼申し上げます。

　また非常に楽しい作品に仕上げていただいたアニメスタッフの方々、数々のかわいらしいグッズを製作してくださいました皆さま、多彩なイベントを企画・運営してくださいました皆さま、自分自身も原作者という立場を超えて楽しませていただきました。

　そして最後までお付き合いくださいました読者の方々。ここまでお読みいただいたことに、ただひたすら感謝感激です。将しよう悟ごたちの物語を無事に終えられたのも、ひとえに皆さまのおかげです。どうもありがとうございました！

　それでは機会がありましたら、またお会いしましょう！

二〇一三年二月　田た口ぐち　一はじめ


















　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　上の著者近影イラストも、メインヒロイン五人と将悟、柚璃奈、衣楠と勢揃い！　始めのころは面白がって描いていたのですが、だんだんと締め切りギリギリになると「なんでこんな大変なこと始めたんだ……」と、ちょっと後悔してみたり。



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレータ。

　　ゲームのイラストや、ライトノベルのイラスト、漫画を描いたりしています。

　　最近の仕事では

　　『ひだまりスケッチＸ☆☆☆（ほしみっつ）』提供バック

　　『bitter smile.』の予約特典のカレンダー（ＧＩＧＡ）

　　などを作業しました。



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/
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